
    
      
        
      
    

  

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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口絵・本文イラスト／緑川葉




デザイン／アオキテツヤ（ムシカゴグラフィクス）







《　序幕　いつか懐かしむ日　》







　六月上旬の日曜日。

　俺は柚ゆず花かとアニメを見ていた。この春に放送一周年を迎えたショートアニメ『アニマルパラダイス』──通称『アニパラ』だ。

　元々は昨日に引き続きレースゲームをするつもりだったが、溜たまりに溜まったデジカメ写真をコンビニでプリントしたところ、動物園の写真を見た柚花が「アニパラ見たい」と言い出して、一話から見返すことになったのだ。

　一話五分のショートアニメとはいえ平日は毎日放送だ。一年分となると二〇時間近く、おまけに一話見終わるたびに柚花の感想パートが入るため、テーブル上に山積みになったＤＶＤケースは三分の一も崩せていない。今週はアニパラ漬けになりそうだ。

「あっ、ほら！　レオンが出てきたわよ！」

　俺の肩をゆさゆさと揺さぶりながら、柚花がはしゃぎ声を上げる。

「レオンとかいたっけ？」

「カメレオンのレオンよ。ファンブックにも載ってたでしょ」

「載ってたような、載ってなかったような……」

　アニパラとコラボしている動物園に行く際に柚花から手渡されたファンブックは、辞書みたいな分厚さだった。

　同じ熱量で動物園を楽しめるように知識を身につけたが、中間試験勉強を頑張りすぎたこともあり、記憶から抜け落ちてしまった。

「ちょっと待ってて。巻き戻してあげるから。──ほらここ！　レオン！」

「レオンどこだよ」

「レオンは恥ずかしがり屋で、いつも透明なのよ」

「じゃあわかんねえよ……」

「よく見ればわかるわ。巻き戻してあげるわね」

「いいよもう。早く続き見ようぜ」

「ふふ、あんたもアニパラに染まってきたわね」

　いやべつに続きが見たいわけじゃないから。早く全話消化したいだけだから。なんて、嬉うれしそうに「布教成功ね」とほくそ笑む柚花には言えないけど。

　それに俺も布教に成功したときは嬉しかったしな。大好きなひとには自分と同じものを好きになってほしいのだ。

　などと考えている間に再び巻き戻す柚花。

「ほらあそこ、うっすら影が見えるでしょ？」

　一時停止された画面を注視すると……たしかにカメレオンっぽい影がある。

「あー、いた。いたわレオン」

「ここがレオンの初登場シーンなのよ。最初は気づけなかったわ。毎回新しい発見があるのがアニパラのすごいところ──あっ、ほら！　リンリンちゃん出たわよ！」

　最推しキャラの登場に、柚花のテンションがぶち上がる。目つきの鋭さを気にしている柚花は、長い首がコンプレックスでいつもマフラーをしているキリンのリンリンちゃんに共感しているらしい。

　実際柚花の目つきは鋭いが、気にするようなことじゃない。俺は好きだし、可か愛わいいとも思っている。

　もちろん、顔だって可愛い。すっぴんなのに化粧してるみたいに肌が綺き麗れいだし、なにも塗ってないのに唇はピンクでつやっとしている。

　そんな柚花がとなりにいることに、正直言うと俺はまだ違和感を拭えていなかった。




　なぜなら俺たちは、冷え切った関係が嫌になって離婚した元夫婦なのだから。




　俺は一五で柚花は一六になったばかり。まだ結婚なんてできないが、俺たちの実年齢は二七。離婚直後に車に轢ひかれ、ふたり揃そろって一二年前にタイムスリップしたのである。

　タイムスリップに気づいたときは戸惑いこそしたものの、人生やりなおす機会を得たとポジティブに受け止めることができた。

　そして、幸せな人生を送るために二度と柚花に関わるまいと決めたが……決意はすぐに揺らいでしまった。

　行く先々で柚花と鉢合わせになり、同じ時間を過ごすうちに心地良さを感じ始め、再び惹ひかれてしまったから。

　最初は恋心を隠し通すつもりだったけど、柚花も俺に惚ほれていた。両想おもいだとわかったときは嬉しかったが、復縁しようとは言えなかった。

　復縁すればまた険悪な関係になるかもしれない──恋仲にならず、友達のままでいればずっと仲良く過ごせるだろう。

　そう自分に言い聞かせ、復縁を躊ちゅう躇ちょする俺に、柚花はこう言ってくれた。──喧けん嘩かするたびに仲直りすればいい、と。

　それに俺たちは未来を知っている。この先どういう問題が待ち受けているか──なにが原因で夫婦関係が冷えていくかを知っている。

　ひとつひとつを乗り越えていけば、今度こそは生涯をともにすることができる。いまは染みひとつない綺麗な顔にシワが刻まれていくのを、そばで見続けることができるのだ。

「……なに見てるのよ」

「いつシワができるかなーと思って」

「あと一二年はできないわよ！　それともなに？　シワの数を数えたくなるくらい退屈なわけ？」

「そんなんじゃないよ。ちゃんと楽しんでるし」

　噓うそじゃない。

　熱量に差はあれど、柚花が好きなものは俺も好きだ。なにより好きなひとと一緒なら、なんであろうと楽しめる。

　だけど──

「楽しいけど、続きはまた明日にしようぜ」

「え～……なんでよ。これから盛り上がるところなのに」

「ずっと盛り上がってただろ……。いまの俺は一五歳なんだから、早めに帰らないと補導されるんだよ」

「だったらうちに泊まる？」

　突然の申し出に、心臓がドクンと跳ねた。

　柚花が風邪で寝込んだときは泊まる以外の選択肢はなかったが、一緒に寝るのは抵抗がある。

　昔はなんともなかったが、離婚して、再び柚花のことが好きになって、付き合い始めの頃のような照れくささを感じるようになったから。

　熟年夫婦のようにすっかり落ち着いた男女なら共感してくれるかもだが、こういうのは間が空くと恋愛経験値がリセットされた気分になるのだ。

　もちろん、昔みたいにキスしたいと思っている。

　毎日の登校デートで恋人繫つなぎには慣れてきたし、いつかキスに慣れる日も来るだろう。その日を迎えるためにも、照れくささを乗り越えなければならない。

「……その場合、俺はどこで寝るんだ？」

「ベッドに決まってるでしょ。まあ、航こう平へいが落ち着けないなら無理して泊まらなくていいけど」

「落ち着けないわけじゃないが……柚花は恥ずかしくないのか？」

「恥ずかしいけど、それ以上に嬉しいわ。……あんたのことが好きなんだから」

　口説き文句みたいな台詞せりふに、かあっと顔が熱くなる。

「い、いきなり好き好きアピールするなよっ！　恥ずかしくなるだろ！」

「そんな猛アピールしてないわよ！　あたしの好き好きアピールはもっとすごいし！」

「だったら見せてみろよ！　本気の好き好きアピールとやらを！」

「こんなムードじゃできないわよ！　まずはお風呂に入って落ち着いてからじゃないと。……それとも、やっぱり家に帰る？」

　寂しそうな目を向けられて、家に帰るとか言えるわけがない。

「今日は泊まるよ。パジャマはどうすればいい？」

「ジャージを貸すわ」

「柚花のジャージだとピチピチになるだろ」

「……あんた体型のことになるとほんと見み栄え張はるわね」

「見栄じゃないし。ピチピチになるし。ほら、前に彼シャツしてみたいってせがんできたことあっただろ？　あのとき俺のワイシャツ、ぶかぶかだったじゃねえか」

　覚えてるわよ、と柚花はからかうように目を細める。

「わざわざ大きいサイズのワイシャツ買うとは思わなかったわ」

「か、買ってねえよ！」

「買ったでしょ。じゃなかったらどうして『一日待ってくれ』とか言うのよ」

「そ、それは……一日働いて匂いの染みついたシャツを着せたくなかったから。あの日はマジで暑くてめっちゃ汗かいたからな」

「はいはい。気が利いてて偉いですね」

「お前、その目……さては信じてないな？」

「信じてないし、そもそも気遣いとかいらないわよ。匂いのついたシャツを着たかったんだから」
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「お前……匂いフェチだったのか」

「変な言い方しないで！　あんたの匂いが好きなだけ！　ていうか早く入りなさいよ！　寝るのが遅くなるじゃない！」

　顔を赤らめた柚花に背中を押され、タオルとジャージを手に浴室へ。ぱぱっと済ませてリビングに戻ると、続いて柚花が浴室へ。ソファに腰かけ、ニュースを眺めながら柚花を待つこと一時間。

「お待たせ」

　ほんのり湯気を漂わせながら戻ってきた。上下無地のシンプルなパジャマだが、柚花が着ると魅力的に見える。

　思わず見入っていると、柚花は喉を潤してから俺のとなりに腰を下ろした。肩と肩とが触れ、シャンプーの香りが漂い、ドキドキしていると──

　ちゅ、と。

　いきなり頰に唇が触れた。

「な、なんだよ急に!?」

「好き好きアピールよ。お風呂に入ったらするって約束だったから……」

　照れくさそうに目を伏せる柚花。長風呂すぎると思ったが……この一時間、心の準備とイメージトレーニングをしていたのだろう。

　俺のリアクションがイメージと違っていたのか、不安げな顔を向けてきた。

「……キス、嫌だった？」

「びっくりしただけで、嫌ってわけじゃ……」

「……証明できる？」

　柚花が熱っぽい瞳で見つめてきた。顔の火照りは長風呂だけが原因じゃなさそうだ。

「証明って……」

　横を向いてくれないと頰にキスできないのだが……。こうして俺の顔を見つめてるってことは、つまりはそういうことだろう。

　これ以上言葉を交わすと恥ずかしくなってしまうので、俺はなにも言わずに柚花の唇に自分のそれを重ねた。

　唇を離すと、柚花は耳まで赤くしていた。俺の顔も同じくらい赤くなってそうだ。

「……もう寝るか」

「そ、そうね」

　お互い照れくさくなりつつも、居心地の悪さは感じない。

　薄暗い寝室に入ると、机の上でケータイがチカチカと点滅していた。俺がベッドに入る傍ら、柚花はケータイを開き……画面の光でぼんやり見える顔が、曇ったように見えた。

「……どうかしたか？」

「ううん。なんでもない」

　そう言って、柚花がベッドに入る。

　おやすみ、と言葉を交わして目を瞑つぶるが、シャンプーの香りと息遣いを感じ、なかなか寝つくことができない。

「……ねえ、まだ起きてる？」

「なんだよ」

「あたしたち、付き合ってるわよね？」

「当たり前だろ」

「いつか結婚するの？」

「当たり前だろ」

「即答するのね」

「当たり前だろ」

「ＮＰＣみたいな返事やめて」

「当たり前のことばかり言うからだろ。柚花が思ってる以上に俺は柚花のことが好きなんだから。柚花と結婚したいし……それに、子どもだって欲しいよ」

「……ほんとに？」

「こんな噓つくわけないだろ」

　前回はそろそろというタイミングで社長が無茶して会社が潰れ、子どもどころじゃなくなった。今回はカレンダー通りに休める安定した仕事に就き、仕事漬けの日々を送らず、休日は家族と過ごせるようにしてみせる。

　理想は父さんみたいな父親だ。一度社会人を経験して、休日に遊びに連れてってくれる父さんがいかにすごかったかを思い知ったよ。

「あたしも航平の赤ちゃん欲しい」

「さ、ささやくように言うなよ」

「大声で言えってこと？　恥ずかしいんだけど……」

「そうじゃなくて、いまのは小声で言ったほうが破壊力があるというか……てか、なんで急に結婚の話？」

　言いづらいことなのか、しばしの間があり──




「……結婚するつもりなら、早めにお父さんに挨拶したほうがいいと思って」




　俺を慮おもんぱかるように、柚花は遠慮がちに言う。

　気遣ってくれたのは理解できたけど……聞きたくなかった話題を出されて、嫌な気分になってしまった。

　柚花は片親だ。

　母親は俺と柚花が出会う前に病気で亡くなったらしいので直接顔を見たことはないが、家族写真を見るに、とても優しそうなひとだった。

　そして父親は、とても怖そうなひとだった。

　しかし、柚花の口から父親の悪口を聞いたことはなかった。元々親の悪口を言うタイプじゃないのも理由のひとつだが、一番の理由はおじさんが父親として立派だったからだ。

　親としてたまに厳しく接しつつも、𠮟ったあとはフォローを入れ、学校行事には仕事を休んで欠かさず参加していたらしく、夏休みや冬休みにはよく旅行に連れていってくれたのだとか。

　そんな父親と、柚花は疎遠になった。

　結婚前におじさんに挨拶をして、大失敗してしまい……険悪な関係になった俺と父親を天てん秤びんにかけ、俺を取ってくれたのだ。

　おじさんは結婚式にも参列せず、うちの家族とは一度も対面していない。柚花には申し訳ないと思っているが……できることなら、二度とおじさんには会いたくない。

　挨拶しても、嫌われるのは目に見えているから。

「……挨拶はまだ早いだろ」

「……やっぱり、お父さんに会うのは嫌？」

　先延ばしを提案しただけだが、柚花は俺の本心を察したようだ。

「そりゃ……会いたくはないよ。結婚を認めてもらうために万全の準備をしたのに、散々暴言を吐かれたんだから……」

　結婚する以上、挨拶は欠かすことができないが……おじさんのことを思い出しただけで重苦しい気分になり、腹が痛くなってしまう。

「……顔を合わせたら、また同じことが起きるのかしら？」

　結婚の挨拶で起きた事件を目の当たりにしたからか、柚花は不安そうな声で言う。

「俺がなにを言われても我慢すれば、取っ組み合いの喧嘩は回避できるけど……。でも、少なくとも俺とおじさんが仲良くなることはないし、結婚を祝われることもないと思う」

「そう……やっぱり、そうなるわよね……」

「……まあ、なんだ。いまから心配することもないだろ。さすがに結婚は隠せないけど、交際を隠すのは難しいことじゃないしさ」

「……そうね」

　これ以上将来の話をすると不安で眠れなくなるからか、柚花はそれきり話しかけてこなかった。





《　第一幕　過ちを繰り返すくらいなら　》







　その日は特に暑かった。

　七月下旬のある日。おじさんへの結婚挨拶を目前に控え、俺は人生で一、二を争うほど緊張していた。

　場所は高級料亭の格式高いお座ざ敷しきだ。ドラマなんかで見るだけで一生縁がないと思っていた場所にいるせいで、よけいに緊張してしまう。

　自業自得というか、なんというか。店を選んだのは俺だ。柚ゆず花かに「気を遣いすぎ」だの「もっと安い店でいい」だの言われたが、目的が目的だしな。

　これから結婚式というもっとお金がかかるイベントが控えているので節約したいところだが、人生の門出を祝ってもらうためにも奮発せねばと意気込んだのだ。

　当然、身なりにも気を遣った。柚花は「仕事スーツがあるし、わざわざ新調しなくてもいいわよ」と言いつつも買い物に付き合い、じっくり時間をかけて真剣にスーツを選んでくれた。

　準備は万端。あとはおじさんの到着を待つだけだが……いよいよ顔合わせをするのだと思うと、緊張でお腹なかが痛くなってくる。

「……ねえ、だいじょうぶ？」

「なにが？」

「顔色悪いわよ。お腹が痛いなら、いまのうちにトイレ行けば？」

「だいじょうぶだって」

「そう……。でも無理だけはしないでね？　日をあらためてもいいんだから」

「わざわざ来てもらうのに、それは失礼だろ」

「お父さんにはあたしから言うから。そもそもこんな大事な日に遅刻するほうが失礼よ」

「きっと道が混んでるんだよ。俺は気にしないからさ」

　三〇分前には対面を果たしている予定だったが、電車が遅れているのか道が混んでいるのか、まだ姿が見えていない。柚花が連絡しても返事がない。

　おじさんに会うのは今日がはじめてだ。

　三日前から緊張でお腹が痛いし、トイレに行きたい気持ちもあるが、入れ違いになって待たせてしまうと印象が悪くなりかねない。せっかく場所と身なりに気を遣ったのだから最後までパーフェクトに進めたい。

　……にしても遅いな。

「やっぱり駅まで迎えに行ったほうがよかったかな？」

「必要ないわよ。お父さんが自分で行くって言ったんだから」

「けど、迎えに行ったほうが印象良くないか？」

「印象を気にしすぎよ。いまの航こう平へい、好青年にしか見えないわよ。好青年すぎて顔が青くなってきてるわ」

　俺の緊張をほぐそうとしてくれたのか、柚花が冗談めいた口調で言う。おかげで多少は気分がほぐれた。

　やっぱり柚花は優しいな。見た目も好きだけど、なにより内面が大好きだ。

　心から愛している。ぜったいに結婚したい。結婚して、一生幸せに過ごしたい。

　そのためにも、おじさんに認めてもらわないと。

　柚花、言ってたもんな。結婚式でおじさんに感謝の言葉を伝えるのが夢だって。

　おじさんは男手ひとつで娘を育てたんだ。話を聞く限りでは、本当にいい父親である。感謝の気持ちを伝えたいのは当然だ。俺だって、おじさんに感謝している。

　娘さんを立派に育ててくれてありがとうございます、と。

　これからは俺が幸せにしてみせます、と。

　そんな気持ちを伝え、門出を祝ってほしい。

　そのために今日まで準備を重ねてきたんだ。緊張するけど、早く結婚の挨拶をしたい。

　そんな思いが通じたのか、足音が聞こえ……しばしの間があり、ふすまが開かれた。




　第一印象は、恐怖だった。




　レスラー体型で、見るからに強そうで……なにより怖い。目つきの鋭さだけが理由じゃない。柚花だって目つきは鋭いけど怖くはないし。

　柚花との違いは、瞳に宿る感情だ。写真で見たときと違い、おじさんは鷹たかのような鋭い目に怒りを滾たぎらせているようだった。

　全身から怒りのオーラを漂わせ、まだ言葉も交わしてないのに言わんとしていることを察してしまう。

　お前を認めるつもりはない、と。

　思わず萎縮してしまったけど……すべては俺の憶測に過ぎない。きっと思い過ごしだ。これが初顔合わせで、まだ挨拶すらしていないのだから。

　こういうのは第一印象が肝心だ。

　俺はすかさず立ち上がり、おじさんに深く頭を下げた。

「本日は遠いところをお越しいただき、ありがとうございます！　柚花さんとお付き合いさせていただいてます、黒くろ瀬せ航平と申します！」

　緊張で声が裏返ってしまったが、嚙かまずに言うことはできた。

　まずは第一関門突破。おじさんの挨拶を待ち、手土産を渡し、軽めの雑談を経て本題を切り出そう。柚花から聞いたおじさんの好物を手土産に選んだし、雑談ネタも用意した。計画通りに行けば、本題を切り出す頃には和やかなムードになっているはずだ。

　そう思っていたのだが──




「挨拶はいい。ここへ来たのは、娘を連れ帰るためだ」




「……へ？」

　冷たい一言に、間の抜けた声が漏れる。

　戸惑いながら顔を上げると……おじさんは憎々しげに俺を睨にらみつけていた。

「あ、いや、連れ帰るって……」

「ちょっとお父さん！　いきなりなんてこと言うの!?　失礼にもほどがあるわよ！」

　仲裁に入る柚花に、おじさんは憮ぶ然ぜんと言い放つ。

「柚花を幸せにするためなら、この男にどう思われようが私は一向に構わん！」

　柚花を幸せにするために連れ帰ろうとするって……。そんなの、俺と結婚すると柚花が不幸になるって言ってるようなものじゃないか。

　お前に娘はやらん──なんてフィクションだけかと思っていたのに、まさか自分の身に降りかかるなんて思いもしなかった。

　イメージトレーニングとはまるで異なる現状にパニックになり、ストレスとショックで涙が滲にじんでしまう。

「……ふん。こんなことで泣くのか？　本当に情けないな。きみは結婚するには精神的に幼いようだ」

「そ、それは……ちょっと酷ひどいんじゃないでしょうか？　まだ俺のことをなにも知らないのに……」

「もうわかっている。きみが娘を幸せにできないことはな。さあ、帰るぞ柚花！」

　おじさんが柚花の手首を摑つかんだ。

「ちょ、ちょっと！　お父さ──」

「や、やめてください！」

「邪魔をするな！」

　ふたりの手を引き離そうとすると、おじさんが手で払いのけてきた。

　ドンッと胸に手が当たり、テーブルにぶつかり、お茶がこぼれる。

　柚花が一生懸命に選んでくれたスーツがびしょ濡ぬれになり──

「ふ、ふざけんな！　なに考えてんだあんた！」

　頭に血が上り、気づいたときにはおじさんの胸ぐらを摑んでいた。

「娘の将来のことだ！」

「だったら暴力なんか振るうなよ！」

「きみがしつこく食い下がるからだろう！」

「食い下がるに決まってるだろ！　結婚するんだよ！　俺は！　柚花と！」

「きみのような弱々しい男が娘を幸せにできるものか！」

「なにが幸せだ！　せっかくの結婚の挨拶をめちゃくちゃにして！　柚花を不幸にしてるのはあんただろうが！　あんたは父親失格だ！」

　ドンと鈍い音がした。一瞬視界が真っ白になる。口のなかが鉄の味でいっぱいになり、殴られたのだと気づいたときには殴り返していた。殴り、殴られ、もうやめて、と柚花の叫び声が響き、手を引かれて料亭をあとにして──……
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「……最悪だ」

　目覚めて早々、ひどく陰鬱な気分になる。

　嫁の父親と乱闘騒ぎを起こすなんてまさに悪夢だが、あれは現実に起きたこと。結婚を祝福されるどころか俺という人間を全否定され、流血沙汰になってしまった。

　俺のへなちょこパンチはおじさんには通じなかったし、血を流したのは俺ひとりだけど……あの日の痛みは、まだ鮮明に残っている。

　肉体的な痛みじゃない。

　精神的な痛みだ。

　結婚を否定されたのもつらかったが、なにより柚花に悲しい思いをさせてしまった。

　旦那と父親が険悪になり、結婚式で感謝を伝えるという夢も叶かなわず……式場では肩身の狭い思いをさせてしまった。

　お互いに友人がいれば少しは気も紛れただろうが、親戚だけを集めたこぢんまりとした式だったし。来場者は全員俺の親戚で、柚花の知り合いはゼロだった。

　うちの家族が本当の娘のように可か愛わいがってはいたけれど、俺のせいで、本当の家族とは疎遠になった。

　柚花は「気にしてないし、気にしなくていい」と言ってくれたが、気にするに決まっている。ずっと後ろめたさを感じていたし……離婚の直接の原因になったわけではないが、あの日のせいで結婚生活に影が差したのは間違いない。

　二度目の人生、今度こそ柚花を幸せにしてみせる──。

　そう誓ったが、柚花を心から幸せにするためには、おじさんに認められないといけないわけで……。顔を合わせれば前回同様、全否定されることになる。

　どうやっておじさんを説き伏せればいいのやら……。

　それに……おじさんの言う通り、俺は柚花を幸せにできなかった。

　仕事を理由に構ってやれず、いつしかすれ違うようになり、些さ細さいなことで口論になり、喧けん嘩かが絶えず、離婚した。

　反省を活いかすと心に決めたが、一度不幸にしてしまった事実は消し去れない。

　おじさんに面と向かって「お前は娘を不幸にする」と指摘されたとき……果たして俺は自信を持って「幸せにできる」と言えるだろうか。自信のなさを見透かされ、否定され、また柚花から家族を奪うはめにならないだろうか。

「……考えるのはよそう」

　初顔合わせは大学を卒業してからだ。

　いまの俺は高校に入学したばかり。避けては通れぬ道だけど、いまから憂鬱になるのは早すぎる。

　気持ちは晴れないが、黙考している間に部屋は明るくなってきた。カーテンの向こうがうっすらと日に染まり、カラスの鳴き声が聞こえてくる。

　ケータイを開くと、あと一時間は眠れそうだが……一度家に帰って身支度しないといけないし、二度寝する気分じゃない。もう起きるとしよう。

　柚花を起こしてしまわないように、俺はそっとベッドから出る。

　トイレを済ませ、顔を洗い、ぼけーっとニュース番組を眺めていると、あっという間に三〇分が過ぎてしまった。まだ起こすには早いけど、せっかくだから一緒に朝食を食おうかね。

　そうと決めた俺は寝室に入り、寝息を立てる柚花に声をかける。

「おーい、朝だぞー」

「……」

「そろそろ起きて一緒に飯食おうぜー」

「……」

　なかなか起きないので掛け布団を引っぺがし、肩をゆさゆさと揺さぶってみる。

　すると柚花は、うっすらと目を開けた。おぼろげな目つきで俺を見つめ、ぎょっと目を見開き、

「い、いやあああああああああああああああああ!?」

「うおっ!?　い、いきなり叫ぶなよ！」

「や、やめて！　やめてええええええええええええええ！」

　悲鳴を上げ、転がるようにベッドを出ると、逃げるように寝室を飛び出す。それを追いかけてキッチンへ向かうと、柚花がフライパンを振りまわした。

「こ、来ないで！」

「ちょっ、振りまわすなよ！　危ないだろ！」

「な、なに!?　なんなの!?　オートロックじゃないの!?」

　なぜ急に戸締まりの心配をするんだ？　昨日レオンを見過ぎたせいで透明人間が見えているのか？

「なあ、落ち着けって。ここには俺しかいないから」

「いやあああああああああああああああああああ！」

「だから落ち着けよ！」

「お、落ち着けるわけないじゃない！　どうやって部屋に入ったの!?　どうしてあたしのジャージ着てるの!?」

　柚花はまるで変質者を見るような目つきだ。顔は青ざめ、瞳には涙が滲にじみ、華きゃ奢しゃな肩を震わせている。

　自慢じゃないが、俺は弱い。見た目的にも威圧感とはほど遠く、柚花と夫婦喧げん嘩かをしたときも、圧倒されることはあってもその逆はなかった。

　そんな柚花が俺を見て怯おびえている。しかも、まるで強盗にでも押し入られたかのような物言いだ。

「な、なあ……俺が誰か、わからないのか……？」

　嫌な予感が脳裏をよぎり、すがりつくように問いかけると、柚花は怯えきった目で俺を睨みつけ──




「知るわけないでしょ！　あんた誰なの!?」




　そのものズバリの発言に、頭が真っ白になってしまう。全身から力が抜け、膝から崩れ落ちてしまった。ジャージのことは覚えてるのに、俺のことは覚えてないなんて……。

「じょ、冗談だろ……？」

「冗談じゃないわよ！　いますぐ出ていって！　じゃ、じゃないと警察呼ぶわよ!?」

「本気で言ってるのか？　ほ、ほんとに俺が誰かわからないのか!?」

「あんたなんか知らないわよ！」

「航平だよ！　黒瀬航平！　お前の恋人の！」

「や、やめてよ！　気持ち悪い！」

「そ、そんなこと言うなよ……ストーカーなんかじゃないから……正真正銘、恋人だから……」

　膝をついたまま四よつん這ばいになり、すり寄ろうとすると、フライパンを上下左右に振りまわされた。

「こ、こっち来ないで！　お、お願いだから出ていって！」

　意味がわからない。
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　なんで泣いてるんだ？

　なんで怯えてるんだ？

　昨日までそんな顔しなかったじゃないか。

　好き好きアピールしてくれたじゃないか。

　なのになんで目が覚めたら俺のこと覚えてないんだよ。

　パニックで頭がおかしくなりそうだ。ドッキリだって言ってくれ。質が悪いにもほどがあるけど、許すから。怒ったりしないから。

　そう声をかけてやりたいが……柚花は心から恐怖している。

　これ以上、柚花を怖がらせたくはない。

　これ以上、怯えた眼まな差ざしを向けられたくない。

「わ、わかった。帰る。帰るよ……」

「は、早く出ていって！」

　フライパンを握りしめた柚花に急せかされて、俺は泣きたい気持ちでマンションをあとにした。

　エントランスを出ると、俺はその場に立ち尽くした。とてもじゃないが歩ける気分じゃなかったし……もしかすると、柚花が飛び出してくるかもしれないから。

　だけど……いつまで経たっても、柚花は姿を見せてくれなかった。

　これがドッキリだとしたら、さすがにネタばらしするはずだ。だとすると……信じたくないけど、本当に記憶をなくしてしまったのか？

　……いやいや、ありえないだろ、そんな……。だって、記憶がなくなるなんてさ……。柚花はテストで満点を取るくらい記憶力がいいのに。俺にテストの点数でマウント取ってきたのに。なのになんであいつが記憶喪失になるんだよ！　おかしいだろ！　記憶がなくなるなら俺のほうだろ！　柚花だけ記憶喪失とか冗談じゃねえぞ！　俺の記憶も消せよ！　頼むから！

「頼むよ……夢なら覚めてくれよ……」

　俺は思いきり頰を抓つねる。痛みが走るが、お構いなしに頰を抓る。俺は眠りが深いんだ。こんな痛みじゃ目覚めない。もっと強く、頰が千切れるくらいの力で抓ったら、このクソみたいな悪夢から目覚めることができるはず。うなされながら目を覚ました俺に、柚花が「怖い夢を見たの？」と心配そうに声をかけてくれるはず。

　なのに──

「ううっ……くそっ！　くそ！　くそくそ！　なんで目覚めないんだよ！　起きろよ俺！　早く起きろ！　こんなの夢に決まってるだろ！」

　これが現実だなんてありえない。

　いままでの思い出がたった一夜で消え去るなんてありえない。

「きみ、だいじょうぶ？」

　涙を流しながら頰を引っ張っていると、犬の散歩をしているおばさんが心配そうに話しかけてきた。

　話すのははじめてだが、おばさんのことは知っている。カラフルな服を着た犬を見て、柚花に「あんたよりオシャレね」ってからかわれたことがあるから。

　もう二度とあんな軽口を叩たたかれることもないのだと思うと、唇が震え、涙が止まらなくなってくる。

「ど、どうしたの？　お腹、痛いの？」

「いえ、心配いりません……本当に、なんでもないですから……」

　ここにいても状況はなにも変わらない。ここを動いたところで事態が好転するわけじゃないが……ここにいれば、いずれ柚花と鉢合わせる。また悲鳴を上げられ、ストーカーを見るような目を向けられたら、心がぐちゃぐちゃになりそうだ。

　涙を拭い、俺はマンション前から離れた。

　明るい日ひ射ざしが降り注ぐなか、重い足を引きずりながら家にたどりつく。

「ただいま……」

「おかえり兄ちゃん！」

　暗い気持ちで帰宅した俺とは対照的に、佐さ奈なは満面の笑みだった。中学二年で恋バナに飢うえている妹は、朝帰りした兄に興味津々なのである。

「お泊まりするとか青春だねぇ！　どんなことしたの？」

「どうって、べつに普通だよ……」

　一緒に晩飯を食べて、アニメ見て、風呂は別々に入って、一緒に寝て……。普通の恋人らしいことをしただけだ。なのになんで記憶がなくなってるんだよ……。

「なあ、俺って黒瀬航平だよな？」

「どうしたの急に？　兄ちゃんは兄ちゃんじゃん」

　佐奈はきょとん顔だ。少なくとも全人類の記憶から『黒瀬航平』が消えたわけじゃなさそうだ。おかしくなったのは柚花だけらしい。

　……むしろみんなから忘れられても、柚花にだけは覚えていてほしかった。

　幸せになろうと約束したのに忘れられてしまうとか……。喧嘩するたびに仲直りすればいいとは言われたが、こんなのどうすりゃいいんだよ。

「なあ……たとえばだけどさ。俺が佐奈のこと忘れたら、どうする？」

「叩いて戻すよ」

「昔の家電じゃないんだから……」

「じゃあ思い出話する。兄ちゃんが新しいクツで出かけた日に犬のうんち踏んじゃった話とか、私の補助輪つき自転車でバイクごっこして骨折した話とか」

「ろくな思い出がないな」

「こういうのショック療法って言うんだって」

「たぶん使い方間違ってるぞ。てかバイクごっことかしたっけ？」

「したって。まだ小さかったけど覚えてるよ。兄ちゃん『激しいコーナリングだー』って身体からだを左右に動かして、転んで骨折したんだよ」

「あー……そういやそうだっけ」

　小二の夏休みに骨折したことは覚えていたが、原因は忘れてた。

　幼いながらも補助輪自転車で骨折するのは恥ずかしいという自覚はあり、記憶を封じてしまったのだろう。

　だとすると……佐奈がそうしてくれたように、思い出話をすれば俺のことを思い出してくれるかもしれない。

　マンションに行けば警察沙汰になりかねないが、幸いにも俺たちは高校生。

　柚花の記憶喪失がどの程度かはわからないが、ジャージのことを覚えてるなら、自分が高校生だということも覚えているはず。登校すれば声をかけるチャンスはある。

　思い出話をするだけで記憶が戻るとは思えないけど、いまの俺はそれに賭けることしかできない。まだ全然安心はできないが……一いち縷るの望みができただけで、多少なりとも心が軽くなった。

「ありがとな、いい話を聞かせてくれて」

「どういたしまして！　ほかにも思い出話あるけど聞かせてあげよっか？」

「気が向いたらな」

　さて、そうと決まれば登校の準備をしないとな。

　俺はすぐさま朝食を済ませると、制服に着替えて学校へと向かうのだった。
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　距離は同じなのに、ひとりで歩く通学路はいつもより長く感じられる。同じ景色のはずなのに曇って見えるし、静かで、退屈で、とても寂しい。楽しかった通学が、いまは苦痛でしかない。

　これが一生続くのかと思うと……そんな人生に耐えられる自信がない。

　俺の人生にはとなりに柚花がいてくれないと困る。

　必ず思い出させてみせる。付き合ってからの思い出話を──赤面不可避の恋愛話を語り聞かせ、俺のことを思い出させ、そんな話しないでよ、とあいつを照れさせてみせる。

　決意を新たに、六月のべたつく空気を肌に絡ませながら道を進む。

　校門を抜け、昇降口で上履きに履き替え、一年一組の教室へ。

　席は六割ほど埋まっているが、柚花の席は空いている。その正面にある自席に腰かけ、柚花がやってくるのを待つ。

　しかし──。

「……遅いな」

　柚花は一向に姿を見せない。クラスメイトが賑にぎ々にぎしくおしゃべりするなか、そわそわと足を揺すっていると、ついに柚花以外の生徒が勢せい揃ぞろいした。

　……もしかして、来ないのでは？　俺のことは思い出せないまでも、記憶に異変があることに気づき、病院に向かったのでは？

　きっとそうだっ！　高校時代は一度も絡まなかったけど、大学に入ってからは毎日顔を合わせたからな。

　俺に関する記憶がすっぽり抜け落ちているなら──俺がいない時間を繫つなぎあわせているのなら、不自然すぎるほど飛び飛びの記憶になっているはず。

　あるいは、記憶は飛び飛びにならず、誰かと仲良くしていたという記憶は残っているのかもしれない。交際相手の姿にモヤがかかり、それが黒瀬航平だと思い出せないだけかもしれない。

　どっちのパターンにしろ、付け入る隙はある。

　エピソードに関する記憶が飛び飛びになっているのなら、空白を埋める共通の思い出を語り聞かせればいい。

　人物に関する記憶にモヤがかかっているのなら、それが俺だと証明できる思い出を語り聞かせればいい。

　なにより俺と柚花はタイムスリップしたという唯一無二の話題を共有している。タイムスリップの話をすれば、柚花にとって『黒瀬航平』が大切な存在だったことを思い出してくれるはず！

　未来に希望が見え、いてもたってもいられずに、俺は教室を飛び出した。

　てっきり病院が開くまで家にいるのだと思いきや、柚花は昇降口にいた。困ったように眉を下げ、下げ駄た箱の前をうろうろしている。

「……柚花？」

　遠慮がちに声をかける。

　すると柚花はこっちを振り向き──

「ひっ……！」

　と、小さな悲鳴を上げ、あとずさった。

「ど、どうして……なんで、ここに……」

「落ち着け。見ての通り、俺はここの生徒だ。柚花のクラスメイトなんだよ」

「こ、ここであたしをどうする気……？　へ、変なことしたら、先生呼ぶわよ……」

　だめだ。完全に怯えてる。おまけに人見知りまで発動している。

　俺に対して不信感を抱いてるんじゃ、なにを話しても信じてもらえそうにない。

　だったら、動かぬ証拠を提示すればいい！

「変なこととかしないから。ただ、柚花に見てほしいものがあるんだ」

「ど、どうしてさっきから柚花って呼ぶの……？」

「俺たちが恋人同士だからだ。柚花のマンションにいたのも、俺が恋人だからだよ。いま証拠を見せてやる」

　ポケットからケータイを取り出して、写真を見せる。

　動物園でこっそり撮った、柚花の乗馬写真である。

「こ、これ……隠し撮りよね……？」

「いや、まあ……この写真はそうだけど……」

「どうして付き合ってるのに隠し撮りするの……？」

「それは……正確に言うと、このときはまだ付き合ってるわけではなくて……デジカメで撮ったあと、個人的にも柚花の写真が欲しいなと思って……。待ち受けにすれば、好きなときに柚花を見ることができるから……。でも、撮らせてくれって頼むのは恥ずかしくて……こっそり撮ることにしたんだよ」

　まさかあの日の心情を本人に打ち明ける日が来るとはな。羞恥心が刺激され、顔が熱くなってしまう。

「……」

　柚花は、じっとりとした眼差しだった。明らかに信じてくれてない。ひとりで動物園に出かけ、俺にストーキングされ、盗撮されたと思ってそうな表情だ。

　しかし、写真はほかにもある！

「だ、だったら、これを見てくれ」

　続いて見せたのは、柚花の変顔写真だ。

　まだ仲が悪かった頃、電車のなかで俺を笑わせるために送ってきた写真である。

「ど、どうしてあたしのキス顔写真を……」

「いや、正確に言うとタコ口だけど……」

「な、なに言ってるの？　明らかにキス顔なのに……。恋人なのに、そんなこともわからないの？」

　くそっ。ややこしい写真しか持ってねえな！

「逆だ逆。恋人だからわかるんだよ、これがタコ口だってことが。だいたい、これがキス顔にしろタコ口にしろ、親しくもない男がこんな写真を持ってるわけないだろ」

「た、たしかにそうだけど……」

「だろ？　これこそが俺と柚花が恋人である動かぬ証拠なんだよ」

　少しは俺を信じてくれたようだ。ストーカーではないことは理解してくれたらしいが、人見知りは変わらなかった。柚花はおどおどとした口調で、

「だけど……信じられないわ。あたしが入学早々に恋人を作るなんて……」

「それは柚花が勇気を出してくれたからだ。大学に入学して最初の講義で、高校のクラスメイトだった俺を見つけてくれてさ」

　俺と柚花にとって、それはかけがえのない思い出だ。

　あの日、柚花が勇気を出して話しかけてくれたから、俺たちは親しくなれた。

　友達になり、恋人になり、夫婦になり……一度は別れてしまったけど、再び恋人になることができたんだ。

　大事な思い出を語り聞かせ、もしかしたらこれで思い出してくれるかも、と淡い期待を抱いたが──




「……大学？　なに言ってるの？　あたしたち、高校生なのに……」




　その一言に、期待感は打ち砕かれた。

　一気に絶望のどん底へ叩き落とされる。

「えっ？　ちょっと待て……大学生活のこと、覚えてないのか？」

「経験してないことを覚えてるわけないわよ」

「経験してない!?　俺のことだけじゃなくて、大学生活のことも忘れてしまったのか!?　結婚生活のことも!?　一緒にタイムスリップしたことも忘れたのか!?」

「さ、さっきからなにを言ってるの……？」

　柚花の瞳に、再び怯えが浮かんだ。

　頭のおかしいひとを見るような、不気味そうな表情だ。

「な、なにって、共通の思い出を……」

「そんなのありえないわ。未来の思い出だなんて。あたしが忘れてるのは、この二ヵ月の記憶だけよ」

「二ヵ月!?　た、たった二ヵ月!?」

「たったじゃないわよ。今日が入学式のはずだったのに、気づけば六月になってるし……自分のクラスも、出席番号もわからないし……。入学して一番大事な時期の記憶がないんじゃ、まともな高校生活は送れないわよ……」

　柚花が憂鬱そうにため息をついたところでチャイムが響いた。

「いけない、早く行かなきゃ。……ねえ、黒瀬くんだっけ？　あたしのクラスと出席番号わかる？」

「……一年一組の、一〇番……」

「ありがと。それと……あたしが言うのもなんだけど、あなたも一度病院で診てもらったほうがいいと思う……タイムスリップなんて、現実に起きるわけないんだから」

　思い出を全否定する一言を口にして、柚花は廊下を駆けていく。

　それを追いかける気力はなく……見まわりの先生に発見されるまで、俺は下駄箱の前に立ち尽くしていた。

　顔色の悪さを心配され、保健室で休むと告げ──

　気づけば、放課後になっていた。

　ベッドに仰向けになり、ぼんやりと天井を眺めている。朝からずっと視界が滲み、養護教諭の心配そうな呼びかけにも、あー、とか、うー、としか返事できない。

　俺は信心深いほうじゃないが、最近は神様に感謝していた。柚花との人生をやりなおす機会をくれた神様に。

　だけど……これはあんまりだ。

　あまりにもひどすぎる。

　ふたり揃そろってタイムスリップさせておきながら、柚花の記憶だけを消すなんて。

　この世界にも柚花はいるけど、俺が知っている柚花はもういない。これじゃ俺ひとりがタイムスリップしたのと同じだ。俺だけが車に轢ひかれて助かったのとなにが違うんだ。

「……なぜ泣いているんだい？」

　絶望感に打ちひしがれていると、聞き覚えのある声がした。

　カーテンが開き、メガネをかけた黒髪ロングの女子生徒が、心配そうに俺を見ている。

「赤あか羽ば根ね先輩……体調悪いんですか？」

「体調は万全だよ。スケッチを始める前に、少し仮眠を取ろうと思ってね。それよりなぜ泣いているんだい？　今日は鯉こい川かわさんは一緒じゃないのかい？」

　柚花の話題を出され、涙がこぼれ落ちてしまう。ハンカチを手渡され、悩みがあるなら聞くよ、と優しく語りかけられ、俺は涙声で言う。

「柚花が……俺のこと、忘れてしまったんです……」

「鯉川さんが？　忘れたというと……記憶喪失かい？」

「はい……」

「……頭でも打ったのかい？」

「いえ、それはないです……。普通に登校してましたし、痛そうにもしてませんでしたし……。先輩、俺の頭を思いきり殴ってくれませんか？　俺も記憶喪失になりたいんです」

　弱音を口にする俺の頭を、先輩が撫なでてきた。

　俺の実年齢は二七。先輩より一〇歳は年上だ。

　だけど先輩が大人びているからか、俺が弱り果てているからか、撫でられると安心感が湧いてきた。

「鯉川さんになにが起きたのかはわからないけれど……諦めるのは早いんじゃないかな。あくまで『忘れた』のであって、記憶が『消えて』しまったわけではないからね」

「同じじゃないですか……」

「似て非なるものさ。物理的に脳を破壊でもしない限り、人間の記憶を完全に消すことはできないよ。そして忘れているだけなら、思い出させることもできる」

「思い出させることが……」

　赤羽根先輩の見解が、どこまで医学的に正しいのかはわからない。

　それでも俺にとって先輩は、誰よりも尊敬する神作家だ。

　未来では偉大な漫画家になり、俺は柚花に赤羽根先輩の──赤あか鶴つる先生の作品をオススメすることで、急速に仲を深めていった。

　恋のキューピッドになってくれた先輩なら、再び俺と柚花を結んでくれそうな気がしてきた──本当に記憶を思い出させることができそうな気がしてきた。

「だけど……記憶を思い出させるって、どうすればいいんですか？」

「まずは原因の把握からだね」

「原因……」

「思い当たる節はないかい？」

　記憶を巡り、昨日のことを思い出す。

　まず、寝る直前まではいつも通りの柚花だった。

　外傷じゃないのも確かだ。

　寝てるときにベッドから落ちて頭を打ったのだとしたら、目覚めたときは床にいるはずだから。夜中に目覚めてベッドに戻ろうとすれば、俺に気づいて悲鳴を上げるはずだ。

　柚花はずっと寝室にいた。やはり事件が寝室で起きたことに間違いはない。間違いないのだが……原因がわからない。

「記憶喪失って、頭を打つ以外にどうすればなるんですか？」

「精神的なショック──不安やストレスだね」

「不安やストレス……」

　……そういえば寝る直前、柚花はケータイを見て顔を曇らせてたな。

　記憶を失うほどのストレスを感じたようには見えなかったが、考えられるとしたらそれしかない。

　そして柚花にメールを送信する相手は、俺の知る限り三人しかいない。俺と、佐奈と、おじさんである。

　当然、俺はメールを送ってない。

　佐奈からのメールなら、柚花はもっと楽しげな顔をする。

　送り主はおじさんと見て間違いない。

　ただ、おじさんは父親としてはいいひとだ。高校の選択肢がない田舎を離れてこっちの学校に通いたいと切り出したときも、最初は揉もめたらしいが、最終的には柚花が安心して暮らせるように、立派なマンションに住まわせてくれている。

　そんな娘を愛する父親が、ストレスになるようなメールを送るとは思えない。つまり、メールはきっかけに過ぎず、そのあとに俺と交わしたやり取りこそが、ストレスの正体と見ていいだろう。

「ひとつ質問なんですけど。つらい体験をしたひとが、そのストレスから逃れるために、それに関するすべての記憶を忘れることってあるんですか？」

「鯉川さんとまったく同じケースは知らないけれど、似た例なら知っているよ。たとえば過酷な戦場にいた兵士のなかには、その期間中の記憶を忘れることもあるそうだよ。心を守るために一種の防衛反応が働いて、つらい記憶を封じこめたんだろうね」

「心を守るための、防衛反応……」

　あくまで推測の域を出ないが、本当に心を守ろうとして記憶喪失になったのだとすると……




　柚花は、俺と父親が再び険悪になることを怖おそれ、記憶を封じこめたってことになる。




　てことは、あのとき堂々と『おじさんと仲良くなれる！』と柚花を安心させていれば、柚花はストレスに悩まされることもなく、記憶を失わずに済んだってことか？

　なのに俺は会うのを先延ばしにしてしまった。会いたくない気持ちを──自信のなさを見透かされ、柚花を不安にさせてしまった。

　不安がってるのはわかっていたが……まさか記憶を失うほどとは思わなかった。結婚を認めてもらえなかったせいで夫婦生活に影が差したのは確かだが……それが原因で関係が冷え切ったわけじゃないのだから。

　離婚した一番の原因はすれ違い生活が続き、夫婦関係が冷え切ったこと──俺が仕事を理由に昔みたいに柚花に構ってやれなくなったのが原因だ。

　だけど柚花は、そうは思わなかった。

　一度目と同じスタートを切れば、同じゴールにたどりついてしまうと思ってしまった。俺とおじさんが仲なか違たがいすれば幸せな日々は送れない。一度目の夫婦生活と同じようにまた些細なことで喧嘩するようになり、関係が冷え切り、離婚してしまうかも──。

　俺がのんきにいびきをかいてる最中、柚花はひとりで不安感と戦っていた。不安が頭をぐるぐるまわり、『離婚』というワードから逃れることができなくなり……

　押し潰されそうな心を守るため、無意識に防衛反応が働き、俺と惹ひかれ合った一周目とこの二ヵ月間の記憶を脳の奥深くへ封じこめてしまったのだろう。

　そんなことで一二年分の記憶がごっそり抜け落ちるなんて信じられないが……俺たちは一二年の時を越えてやってきたんだ。

　俺と柚花の記憶は、本来この世界には存在しないもの。

　記憶が肉体に定着しきれておらず、ふとしたことで引っぺがされてしまうような、儚はかないものなのかもしれない。

　とにかく、だ。

　やるべきことはわかった。

　このままだと俺とおじさんは険悪になる──それが記憶喪失のトリガーになったなら、柚花を安心させればいい。

　俺とおじさんは仲良くなれる──そう信じさせることができたなら、封じられた記憶を呼び覚ますことができるはず。

　それが正しいやり方かはわからないが、タイムスリップという普通起こりえないことを経験した以上、通常の医学では考えられないことが起きてもおかしくない。

　問題は、俺が柚花に気味悪がられていることだ。

　俺の言葉に耳を貸すどころか、近づくことすら容易ではない。

　だとしても。

　だとしても俺は、必ずやり遂げてみせる。

　一緒に幸せになろうって、誓い合ったんだから。

　大事な記憶を呼び戻すためにも、まずはあらためて柚花と仲良くならないとな！

「顔に覇気が宿ったね」

　俺の顔を覗のぞきこみ、先輩がにこりとほほ笑みかけてきた。

「先輩のおかげです！　なにもしないうちから柚花を諦めるなんて、ほんとにどうかしてました。俺、ぜったいに柚花の記憶を取り戻してみせます！」

「その意気だよ。私にできることがあればいつでも力になるからね。すべて解決したら、また漫画を読みに来るといいよ。ふたりを歓迎するからね」

　はい！　と力強く返事して、俺は保健室を飛び出した。





《　第二幕　思い出巡り　》







　再び柚ゆず花かと仲良くなる──！

　そんな決意を胸に秘め、俺は柚花のマンションを訪れた。清潔感の漂うエントランスに駆けこみ、部屋番号を入力して呼び出しチャイムを押す。

「……」

　待てど暮らせど応答はない。まだ帰ってきてないようだ。ずっとエントランスにいると不審者扱いされそうなので、ひとまず外に出ることに。

　湿った空気が肌に纏まとわりついてくるなか、まわりに目を配りつつ佇たたずんでいると、通りの向こうに柚花が見えた。

　学校終わりにスーパーに立ち寄ったのか、手には買い物袋を提げており、その足取りは重かった。

　荷物を持っていることだけが理由ではなさそうだ。きっと記憶喪失で学校に馴な染じめず、授業にもついていけず、不安感に苛さいなまれているのだろう。

　うつむきがちになり、足もとを見ながらこちらへ近づき、ふと顔を上げ──

「な、なにしてるの？」

　柚花は、戸惑うように立ちすくむ。

　いつもなら「遊びに来たの？」と笑顔を見せてくれるのに……。この反応は悲しいが、今朝のように悲鳴を上げられなくなっただけでも一歩前進したと考えよう。

「柚花を待ってたんだよ。もう一度、仲良くなりたくてさ」

「そ、そんなこと言われても困るんだけど……。あたし、黒くろ瀬せくんのことなにも知らないのに……」

「わかってる。だから俺のことを知ってもらうためにも、おしゃべりに付き合ってほしいんだ」

「できないわよ……」

「……やっぱり、気味が悪いか？」

「気味が悪いっていうか……あたし、ひとと関わるの苦手だから。なにしゃべっていいかわかんないし……特に男子相手だと、緊張しちゃって落ち着けないし……」

　知り合って間もない頃もそうだった。お互いに緊張し、ぎくしゃくしていたが、唯一の知り合いなので仲良くなろうと頑張って……

　柚花が赤あか鶴つるワールドにハマッたのを皮切りに、漫画トークで盛り上がり、急速に親睦を深めていった。

　赤鶴先生はデビュー前なので当時勧めた漫画はないが、柚花にはオタクの素質がある。

　そして幸いにも柚花の大好きなアニパラは絶賛放送中だ。

「たとえば、アニパラの話をするのはどうだ？」

「アニパラ……？」

　なぜきょとんとする？

「アニマルパラダイスだよ。平日朝放送のショートアニメ。……見てないのか？」

「はじめて聞いたわ」

　昔散々『アニパラは放送開始時から見てた』って言ってたのに！　俺に自慢するために古参ぶってただけかよ……。

　柚花の地元はかなりの田舎で、チャンネル数が少ないって嘆いてたからな。アニパラをやってるチャンネルは映らなかったのだろう。

「あたし、アニメは見たことがなくて……だから黒瀬くんとは仲良くなれないと思うわ。名前はわからないけど、クラスにアニメの絵が描かれた小説を読んでた女子がいたから、そのひとと話したほうが楽しめると思うわ」

　俺と話すのが嫌なのか、ただ緊張しているだけなのか……。柚花は早口にそう言うと、これで話はおしまい、とばかりにエントランスに入ろうとする。

「ちょ、ちょっと待って！」

「ま、まだなにかあるの？」

「あるよ！　俺たち、仲良くなれるから！　俺は仲良くなれるって知ってるから！　だ、だから、ダメ元でもいいから話し相手になってくれよ！」

　柚花が迷惑そうに目を細めた。

「黒瀬くんが知ってるあたしと、いまのあたしは違うから……。それにあたし、しつこく絡んでくるひとは本当に苦手なの」

「だ、だったらしつこく絡むのはやめるよ！」

「それって、もうあたしには関わらないってこと？」

「そうじゃない。そうじゃなくて……しつこく絡むのはやめるけど、話し相手にはなってほしくて……」

　柚花は煩わしそうにため息をつき、

「あたしは話すつもりはないんだけど……」

「わかってる。わかってるから……だから、柚花が俺と話す気になってくれるまで、待ち続けることにするよ」

「待ち続けるって……まさかずっとここにいるつもり？」

「そのまさかだ。柚花が話す気になってくれるまで、ここをテコでも動かないから」

「子どもじゃないんだから、そんな意地張らないでよ……」

「子どもでけっこうだ。俺、ほんとにここを動かないから」

「そんなことしても話し相手にはなれないわよ？」

「だとしても待つ」

「……だったら、好きにすれば？」

　柚花は説得を諦めるように投げやりに言うと、マンションに入っていった。

　俺はその場に佇んだまま、柚花が戻ってくるのを待つ。一八時になり、一九時になり、通りが暗くなってきたところで、ケータイが電子音を奏でた。

　柚花か!?　……なんだ佐さ奈なか。

「もしもし。どうした？」

『兄ちゃん、いまどこにいるの？　もうご飯の時間だよ』

　言われて、朝からなにも食べてないことを思い出した。向かいの家から焼き魚の匂いが漂い、空腹感がこみ上げる。

「今日は俺抜きで食べてくれ」

『いいの？　せっかく焼肉パーティなのに』

「気分じゃないんだよ」

『え～、でもいい香りがするよ？　じゅうじゅう音を立てて鉄板の上で躍ってるんだよ？　こってりとした甘口たれに焼肉を絡めて、ご飯と一緒に食べたらぜったい美お味いしいのに。しかもデザートにメロンまで！』

「や、やめろ！　兄を誘惑するんじゃない！」

『兄ちゃんを焼肉の気分にさせようと思って。なんといつもの特売お肉じゃなくて国産牛だよ！』

「なんで今日に限って豪勢なんだよ……」

『兄ちゃんが落ちこんでるっぽかったから、お母さんに焼肉食べたいって頼んだんだよ。メロンは個人的に食べたかっただけだけど』

　ああ、そういう……。

　のほほんとしているようで、なんだかんだ俺のこと気にかけてくれてるんだな。

　そんな気配りが評価され、佐奈はこの夏にバスケ部の部長に就任する。そのとき柚花の記憶が戻っていれば、一緒に就任祝いのパーティをしてやろう。

「ありがとな。気持ちだけ受け取っとくよ。俺、やることあるから」

『鯉こい川かわさんと食べる約束してたの？』

　それならどんなに良かったか。

　また柚花と食事したい。できることなら手料理を作ってほしい。そうしてくれたら何度だって言ってやるのに。

　柚花の料理は世界一だと。

　こんなに美味しい料理を食べることができて幸せだと。

「いろいろあってな。柚花と食べるわけじゃないよ。とにかく、心配はいらないから」

『わかった。メロンは取っておくね』

「おう。んじゃまたな」

　通話を切り、腹を鳴らしながら柚花を待つ。

　柚花の住まうマンションは、若い女性に人気の物件だ。帰宅する女性が通るたびに不審そうに見られたが、高校生という見た目もあってか、通報されることはなかった。

　夜の帳とばりが下りる。

　日が沈んでも蒸し暑さは変わらない。服の内側は汗でべたつき、喉がカラカラになってしまう。そういえば朝から水も飲んでないな……。

　すぐそばに自販機があるが、財布がない。今朝家を出るときに忘れてしまったようだ。飢えと渇きで頭がぼーっとしてきた。なんだか懐かしい感覚だ。

　これは……そう。昔、柚花と大喧げん嘩かした日に似てるんだ。

　結婚二年目の夏だった。

　あの日、俺は上司の付き添いでゴルフに出かけた。

　柚花と遊びに出かける約束をしていたが、パワハラ上司の誘いを断れず……柚花は残念そうにしながらも、熱中症に気をつけてね、と見送ってくれた。

　柚花と一緒なら楽しめただろうが、上司とのゴルフは全然楽しくなかった。同僚と声を揃そろえて上司を褒め、おべっかで喉がカラカラになり、断ればよかったと後悔した。

　夕方になってようやく解放され、柚花への謝罪の気持ちもこめて、ケーキを買って帰宅した。柚花は気を遣わなくていいのに、と嬉うれしそうに受け取り──

　──『ねえ、結婚指輪は？』

　柚花に指摘され、ケーキ箱を渡した手に指輪がないことに気がついた。

　ゴルフ中に邪魔になるからと指輪を外し、ポケットに入れたのは覚えてる。

　慌ててポケットを漁あさったが、指輪は存在しなかった。

　──『なくすなんて信じらんない！』

　──『普通帰り道で気づくでしょ！』

　──『あんたにとって結婚指輪ってなくても気づかないものなの!?』

　ものすごい剣幕で怒鳴られ、ただでさえ上司に付き合ってストレスが溜たまっていた俺はカチンときた。

　素直に謝ればいいのに怒鳴り返してしまい、大喧嘩の末に家を追い出されてしまった。

　──『見つけるまで二度と帰ってこないで！』

　──『誰が帰るか！　こんな家！』

　捨すて台詞ぜりふを吐き、夜の町を彷徨さまよっていると、しだいに冷静さを取り戻していき、柚花にひどいことを言ってしまったと後悔した。

　仲直りしたいけど、指輪がないんじゃ話にならない。着の身着のまま追い出されたので財布がなく、五時間かけてゴルフ場へ向かったが、すでに営業時間を終えており……開場するまで、その場で待つことにした。

　喉がカラカラで、頭がふらつき、地べたに座りこんでしまい……

　そんな俺の前に、タクシーが止まった。柚花が慌てて降り、俺のもとへ駆け寄り、腕を摑つかみ、タクシーに乗せ……

　ごめんなさい、と謝ってきた。

　わざとなくしたわけじゃないのにひどいことを言ってしまった、と。

　俺のほうこそ悪かった、と柚花に謝り、翌日一緒にゴルフ場を訪れ……第二ホールで、指輪を見つけた。あのときは本当に嬉しかったし、柚花とのゴルフは本当に楽しかった。

「……まさか、あの日を羨む日が来るなんてな」

　大喧嘩なんて二度としたくない。仲良く過ごすに越したことはない。それでも……喧けん嘩かできる関係が羨ましい。

　懐かしさに耽ふけっていると、ふいに物音がした。足音が聞こえ、ゆっくりエントランスのドアが開き、

「……まだいたんだ」

　柚花が、あきれた様子で出てきた。

「いま何時だと思ってるのよ……」

「何時だ？」

「二三時過ぎよ」

　柚花は夜更かしするタイプじゃない。

　俺のことが気がかりで眠れず、様子を見に来てくれたんだ。

　記憶はなくなっても、優しいところは変わらないんだな……。

「ごめん、迷惑かけて……」

「べつにいいけど……黒瀬くん、声ガラガラじゃない？　水はどうしたの？」

「財布忘れた……」

「家に取りに帰ればいいじゃない……」

「ここで待つって約束したし……」

「律儀に守ることないのに……。ちょっと待ってて」

　柚花はジャージのポケットから財布を取り出すと、スポーツドリンクを買ってくれた。

「はいこれ」

「ありがと……」

　半分ほど一気に飲み干し、むせ返る俺を、柚花が心配そうに見つめてくる。

「だいじょうぶ……？」

「平気だ。おかげで生き返ったよ。ほんとありがと」

「べつにお礼はいいけど……ほんと、あきれたわ。お金も持ってないなんてね。あたしが出てこなかったらどうするつもりだったの？」

「考えてなかったよ。出てくるまで待つって決めてたし、それに柚花なら出てきてくれるって信じてたから」

「どうして？」

「昔、大喧嘩したときもそうだったから」

　俺は懐かしい気分に浸りつつ、結婚指輪をなくした話を語り聞かせる。柚花は最後まで聞いてくれたが、その顔には困惑が浮かんでいた。

「あたしたちが結婚してたなんて信じられないんだけど。タイムスリップって黒瀬くんの妄想じゃないの？」

「妄想じゃない。現実に起きたことなんだ。結婚して、離婚して、タイムスリップして、また惹ひかれ合って……一緒に幸せになろうって約束して……」

「そんなこと言われても困るわよ……あたしにとって、黒瀬くんは知らないひとだし……付き合うばかりか結婚するなんて想像もできないわ。そもそもあたしみたいな人見知りと付き合って、そんなに楽しいの？」

「楽しいよ。嫌な思い出だってあるけど、それ以上にいい思い出があるし、自信を持って柚花と付き合えてよかったって言えるよ」

「そう……」

　ぽつりとつぶやき、柚花は羨ましげに言う。

「黒瀬くんと一緒にいて楽しかったのは、あたしも同じだと思うわ」

「な、なんでそう思うんだ？　記憶がないのに……」

「アルバムを見たの。正直、いまでも信じられないわ。あたしがあんなふうに笑うなんて……しかも、男のひとと一緒にいるのに。黒瀬くんみたいなひとと巡り会えて……自分で言うのも変だけど、あたしはあたしが羨ましいわ」

　だけど、とつらそうな顔で続ける。

「黒瀬くんに惹かれたあたしと、いまのあたしは違うから。お互いのことは忘れたほうが幸せになれるわよ」

　別れを意味するその言葉に、冷たさは感じられなかった。

　柚花は俺を気遣っている。俺が過去に囚とらわれずに済むように、未練を断ち切ろうとしてくれている。

　……でも、俺は柚花を愛している。

　どれだけ時間が過ぎようと、愛する気持ちは変わらない──未練が消えることはない。柚花とともに人生を歩みたいと心の底から思っている。

　だからこそ、俺は仲良くなろうと必死になっていた。

　柚花との関係を絶つことはできないが……無理やり距離を縮めようとしたって仲良くはなれない。このまま独りよがりな絡みを続ければ、柚花にストレスをかけてしまう。

　柚花のつらそうな顔は見たくない。

　俺のそばにいるときは、いつも笑顔でいてほしい。

　だから──

「……俺に一日くれないか？」

「一日？」

「ああ。一日でいい。俺とデートしてくれ。ぜったいに楽しませてみせるから……柚花のことを、笑わせてみせるから」

　心を込めてお願いすると、柚花はうつむきがちになる。

　しばしの間があり……

「……一日だけなら」

　と、うなずいてくれたのだった。
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　翌日、俺はぶっ倒れた。

　精神的に疲れたうえに栄養不足と水分不足で体調を崩してしまい、三日も寝込むことになってしまった。

　そして四日目、金曜日の昼過ぎ。やっと体調が戻り、頭が働くようになってきたので、デートプランを練り始める。

　この三日間、デートの夢ばかり見た。不安が夢に出たようで、柚花は一ミリも笑わず、「畳の目を数えたほうが有意義だわ」だの「赤ちゃんのほうが楽しい場所に連れていってくれそう」だの罵ってきた。

　そんなわけで、正夢にならないようにプランを練り始めたのだが……

「どうするかね」

　付き合ってるときはどこへ行っても楽しげな顔を見せてくれた。趣味が同じで相性抜群だったので、俺が行きたい場所が柚花の行きたい場所だった。

　なにより好きなひとと一緒に過ごせることが重要で、場所はどこだってよかったのだ。

　いまは違う。

　デートを受け入れてくれたとはいえ、俺に好意を抱いているわけじゃない。人見知りで男が苦手な柚花のことだ。俺と過ごすのは緊張するだろう。強こわばった顔を緩ませ、笑顔にさせるのは至難の業だ。

　どこへ行けば笑顔になってくれるのだろうか。

「初デートの再現をするか？」

　……いや、却下だ。

　一日フルに使わないともったいないが、一四時間ぶっ通しのデートは苦行だろう。

「なら水族館はどうだ？」

　……いや、却下だ。

　日帰りにしては距離が遠いしな。遠出すると言い出せば、変なところに連れていかれるのではと不安な気持ちにさせてしまう。

「だったら漫才劇場はどうだ？」

　……いや、却下だ。

　柚花のことを笑わせてみせる、なんてかっこいいことを言ったのにお笑い芸人に丸投げするのはダサい気がする。そのうえ柚花のツボにハマらなかったら目も当てられない。

　その後もいくつか案を出してみたが、柚花が笑うイメージが湧かず、すべてセルフ没になる。できれば土日のどちらかにデートしたいが、一向に目的地が決まらない。

　腹が減ってはなんとやら。一度夕食休憩を挟み、脳に栄養を送ってみたが、名案が閃ひらめくことはなく……

「兄ちゃーん。お風呂いいよ～」

　頭を悩ませていると、佐奈がノックもせずに入ってきた。

「いま考えごとしてるから風呂はあとでいい」

「考えごとって？」

　言おうか言うまいか迷ったが、自力じゃこの迷宮から脱出できそうにない。柚花と佐奈とじゃ性格も趣味も違うけど、女子の意見は参考になる。

「実は柚花とデートすることになったんだ」

「そうなんだ！　なのになんで悩んでるの？」

「なんていうか……柚花と喧嘩してさ。もうちょっとやそっとじゃ笑ってくれなくなったんだ」

「そっか。つまり仲直りのデートだね？」

「ああ。そんなわけで柚花を笑顔にさせたいんだが……どこに行くかで悩んでてな。佐奈だったらどこに行きたい？」

「私は海外旅行がいいな」

「遠すぎるだろ……。日帰りで行ける場所を探してるんだ」

「だったら、私の試合を応援するのは？」

「応援か。スポーツ観戦は悪くはないけど……それで笑顔になってくれるか？」

「私がシュート決めたら笑って拍手してくれるよ」

　佐奈は自信満々だ。

　柚花が記憶喪失にさえなっていなければ、「佐奈ちゃんすごーいっ！」と顔を輝かせていただろう。そんな柚花を見て俺も笑顔になり、楽しいデートになったはずだ。

　だけど、柚花は記憶を失っている。

　そして佐奈はそれを知らない。

　ふたりを引き合わせ、佐奈が記憶喪失を知ってしまえば、悲しい思いをさせてしまう。いつもニコニコしている妹のそんな顔は見たくない。

「いいアイデアだが、試合観戦はなしだ」

「えー、どうして？」

「どうしてもだ。そのうち柚花と見に行くからさ」

「そのときはエース級の活躍を見せてあげるよ！」

「見るのを楽しみにしとくよ。……で、ほかに行きたい場所はないか？」

「行きたい場所はいっぱいあるけど、私じゃなくて鯉川さんと行くんでしょ？　だったら兄ちゃんが行きたい場所に行けばいいじゃん」

「それはだめだろ。柚花を楽しませるためのデートなんだから」

「でも兄ちゃん、このままだとデートで緊張しちゃいそうだし。兄ちゃんの顔が強ばってたら、鯉川さんまで緊張しちゃうって。まだ怒ってるのかな、って」

　本当に喧嘩したわけではないので、俺が怒ってるとは思わないだろうけど……たしかにとなりにいる男の顔が強ばっていたら、柚花は緊張するだろう。ただでさえ人見知りで、男が苦手なんだから。

　一番に優先するべきは、柚花に安心してもらうこと。

　変に気負わず、まずは俺が楽しそうに振る舞うことで、柚花の緊張をほぐせるはずだ。そのうえで、ここぞという場所に行けばいい。

　そして俺にとって『ここぞという場所』と言えばあそこしかない。

「ありがとな。お前、天才だよ」

「でしょ～！　最近成績も鯉こいのぼりなんだよね～！」

　うなぎ登りだろ……。

　成績面では天才にはほど遠いけど、発想はまさしく天才的だ。おかげでデートプランが見えてきた。そうと決まれば誘わないと。

「じゃあ先にお父さんに入ってもらうね～」

「ああ。そうしてくれ」

　上機嫌そうに鼻歌を歌う佐奈を見送り、さっそく柚花に電話をかける。数回のコール音のあと、

『……もしもし？』

　と、強ばった声が聞こえてきた。表情はうかがえないが、緊張が伝わってくる。

「いま時間いいか？」

『だいじょうぶだけど……黒瀬くん、体調は良くなったの？』

「心配してくれるのか？」

『そりゃするわよ。四日も学校休むなんて……。あたしが原因なのよね？』

「柚花のせいなんかじゃないよ。俺が自分の意思であの場を動かなかっただけだからさ。むしろあのとき飲み物を買ってくれなかったらこんなものじゃ済まなかったぞ。ほんと、ありがとな」

『どういたしまして……で、いいのかしら？』

「それであってるよ。でさ、約束のこと覚えてる？」

『デート……よね？』

　その単語を口にしたとたん、ますます声が固くなる。

　佐奈の言った通り、ガチガチに強ばったままデートをしても楽しめそうにない。やはり緊張をほぐす作戦は必要だ。

　デート時間の大半を緊張緩和に費やし、最後にとっておきの場所に連れていき、柚花を笑顔にさせるのだ。

「できれば土日のどっちかにしたいんだが、どっちがいい？」

『だったら土曜がいいわ。日曜は曇るみたいだし。……日帰りよね？』

「もちろん。ただ近場で済ませるぶん、徒歩移動がメインになるから、ハイヒール以外で頼む」

『デートなのに……？』

　柚花はとても不思議そうに言う。

　柚花はかなりの田舎から越してきた。都会のイメージはドラマで培ったようで、田舎者だと舐なめられないように髪を染め、メガネを外したと聞いている。

　その流れで入学式前にハイヒールを買ったと、かつて柚花に聞かされた。当時、都会の女性はみんなハイヒールを履いて過ごしていると思っていたようだ。

　柚花はスタイルがいい。ハイヒールを履けば鬼に金棒だ。脚がすらりとして見えたし、本当に魅力的だった。

　ただ履き慣れてないようで、以前デートにハイヒールを履いてきたときは生まれたての子鹿みたいで見ていられなかった。

　ハイヒールをデートに履いてこられたんじゃ心配でそれどころじゃなくなってしまう。

「デートだからって気負わなくていいからさ。そりゃ気合い入れて可か愛わいい格好してくれるのは嬉しいけど、目的は一緒に過ごすことなんだ。いつも通りの格好でいてくれたほうが安心して過ごせるよ」

『わかった。そうするわ。それで、何時にどこに行けばいいの？』

「一〇時に駅前集合でどうだ？」

『明日の一〇時に駅前集合ね』

「ああ。じゃあ明日を楽しみにしてるから」

　そうしてデートの約束を取りつけ、俺は通話を切ったのだった。
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　翌日、土曜日。

　部屋にいると落ち着かず、俺は早めに家を出た。道中コンビニで飲み物を買いつつも、待ち合わせの三〇分前には駅前に到着する。

　快晴の空の下、ベンチに腰かけて柚花の到着を待つことに。

「……」

　なにもせずにじっとしていると、じわじわと不安感がこみ上げてきた。

　いつものデートなら純粋に楽しめたが、今回は『柚花を笑わせる』という使命がある。正直、プレッシャーだ。

　柚花は人見知りで男が苦手。俺がカチコチになってちゃ緊張感が伝でん播ぱしちまう。楽しいデートにするためにも、まずは俺が落ち着かないと。

　リラックスしろ！

　リラックスしろ！

　気負いすぎるな、気楽に楽しめ！

　燦さん々さんと降り注ぐ日ひ射ざしから逃れるように顔を伏せ、そう自分に言い聞かせていると──となりから影が差しこんだ。

　顔を上げると、ノースリーブのワンピースに身を包んだ女の子がベンチの横に佇んで、腕時計をチラチラ見ていた。

　柚花だ。

「来てたのか」

　そっと声をかけると、身体からだをびくっと震わせる。びっくりしたようにこっちを見て、

「黒瀬くんだったんだ……ごめんね？　下向いてたから気づかなくて」

「いいよ。それより来るの早いな」

「家にいると落ち着かなくて。黒瀬くんこそ早いわね。けっこう待った？」

「いや、さっき来たところだ」

「そう。ならよかった。こないだ体調崩したばかりだもんね。あっ、でも今日はちゃんと飲み物持ってるのね」
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　柚花は若干早口で、声も少し上擦っている。俺との会話に緊張が拭えないようだ。

「前回の反省を活いかしてな。っと、そうだ。こないだの飲み物代返すよ」

「いいわよべつに、返さなくて。それより、クツはこれでよかったかしら？」

　柚花が不安そうに足もとに目を落とす。まだ真新しさが残る、真っ白なスニーカーだ。

「ばっちりだ。スニーカーもそうだけど、ワンピースも似合ってるよ」

「ありがと。まあ、あたしが選んだわけじゃないけどね。クローゼットにあったから着て来ちゃった。記憶喪失になる前のあたし、センスよかったのね」

「柚花のセンスがいいのは間違いないが、実はそのワンピース、俺が選んだんだ」

「黒瀬くんが？　センスいいのね」

「だろ？　柚花もびっくりしてたよ。──『あんたまともな服も選べたんだ』って」

「け、けっこうひどいこと言うのね……」

　柚花は自分の発言に引き気味だ。喧嘩中の罵ば詈り雑言を教えてやったら卒倒しそうだな。ま、もう気にしてないけどさ。

　あのときはなんてひどい女なんだと苛いら々いらしたが、いまでは愛おしさすら感じてしまう。

「俺はひどいこととは思ってないよ。思ってることをそのまま口にするってことは、俺の前では猫を被かぶらずにありのままの自分でいてくれたってことだから。もちろん、俺もな。お互いに軽口を叩たたき合える関係は最高だぞ」

「軽口かー。気心の知れた関係って憧れるわね」

　人見知りの自分にはそんな友達できっこない──。なんて諦めてそうな口ぶりだけど、いまのところ多少の緊張はありつつも、普通に会話できている。

　初対面のひとと話すのがとにかく苦手な柚花だが、人間嫌いなわけじゃない。ただ単にシャイなだけである。

　ひとたび心を開いたらそれまでとは態度ががらっと変わり、スイッチがオンになったらよくしゃべる。

　まだスイッチはオフになってるが、こうして普通に話せてるってことは、多少なりとも心を開きかけてるってことだ。

　この調子で心を開き、親睦を深め、俺と過ごす時間に居心地の良さを感じてくれれば、また以前のように自然な笑みを見せてくれるはず。

　さて、と俺は腰を浮かした。

「ちょっと早いけどデート始めるか」

「そ、そうね」

　ふいに柚花が表情を強ばらせた。

　ちょっとは緊張感がほぐれてきたと思っていたが、デートという単語に敏感に反応した様子。

　デートが終わる頃には表情が和らいでいることを期待しつつ、俺たちは駅のホームへと向かう。電車に乗り、三駅先で降り、道路沿いの歩道を進む。

　いつもなら恋人繫つなぎをするところだが、さすがに手を繫ごうとは切り出せない。

　デートと銘打ってはいるが、俺たちは知り合い以上・友達未満の関係だから。

「……」

　柚花は借りてきた猫のようにおとなしい。駅前では話せてたのに電車に乗った時点で黙りこみ、遠慮がちに俺のとなりを歩いている。

　一度会話が途切れると、自分から話しかけるのは勇気がいるらしい。こっちから話題を振り続けないと気まずいデートになりそうだ。

　こういうときは共通の話題を振るのがベターだ。非モテ時代に読んだ本にそう記されていた。

　非オタと化した柚花と語り合える共通の話題というと……天気くらいしかないな。

「いやー、晴れてよかったな！」

「そうね。念のため折りたたみ傘を持ってきたけど、使わずに済みそうだわ」

「さすがに今日はいらないだろ……。降水確率ゼロ％だぞ」

「こういうのはあって困るものじゃないわよ。そんなに荷物にもならないし、黒瀬くんも日頃から持ち歩くようにしたほうがいいわよ」

　なんだか懐かしいやり取りだ。記憶はなくても柚花は柚花なんだな……。

「どうせ持ってくるなら日傘のほうがよかったんじゃないか？」

「日傘は持ってないわ。あたし、日光浴好きだから」

「だからって日射しを浴びすぎて熱中症にならないようにな」

「平気よ。地元はもっと暑かったし。そんななか、毎日散歩してたもの。黒瀬くんも来たことあるのよね？」

「ないよ」

「ないの？　でも結婚してたのよね……？」

　たしかに結婚していれば一度くらい相手の地元を訪れるだろうが、俺は行けなかった。おじさんと仲なか違たがいしたから。

　いまの柚花が俺とおじさんの話を聞いてどんなリアクションを見せるかはわからないが……険悪な関係を気にするにしろ、気にしないにしろ、話すのは嫌だ。

　この話をきっかけに、柚花は記憶を失ったから。おじさんの話をすると、俺と過ごした思い出がさらに脳の奥深くへ行ってしまいそうで怖かった。

「なかなか行く機会に恵まれなくてさ。それより結婚のこと、信じてくれるのか？」

「信じたというか……黒瀬くん、前につらそうな顔してたから。否定するのはやめようと思って。……ちなみに、タイムスリップする前の黒瀬くんって何歳だったの？」

「二七だ」

「だったら黒瀬くんは二七歳のあたしを知ってるのね？　……あたし、どんなだった？」

「いまと同じで肌もつるっとしてたし、髪もさらっとしてたし、俺と結婚してくれたのが不思議なくらい綺き麗れいだったよ」

「面と向かって言われると、なんか恥ずかしいわね……」

　照れくさそうに目を伏せ、汗ばんだ頰がわずかに赤らむ。

　それから顔を上げ、どこか羨ましそうな声で、

「黒瀬くんと結婚したのは、きっと一緒にいて楽しかったからよ。写真のなかのあたし、すごく楽しそうだったし。綺麗に見えたのだって、黒瀬くんに可愛く見られたくて美容に気を遣ったからだと思うし……。あたしが二七になる頃には、黒瀬くんの知ってるあたしとは違う顔になってるでしょうね」

「柚花はどんな歳としの取り方をしても可愛いよ」

「しわしわになっても？」

「しわしわになっても。それが笑いじわだとより嬉しいけどな」

「……黒瀬くんって、恥ずかしい台詞せりふを平然と言うわよね」

「ご、ごめん。キモかった？」

「ううん。褒められて嫌な気はしないわ」

　俺に気を遣っているわけではないようで、声には明るさが宿っている。

　緊張をほぐし、声も明るくなったんだ。この調子なら笑顔にさせることもできるはず。

「ならよかった。あと、もし疲れたら遠慮なく言ってくれ」

「まだ平気だけど……どこに向かってるのかだけは教えてほしいかも」

「神社だよ」

「へえ、こんなビルだらけの都会にも神社あるのね」

「規模は小さめだけどな」

「よくお参りに行くの？」

「一回しか来たことないけど、印象深い思い出があってさ。大学三年の正月に帰省して、柚花と福袋を買いに出かけたとき、たまたま神社を見つけたんだ。で、せっかくだから『福袋にいいのが入ってますように』ってお祈りすることにしたんだよ」

「あっ、わかった。そのあと福袋に高額商品が入ってたのね？」

「いや、福袋は買ってない。神社でお金がなくなったから」

「えっ？　ひったくりにでも遭ったの……？」

「そんなんじゃないよ」

「だったら……元も子もないけど、奮発して賽さい銭せん箱に投げすぎたとか？」

「ある意味正解だ。珍しく神社にガチャポンがあったから、やってみることにしたんだ」

「ガチャポン……って、あのカプセルにオモチャが入ってるやつ？」

「そうそれ。『神頼みコレクション』ってやつでさ。縁起がいいから、コンプリートすることにしたんだ」

　柚花はあきれたようにため息をついた。

「それでお金を使い果たしちゃったわけね。いい大人がなにしてるのよ……」

「柚花がな」

「あたしが使い果たしたの!?」

　自分がオモチャに散財するイメージが湧かないようで、柚花はあきれ顔から一転して、驚きょう愕がくに目を見開いた。

「ど、どうしてそうなる前に止めてくれなかったのよ」

「俺はとなりのガチャポンに熱中してたから」

「どうしようもないカップルね……。けっきょくコンプリートできたの？」

「所持金は尽きたけどな。最後の最後にシークレットが出て、やっとコンプできたよ」

「シークレットって？」

「手に入れるまでなにが入ってるかわからない景品のことだ。金ぴかの賽銭箱だったよ」

「賽銭箱に全財産を投げちゃったわけね……」

「そういうこと。な？　印象深いだろ？」

「たしかに一生忘れられないわね。だけど……今日はガチャポンしないでね？　目の前で散財されると心臓に悪いから」

「今日はお参りだけの予定だよ。たぶんこの時代、まだ神社にガチャポンは置かれてないしな。──あ、ほら見えてきたぞ」

　思い出話をしている間に、俺たちは神社にたどりつく。

　雑居ビルの隙間に突如として鳥居が出現し、その向こうに小さな境内と拝殿が見える。ガチャポンは見当たらず、柚花は安心したようにため息をつく。

　俺たちは賽銭箱に小銭を投じ、思い思いの願いを捧ささげた。──また柚花と心から楽しく過ごせる日が来ますように。

「……さて、次の場所に行くか」

「神社はもういいの？」

「目的は果たしたしな。もうちょっとのんびりしたい？」

「ううん。黒瀬くんのペースに任せる」

「じゃあ行こうか」

　神社をあとにした俺たちは、続いて並木道にやってきた。

　春になると桜が満開で綺麗だが、いまは青々とした葉々が生い茂っている。

「……黒瀬くん、なんだか楽しそうね」

　木陰を歩いていると、柚花のほうから話しかけてきた。それが嬉しくて、ますます頰が緩んでしまう。

「めっちゃ楽しんでるからな」

「散歩が趣味なの？」

「そうじゃない。ただ、懐かしいんだよ。付き合ってた頃に、柚花とこの並木道を歩いたことがあるからな」

「あたしと一緒に歩いた道を、すべて記憶しているの？」

「さすがにすべてってわけじゃないよ。この道には、印象深い思い出があるんだ」

「……もしかして、道の途中にガチャポンが置いてあったとか？　『並木コレクション』みたいなやつが」

「あったら確実に挑戦してただろうな。でも、なかったよ」

「だったら花見を楽しんだとか？」

「花見はべつの場所でしたよ。この並木道を歩いてるとき、毛虫が落ちてきてさ。きゃーって俺に抱きついてきたんだ」

　柚花は、きょとんとした。

「あたしが、毛虫で……？」

「あ、誤解するなよ？　そりゃ毛虫が降ってきたら俺が守ってみせるけど、下心があって連れてきたわけじゃないからなっ？」

　せっかく自分から話しかけるくらい心を開いてくれたのに、ハグを狙ってると思われたのでは再び警戒されてしまう。

　慌てて弁明する俺に、柚花は「そうじゃなくて」と首を振り、

「あたし、毛虫苦手じゃないわよ？」

　……へ？　苦手じゃないの？

「マジで言ってる？」

「毛虫なんて地元じゃ珍しくないし、いまさら怖がったりしないわよ」

　言われてみればその通りだが……

「で、でも柚花、あのときめっちゃ甘えてきたぞ。きゃー助けてーって腕にしがみついてきたし……家に帰ってからも、まだ怖いから抱きしめてって甘えてきたし……」

「きっと黒瀬くんに可愛く思われたかっただけよ。指で摘まんでポイ捨てするとか可愛くないもの」

「マジかよ……」

　アニパラ古参アピールといい、毛虫怖いアピールといい、柚花の秘密が明らかになってくるなぁ。

　まあ、全然可愛い秘密だけどさ。

　しかし……そうとも知らずに我ながら恥ずかしい言動を取ってしまった。

　姫を警護する騎士になった気分で、毛虫には指一本触れさせないぜ、と歯を煌きらめかせてしまうとは……。しかも冷静に考えたら毛虫に指ないじゃん。

「顔赤いわね」

「恥ずかしいんだよ……」

「恥ずかしがることないわ。黒瀬くんに守ってもらえて、すごく嬉しかったと思うから。……守ってくれたのよね？」

「当然だろ。毛虫から守るためにシャツを脱いで、柚花の頭に被せてやったよ」

「かっこいいわね。当時のあたし、嬉しかったに違いないわ」

「素肌の上に着てたから、半裸で並木道を歩くことになったけどさ」

「それは……ちょっと微妙ね」

「そうか、微妙か……。あのとき柚花が赤面してたのは、俺に惹かれたからじゃなくて、半裸男と歩くのが恥ずかしかったからなのか……」

　知りたくなかったぜ。

　柚花もそうならそうと言ってくれればいいのに。毛虫を怖がる演技をした手前、言うに言えなかったんだろうなぁ……。

「な、なんかごめんね？　いい思い出を恥ずかしい思い出にしちゃって」

「いいって。恥ずかしいのは否定しないけど、黒歴史とまでは言えないから。それより、腹の空き具合はどうだ？」

　デート開始からまだ二時間も経たってない。当初の予定より三〇分ほど早くスタートしたので、昼飯時にはまだ早い。

　並木道を歩いたあとは飯屋に行くつもりだったけど……ちょっと寄り道したほうがいいかも。

　そう思っていたが、柚花はお腹なかを撫なでながら、

「けっこうお腹空いてるわ。朝食はほとんど喉を通らなかったから」

「体調が悪いのか？」

「ううん。ただの緊張よ」

「……まだ緊張してる？」

「それが自分でもびっくりなんだけど、全然緊張してないの」

「ほ、ほんとかっ？」

「ええ。最初はどんなこと話せばいいんだろって不安だったけど、黒瀬くんとの会話って基本ツッコミ入れてたら成立するし。それに失礼かもしれないけど、あんまりデートって感じはしないから」

「……がっかりさせちまったか？」

　ううん、と柚花は首を振り、

「がっかりなんてしてないわ。ただ、イメージと違っただけ。あたしてっきり遊園地とかボウリングに連れていかれるんだと思ってた。都会の高校生って、パーッと遊ぶイメージだったから。それともこれから行くの？」

「予定には入ってないよ。これから行く飯屋も、落ち着ける感じの喫茶店だし。高校生が行くような店ではないと思う」

「もしかして、あたしに気を遣って落ち着ける場所縛りにしてるの？」

「そうじゃないよ。俺はただ、思い出の場所を巡ってるだけだ。そこに行くと当時を思い出して、幸せな気持ちになるからな」

　神社にも。

　並木道にも。

　喫茶店にも。

　俺が訪れたすべての場所に、柚花と過ごした大切な思い出がある。もちろん遊園地にもボウリング場にも。

　できればもっとたくさん思い出の地を巡りたいが、張り切りすぎると柚花をへとへとにさせてしまう。

　目的は柚花を笑顔にさせることなので、落ち着ける場所じゃなく、遊戯施設でパーッと遊んだほうが楽しい気持ちにさせられるかもだけど……

　できることなら環境に頼らず、おしゃべりで柚花を笑わせたい。

　そして、以前のように俺と過ごす時間に居心地の良さを感じてほしい。

　最終目標は柚花の記憶を呼び戻すことだが、将来への不安を消し去るには、まずは俺と一緒にいたいと思ってもらわなきゃいけないからな。

　だからこそ、落ち着いて会話を楽しめるように、静かな場所を中心に巡っているのだが……

「柚花は、パーッと遊べる場所のほうがよかったか？」

「ううん。遊園地やボウリングにも興味はあるけど、今日のデートにも満足してるわ」

　明るい声でそう言って、それにしても、とどこか照れくさそうに、

「あたしたちって、本当に仲が良かったのね」

「どうして？」

「だって、小さな神社とか、並木道とか、なんでもないような場所を楽しめるんだから。それって、お互いがいればほかになにもいらないってことだし……。そういう関係って、すごく素敵だと思うわ」

「ありがとな。いまの柚花のことも楽しませてみせるから。だから期待しててくれ」

「楽しみにしてるわね」

　なんて話しながらも歩を進め、並木道をあとにする。それからほどなくしたところで、俺たちは喫茶店にたどりついた。

　商店街から一本逸それた細い路地にある、個人経営の飲食店だ。昼飯時には早いからか、店内には俺たち以外に客はいない。

　いらっしゃい、という呼びかけに会釈して、カウンター前を通り抜け、奥にある小さな座ざ敷しきに腰を下ろし、おばちゃんが運んできた冷水で喉を潤す。

　柚花が物珍しそうに店内を見まわしながら、

「昭和レトロって感じの店ね」

「いい感じだろ？」

「そうね。はじめて来るはずの場所なのに、なんだか懐かしさを感じるわ。黒瀬くんは、よく来るの？」

「一時期はよく通ってたよ。柚花と一緒にな」

「へえ、そんなに通いたくなるくらい美味しいんだ。オススメは？」

「オススメか～……なんだろうな？　正直、味は覚えてないんだ」

「え？　美味しいから通ってたんじゃないの？」

「味にハマったんじゃなくて……この店さ、漫画の品揃ぞろえがすごいんだよ」

「漫画を読みに来てたの？　だったら漫画喫茶に行けばいいのに」

「いやそれがさ、入口に漫画棚があるだろ？」

「あるわね。入るときにチラッと見たけど、けっこう古そうな本ばかりだったわね」

「そうなんだよ。この店、電子書籍になってない漫画が置いてあるんだ。俺たちが好きな漫画家が影響を受けた漫画でさ。一度読んでみたかったけど手に入らなくて……たまたま入った店で見つけたときは、ふたりして盛り上がったよ」

「あたしって、そんなに漫画が好きだったの？」

「いつも俺のとなりで楽しそうに読んでたよ。そのあと日が暮れるまで感想を語り合って……。一日三食この店で過ごしたこともあったっけ」

　懐かしさがこみ上げ、頰が緩んでしまう。

　またあんなふうに柚花と語り合えたらどんなに幸せか……。

「漫画のことはわからないけど……。ご飯の感想でよかったら、一緒に語り合えるわよ。楽しくないかもしれないけど……」

「そんなことないぞ。柚花とならぜったいに楽しめるよ」

　楽しく語らい、俺と過ごす時間に心地良さを感じてほしい。

　そして、デート終わりに「今日は楽しかった」とほほ笑んでほしい。

「さて、注文するか」

　メニュー表を渡すと、柚花は真剣な顔でにらめっこ。

　ややあってオムライスを選んだので、俺も同じのにすることに。そっちのほうが感想を語りやすいから。

　注文を済ませると、柚花は冷水を飲み、ふぅと一息ついてから、厨ちゅう房ぼうのほうをチラチラ見る。

　お腹がぺこぺこになったのか、早く感想を語り合ってみたいのか。なんにせよ、料理が待ち遠しい様子。

　料理を楽しみにしてくれているのなら、この店に連れてきたかいがあった。

「ところで、今日ってほかに予定入ってたりするか？」

「しいて言えば勉強ね。二ヵ月も遅れてるから頑張らなくちゃ。でも今日はやめとくわ。デートは終わりじゃないんでしょ？」

「ああ。このあと展望タワーに行こうと思ってるよ」

「いいわね。一度行ってみたいと思ってたのよ。高いところから見渡せば、街並みが把握できるもの」

　柚花はこっちに越してきて間もないので、自分が住んでいる町がどういうふうになっているかを確かめたかったようだ。

　展望タワーはカップルも多い。

　一気にデートっぽさが増すが、いまのところ和やかなムードだ。

　俺とのデートにリラックスしてくれてるし、この調子で行けば緊張せずに展望タワーを楽しんでくれるはず。

「ちなみに、展望タワーにも印象深い思い出があったりするの？」

「あるよ。俺の人生で一番の思い出が」

「一番？」

「展望タワーは、俺が柚花にプロポーズした場所なんだ」

　予想外だったのか、柚花は一瞬言葉を詰まらせた。

「プロポーズした場所……それはたしかに人生で一番の思い出の場所になりそうね」

「ああ。あの日のことは、いまでも鮮明に思い出せるよ」

　付き合っていたので当然と言えば当然だけど、俺と柚花は相思相愛だった。

　友達だった期間も含めると、五年ほどの付き合いになるので、そろそろ次のステージに進みたいと思っていた。

　なかなか勇気が出ず、交際期間が延びていったが……

　俺の心中を察したのか、テーブルの上にこれ見よがしに結婚情報誌が置いてあり、俺の決意は固まった。

　柚花も俺との結婚を待ち望んでいる。

　プロポーズすれば、必ず受け入れてくれる。

　だから俺は、プロポーズを成功させるためではなく、思い出深くするために──柚花を喜ばせるためにプランを練った。

「どんなプロポーズだったの？」

「ちょうどその時期、俺たちの好きなアニメと指輪会社がコラボしててさ。ビルの屋上に指輪の巨大広告が出てたから、それを利用することにしたんだ」

　展望タワーを訪れ、俺が望遠鏡で広告を捉え、面白いものが見えるぞ、と柚花に覗のぞかせ……

「望遠鏡から目を離した柚花に、広告と同じ指輪を差し出して、幸せにします、結婚してくださいってプロポーズしたんだ。柚花、広告を見た時点で察してたみたいでさ……目を離したときには、すでに泣いてたよ」

　俺にとってはかけがえのない思い出で、いまでも鮮明にあの日のことを思い出すことができるけど……柚花にしてみれば知らない記憶だ。しかもタイムスリップ前提の。

　否定するのはやめると言ってくれたけど、それは＝イコール信じるというわけじゃない。

　柚花の目には、妄想を現実のように語る変な奴やつとして映ってしまったかもしれない。

　せっかく心をほぐしたのに、また警戒されてしまったかもしれない。

「やっぱり、タイムスリップなんて信じられないか？」

　柚花は、うなずくこともなければ、首を振ることもなかった。

　ただ、その瞳には優しさが宿っていた。

　俺を傷つけないように、言葉を選びながら話してくれる。

「正直、タイムスリップなんて現実に起きるとは思えないけど、黒瀬くんが噓うそをついてるようにも見えなくて……。なにが真実なのか、記憶のないあたしにはわからないけど……それでも、ひとつわかったことがあるわ。あたしと黒瀬くんが、結婚してもおかしくない関係だったってことがね」

　だけど、と罪悪感に苛まれるように顔を曇らせ、

「あたしたちが結婚することになったとしても、幸せにはなれなかったと思う。だって、お父さんが認めるわけないもの」

「そ、そんなことないっ！」

「ひゃっ。い、いきなりどうしたの……？」

「ご、ごめん、怖がらせて……。おじさんの話は、あまり聞きたくなかったから……」

　柚花が、心配そうに瞳を覗きこんでくる。

「あたしのお父さんに、会ったことがあるの？」

「あるよ……。結婚の挨拶をしたかったけど、認めてもらえなくて……」

　あのときは、おじさんに認められなくても幸せになれると思ってた。

　でもそれは、独りよがりな考えだった。結婚の代償に、柚花は親を捨てるはめになったのだから。

　プロポーズのとき、幸せにすると誓ったんだ。心の底から幸せにするには、家族と離れ離れにさせちゃいけない。

　柚花を幸せにするためにも、俺を認めてもらわないと──結婚を祝福してもらわないといけないんだ。

　一度目は失敗した。

　せっかくやりなおすチャンスをもらったのに、俺は最初から諦めてしまっていた。そのせいで柚花を不安にさせ、記憶を封じこめてしまうほどのストレスを与えてしまった。

　もう同じ過ちは繰り返さない。

　二度と柚花を不安にはさせない。

　だったら、やるべきことは決まっている。

「俺、おじさんに認められる男になるよ」

「無理よ……」

「無理じゃない！」

「無理よ。黒瀬くんはいいひとだけど、お父さんの好みとはまるで正反対だもの」

　柚花の口からおじさんが理想とする結婚相手像を聞いたことはない。

　正反対だということは、俺を気遣い──俺が不安にならないように黙っていてくれたのだろう。

　まあ、なんとなく察しはついてるが。

　初顔合わせの日に浴びた暴言は、いまでもはっきり覚えてるから。

「弱々しくない男──強そうな男か？」

「ええ。お父さん、昔から口癖みたいに言ってたわ。弱い男と結婚するな、必ず後悔することになるってね。こっちに進学することが決まったときも、恋人ができそうになったら必ず報告するように言われたわ。強いかどうかを見極めるからって」

　おじさんの好みは強そうな男。だが、俺はレスラー体型でもなければビルダー体型でもない。平均身長にすら届かない、弱そうな男である。

　ただでさえ弱そうだったうえに事後報告になったため、おじさんは料亭に来て早々怒り心頭だったわけだ。

　柚花は柚花で、素直に報告すれば反対されることはわかっていたため、結婚を受け入れざるを得ないタイミングまで黙っておくことにしたのだろう。

　しかし想像以上におじさんの決意は固く、あんな結末になってしまったわけだ。

「だったら……おじさんの好みが強そうな男なら、マッチョにでもなんでもなってやる」

「マッチョって……そうまでしてあたしと結婚したいの？」

「当たり前だろ」

「人生これからなんだから、探せばもっといいひとが見つかるわよ」

「柚花以上のひとなんていない。今日思い出の場所を巡って、あらためてそう感じたよ」

「……あたしのお父さん、すごく怖いわよ？」

「もう怖くない。柚花を失うことに比べたら、おじさんなんて怖くない！」

　叫び、柚花の手を握る。

　柚花は驚いたように目を丸くしつつも、手を振り払うことはなかった。

「俺、強くなるから。なにが起きても柚花を守れるくらい強い男になるから。だから……だから、これからも俺のそばにいてくれ！」

「な、なんかプロポーズされてる気分ね……」

「ご、ごめん。気持ち悪かったよな……」

「ううん。そんなことない」

　と、柚花は優しく首を振り──

　俺の目を見つめ、嬉しげにほほ笑みかけてきた。

「黒瀬くんは気持ち悪くなんかない。あたしのことが大好きなんだって気持ちが伝わってきたわ」

「ああ。好きだよ。大好きだ。心から愛してる。この先ずっと、死ぬまでずっと、柚花の笑顔を見ていたい。おじさんに認められる強い男になって、今度こそは結婚を祝福させてみせる！　柚花を幸せにしてみせる！」

「ありがとう。黒瀬くんなら、本当に──ッ」

　突然、柚花が顔を歪ゆがめた。

　頭を押さえ、苦しげにうめき、その場に倒れてしまう。

「お、おい！　柚花!?　柚花!?」

　呼びかけても返事はなく……

　柚花は、完全に気を失ってしまっていた。





《　第三幕　となりにきみがいる幸せ　》







　柚ゆず花かが目を覚ましたのは、気絶から二時間が過ぎた頃だった。

「ここ、は……」

「うおお！　起きたか！」

「ひゃあ!?　い、いきなり叫ばないでよ！」

　まだ目をとろんとさせていたが、いまので完全に覚醒したようだ。目をカッと見開き、呼吸が速くなっている。

「ご、ごめん。嬉うれしくてつい……。ほんと、急に倒れるから心配したよ。熱中症か？」

「違うわ」

「だったら空腹で倒れたのか？」

「そんなんじゃないわ。まあ、お腹なかが空いてるのは認めるけど」

「そっか。じゃあこれ食えよ」

　俺は柚花にサンドイッチを差し出した。

　皿に載ったそれを見て、柚花がきょとんとする。

「それ、どうしたの？」

「店のひとにもらったんだ」

　柚花が突然気絶したあと、店のおばちゃんが心配してくれ、この部屋を貸してくれた。店の二階は自宅になっていて、ベッドを使わせてくれたのだ。

　お言葉に甘え、ベッドに寝かしつけて見守っていると、昼飯時で忙しいのに、わざわざサンドイッチを持ってきてくれた。

「お金はいらないから、目覚めたらふたりで食べなさい──ってな」

「それにしては、すでに食べてる形跡が見えるけど」

　柚花の言う通り、サンドイッチは八割ほど食べてしまった。はらぺこだったのも理由のひとつだが、食い意地を張ったわけじゃない。

「体力つけたかったんだ。柚花がなかなか目覚めないから、タクシー乗り場まで背負って運ぼうかと思ってさ」

「オムライスは食べなかったの？」

「食べてないよ。まだ作ってなかったらしくて、お代はいらないってさ」

「倒れるまでけっこう時間あったのに？」

「俺たちの会話に夢中になってたんだとさ」

「まあ、あんなプロポーズまがいの会話聞かされたんじゃ集中できないわよね。……思い出したら恥ずかしくなってきたわ。ほんと、あんたってあたしのこと好きすぎよね」

「ああ。大好きだよ」

「……結婚したいくらいに？」

「結婚したいくらいに」

　じっと瞳を見つめて告げると、そう、と柚花は照れくさそうにはにかんだ。

　恥じらいを誤魔化すように鼻を鳴らして、

「今度のプロポーズでは号泣しないようにしてよね」

「仕方ないだろ。あのときはマジで嬉し──えっ!?」

　……号泣、だと？

「な、なんで知ってるんだ？　俺がプロポーズで号泣したこと……」

　プロポーズの話はした。望遠鏡から目を離したとき、すでに柚花は泣いていた──その話はしたけれど、それを見て俺が嬉し泣きしたことは話してない。

　だとすると、まさか……。

　期待感に胸を膨らませる俺に、柚花が優しげに目を細めた。

「ありがとね、航こう平へい。あたしのために頑張ってくれて」

「記憶が戻ったのか!?」

「ひゃっ!?　だから急に大声出すのやめなさいってば。心配しなくても、ちゃんと記憶は戻ったわ」

「ほ、ほんとか？　ほんとに戻ったんだな？」

「こんな笑えない冗談言わないわよ」

「本当の本当に!?」

「しつこいわね……。そんなにあたしが信じられないわけ？」

「そうじゃなくて……。記憶喪失になったあとの柚花、めっちゃ優しかったし。俺に気を遣って、記憶が戻ったふりをしてるんじゃないかって……」

「だったら航平が号泣したこと知らないでしょ。……ていうか、その言い方だとあたしが優しくないみたいに聞こえるんですけど？」

「そ、そうは言ってないだろ。柚花もなんだかんだ優しいし」

　柚花が心外そうに眉を寄せた。

「はあ？　なんだかんだ？　ほんと、あんたってよけいな一言足すのが上手ね」

「だ、だってそうだろ。最終的には優しさを見せてくれるけど、まずは烈火のごとく怒るじゃねえか」

「それはあんたが怒られても仕方ないことするからでしょ！　……な、なんで泣きそうな顔するの？　言い過ぎたなら謝るから泣かないでよ」

　柚花が俺を慰めてくれる。

　本当に、なんだかんだ優しいよな……。

　ちなみに俺は、怒られて泣いたわけじゃない。ただただ嬉しいのだ。

「嬉し泣きだよ。いまので確信したから。本当に記憶が元通りになったんだって」

「なんで怒鳴られて確信するのよ！　あたしが怖いひとみたいじゃない！」

　不愉快そうに叫ぶ柚花を、俺はたまらず抱きしめた。

「よかった……ほんとよかった……」

「ちょ、ちょっと、痛いんだけど……」

「ご、ごめん。急に抱きしめたりして……」

　そっと離れると、柚花は少し慌てた様子で、

「べ、べつに怒ってないわよ。ハグもやめなくていいし……」

「ハグしてほしいってこと？」

「そ、そうは言ってないでしょ！　もうちょっと優しくしてって言ってるの！」

　照れ隠しするように目を逸そらす柚花。

　力加減に気をつけつつ抱きしめると、服越しに熱がじんわりと伝わってきた。柔らかなものが触れているのがわかり、なんだか恥ずかしくなってくる。

　顔が赤くなる前に抱擁を解いたが、柚花の顔はすでに赤らんでいた。柚花がこれなら、俺の顔はもっと赤くなってそうだ。

　お互いに赤面してしまい、ちょっと気まずい。話題を逸らそうかな。
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「とりあえず……水飲むか？」

　飲みかけのペットボトル飲料を向けると、柚花は首を振った。

「喉はそんなに渇いてないわ」

「けど汗すごいだろ」

「……汗臭かったとか言ったら本気で怒るわよ」

「そ、そんなこと言ってないだろっ。純粋に心配してるだけだ。空腹で倒れる前にサンドイッチ食っとけ」

「じゃあ一緒に食べましょ」

　俺はもう食べたけど、柚花がそうしたいなら一緒に食おう。

　最後の二切れをふたりで分け、サンドイッチを口に運ぶ。

　よほどお腹が空いていたのか、一口頰張ったとたん、柚花は顔をほころばせた。

「たまごが甘くて美お味いしいわ」

「たまごの甘さとハムの塩気が絶妙にマッチしてるよな」

「パンとたまごがふわふわだから、レタスの食感が引き立ってるわね。……ふふっ」

　ふいに柚花が上機嫌そうに笑う。

「なにがおかしいんだ？」

「おかしいんじゃないわ。嬉しいのよ。約束通り、食事の感想を語り合えたから」

　俺はハッとした。漫画の感想を語り合うかわりに、食事の感想を語り合う──。それは記憶喪失になったあとの柚花と交わした約束だ。

「あのさ……ここ数日の記憶って、どこまで覚えてるんだ？」

「全部よ。あんたに起こされて悲鳴を上げたことも、フライパンを振りまわしたことも、ジャージをまだ返してもらってないこともね」

「すまん。すっかり忘れてた。洗って返すよ」

「まだ洗ってなかったわけ？」

「洗うに洗えなかったんだよ。柚花の匂いが、かすかに残ってるから……」

「あんた……匂いフェチだったの？」

「匂いフェチじゃない。柚花の匂いが好きなだけだ。とにかく、記憶はちゃんと残ってるんだな？」

「残ってるってば。そんなに気になるわけ？」

「当然だろ。柚花に戻ってきてほしかったけど、柚花に消えてほしかったわけじゃないんだから」

　俺を警戒していた柚花。

　俺に飲み物をくれた柚花。

　グッズ散財に引いていた柚花。

　最後の最後に、ほほ笑みかけてくれた柚花。

　彼女がこの世界のどこにもいないなんて、そんなの考えたくもない。

　俺の心中を察してくれたのか、柚花は不安を解きほぐすように、優しい口調で説明してくれる。

「なんて言えばいいかわからないけど……あたしの人格が彼女の人格を乗っ取ったとか、そういうことじゃないと思うの。記憶もそうだけど、感情だってちゃんと残ってるし」

「感情も？」

　柚花はうなずき、

「昇降口でタイムスリップの話をされたときは本当に危ないひとだと思って怖かったし、ガチャポンで散財した話を聞いたときは、心底あんたにあきれたわ」

　ちょっと待て。

　聞き捨てならず、俺はストップをかける。

「散財したのは柚花だろ」

「あんたもお金を使い果たしたじゃない」

「俺は二〇〇円残してただろ」

「同じでしょ！」

「違うだろ！　お前は五〇円、俺は二〇〇円──な？　俺のほうが上だろ？」

「たった二〇〇円で偉そうにしないでよ！」

「その金でジュース買ってやっただろ！」

「あんただって半分飲んだじゃない！　ていうか、こないだ飲み物買ってあげたの忘れたわけ？」

「お金は返さなくていいって言っただろ！」

「感謝しなくていいとは言ってないわよ！」

「感謝の気持ちは忘れてねえよ。あのとき柚花に優しくされて、救われた気分になったし……結婚指輪をなくしたときのことを思い出したよ」

「あー、あのときね。ほんとゴルフ場で見つかってよかったわね」

「ゴルフも楽しかったしな」

「ホールインワンしたらどうしよう、とか無駄な心配してたわよね」

「ホールインワン保険に入ってなかったからな」

「心配しなくてもホールインワンとかしないわよ。そもそも、航平にそこまで飛ばす力も技術もないんだから」

「でも俺のほうがスコアよかっただろ」

「またマウント取ったわね……！　次の日に筋肉痛になったあんたを介抱してあげた恩を忘れたの？　筋肉痛で歩けなくなるひとはじめて見たわ」

「仕方ないだろ。二日連続でゴルフしたうえに、ゴルフ場まで歩いたんだから。介抱してくれたことは、ほんとに感謝してるよ。ありがとな柚花」

「どういたしまして」

　軽口を叩たたきあっても険悪なムードになることはなく。

　それどころか、言い争いに心地良ささえ感じていた。

　これもまた印象深い思い出として記憶に残り続けるのだろう。

「ごちそうさま」

　と、サンドイッチを平らげ、ペットボトル水で喉を潤したところで、柚花がベッドから出てきた。

「もう動いて平気なのか？」

「ええ。すっかり元気になったわ」

「んじゃ行くか」

　柚花とともに部屋を出て、そのまま一階へ下りると、店はそれなりに繁盛していた。

　俺たちに気づき、店のひとが心配そうに声をかけてくる。

「もうだいじょうぶなのかい？」

「はい。おかげさまで、もうだいじょうぶみたいです。ベッドを貸していただいて本当にありがとうございます」

「サンドイッチ、すごく美味しかったです。お代は──」

「いいよいいよ、お代は。元気になったならなによりだよ」

「ありがとうございます。また食べに来ますね」

　柚花の言葉に、店のひとは「待ってるよ」とにこやかに言う。

　あらためてお礼を告げ、俺たちは喫茶店をあとにした。

　現在時刻は一三時を過ぎたところ。太陽が真上に昇り、今日一番の暑さとなっている。むわっとした熱気が纏まとわりつき、なにもしてないのに汗が滲にじみ出でてきた。

　だからというわけではないが──

「さて、帰るか」

　帰宅を告げると、柚花が寂しげな顔をした。

　そして甘えるような声で、

「展望タワー……連れてってくれないの？」

　可か愛わいいおねだりに、どきっとしてしまう。

　無事に記憶を取り戻せたし、当初の目的を果たすことはできたけど……大好きな柚花とデートできるなら、喜んで付き合う所存である。

「いいよ。せっかくだし行こうか」

　差し出した手を、柚花が嬉しげに握り返す。

　夏の日ひ射ざしに照らされたなんでもない道が、恋人と一緒だと輝いて見えた。





◆






　それから。

　思い出の展望タワーを訪れた俺と柚花は、そのまま展望室にやってきた。

　展望室は全面ガラス張りで、地上一三〇メートルの高さから街並みを一望できる。

　このあたりでは定番のデートスポットなので、室内は若いカップルで賑にぎわっていた。

　そんな楽しげな雰囲気に感化されたのか、柚花は明るく顔を輝かせ、ガラス窓へ駆けていく。

「見て航平！　見晴らし最高よっ」

「晴れててよかったな」

「ねっ。デートのときってだいたい晴れてるし、あたし晴れ女なのかもしれないわ」

「晴れ女が折りたたみ傘持ち歩くかね」

「またそういうこと言う。素直に『そうだね』って言いなさいよ」

「そうだね。晴れ女だね」

「……素直に肯定されると気味が悪いわね」

「ああ言えばこう言う奴やつだな」

「お互い様でしょ。あ、ほら、あんたが変な話するから望遠鏡使われちゃったじゃない」

「望遠鏡ならほかにもあるだろ」

「あの望遠鏡がいいのよ。だって……プロポーズ、あの場所でしてくれたじゃない。忘れちゃったの？」

「忘れるわけないだろ。あのときはほんと、どうなることかと焦ったよ」

「あたしに断られると思ってたわけ？　ちゃんと結婚の本を置いてアピールしたのに」

「いや、柚花の気持ちはちゃんと伝わったぞ。ただ、あの望遠鏡からしか広告が見えなくてさ──」

「あー、そうそう。あたしの手を取って、不自然に展望室をぐるぐる歩いてたわね」

　柚花は懐かしそうに頰を緩めているけど、俺は当時の心境を思い出すといまでも動どう悸きが激しくなる。

「そうなんだよ。一周まわるたびに違うカップルが使ってて、このままだと日が暮れるんじゃないかってマジで焦ったよ」

　看板広告は夜になるとライトアップされるとはいえ、昼間に比べると見えづらいしな。ちゃんと指輪の広告に気づいてもらえないと計画が台無しになってしまうのだ。

「せっかくだから一周まわる？」

「だな。今回は気楽にまわれそうだ」

　俺たちは手を繫つなぎ、カップルで賑わう展望室を歩いていく。

　ふと見ると、壁にはアニメのポスターが貼られていた。

　どうやら一フロア下のレストランでアニメコラボが開催中らしい。

「あっ！」

　と、ポスターを見るなり、柚花が俺を放り出してそちらへ駆ける。

「見て航平！　アニパラとコラボしてるわよ！」

「デカい声出すなよ。迷惑だろ」

「衝撃的だったのよ。さすがアニパラ、動物園といい、展望タワーといい、手広くコラボしてるわねっ」

　柚花は見るからに行きたそうな顔をしている。

「せっかく来たんだ、帰りに寄ってくか」

「いいのっ？」

「寄らない理由もないしな」

「でも……航平、サンドイッチでお腹膨れてるんじゃない？」

「今日はかなり歩いたし、まだまだお腹は空いてるよ。それに柚花は行きたいんだろ？」

「もちろんよ」

「だったら行くよ」

　記憶は元通りになったけど、今日のデートは柚花を笑顔にさせるのが目的だしな。

　柚花は嬉しそうに笑顔になり、

「ありがとっ！　お礼にあたしの写真、好きなだけ撮らせてあげるわねっ」

　……写真だと？

　なんか嫌な予感がするな。

「ど、どういう意味だ？」

「待ち受けにしていいって意味よ。そしたら、いつでも好きなときにあたしを見ることができるでしょ？」

　くそっ！　やっぱりそれか！

　記憶が戻ったのは嬉しいけど、それは忘れててほしかった……！

「あ、あのとき言ったのは冗談だっ。ほんとは以前説明した通り、家族に動物園に行った証拠を見せるために撮った写真なんだよ」

　誤魔化してみたが、通用しなかった。

　柚花はおかしそうにくすっと笑い、

「照れることないじゃない。それとも待ち受け写真、いらないの？」

「そ、それは……」

　デートの写真はデジカメで撮るのが暗黙の了解になってるからな。いまさらケータイで撮らせてと頼むのは照れくさく、今日まで言い出せずにいた。

　家にいるときもお前の顔が見たいんだよ──。そう認めるのは恥ずかしいけど、すでに気持ちは知られているのだ。素直に認め、今後はケータイでも堂々と柚花の写真を撮るとしよう。

「いらないことは……ないけど……」

「だったら撮らせてあげるわ」

　お言葉に甘えてケータイを構えると、柚花がポーズを決める。笑顔でピースする柚花を撮影すると、さっそく待ち受けにする。

「一枚だけでよかったの？」

「とりあえずはな」

「我慢しなくていいのよ？　隠し撮りするくらい、あたしのことが好きなんでしょ？」

　柚花がニヤニヤ顔でまた蒸し返してきた。

　言われっぱなしだと負けた気がする。なにか、なにか言い返さないと……そうだ！

「そうそう。アニパラのポスター見て思い出したけど、古参アピールしてただろ」

　ぎく、という音が聞こえた気がした。

　柚花は気まずげに目を逸らし、

「あ、ああそれね。冗談よ冗談。一話から見逃さなかったわ。ただ、あのときはあんたとアニメトークできる仲じゃなかっただけよ。ほら、オタクだって打ち明けるの、けっこう勇気いるじゃない？」

「はいはい。そういうことにしといてやるよ、実は毛虫が得意な柚花さん」

　からかってみせると、柚花の顔がかあっと赤くなった。

「蒸し返さないでよっ。あんたに可愛く見られたかったんだから仕方ないじゃない……」

「わざわざアピールしなくても可愛いと思ってるっての」

「でもあんた、なかなか可愛いって言ってくれなかったじゃない」

「そりゃ、当時は付き合って間もなかったから、照れくさくて……それに、言わなくてもわかると思ってたし……だいたい、柚花だってかっこいいって言ってくれなかっただろ」

「そんなに言ってほしいなら言ってあげるわ。真っ昼間の街中を半裸で歩く航平、かっこよかったわよ」

「や、やめろっ。思い出させるな……！」

　頭を抱える俺に、柚花が目をニヤニヤさせる。

「あら、恥ずかしがることないじゃない。いい思い出なんだから。それにあんた、いつも恥ずかしい格好してたじゃない」

「俺の私服を『恥ずかしい格好』カテゴリーに入れるなよ……！」

「あの無駄にチェーンついてる服、どこで買ったの？」

「無駄にとか言うなよっ。当時はマジでイケてると思ってたんだよ。てかなんで知ってるんだ？　あれ着てたの中二の頃だぞ」

「あんたのお母さんに写真を見せてもらったの。──『航平はこういう洗濯しづらい服を買うから気をつけて』ってね」

　母さん！　仲良しだからって、なんでもかんでも見せるなよ……！

「で、でも柚花と付き合ってからは比較的マシになっただろ」

「まあね。べつに好きな格好してくれていいけどね。これからチェーン服買いに行く？」

「行かねえよっ。お互い恥ずかしい思いをするだろ」

「あたしは航平がどんな格好をしようが構わないわ。あたしが好きになったのは、航平の中身なんだから。見た目なんてどうだっていいのよ」

「そ、そか……」

　告白まがいのことを言われ、顔が熱くなってしまう。

　そうして話をしつつも展望室をぐるっとまわり、狙っていた望遠鏡が空いていたので、そちらへ向かう。

　柚花はさっそく望遠鏡を覗のぞきこみ、なにかを探している様子。

　ややあって、見つけたわっ、と声を弾ませる。見てみなさい、と手招きされ、望遠鏡を覗いてみると……

　プロポーズに使用したのと同じビルが見えた。

　屋上には看板が出ているが、指輪ではなく服の広告になっている。

「指輪の広告になるのが楽しみね」

　柚花は待ち遠しそうにそう語る。

　俺にプロポーズされる日を、心待ちにしてくれている。

　だったら──無事にその日を迎えるためにも、柚花には大事な話をしなければ。

「柚花にひとつ確認したいことがあるんだ」

　望遠鏡から顔を遠ざけ、柚花に向きなおる。

　俺の表情につられ、柚花の顔が真剣味を帯びた。

「確認って？」

「記憶を失う前日、おじさんからメールが届かなかったか？」

「どうして知ってるの？」

「やっぱりそうか」

「やっぱりって、なにがよ」

　柚花は不思議そうな顔だ。おじさんのメールが記憶喪失のトリガーになったとは思っていないらしい。

「実を言うと、赤あか羽ば根ね先輩と話して、記憶喪失の原因を突き止めたんだ」

「頭を打ったんだと思ってたけど……違うの？」

「俺も最初はそう思ったよ。柚花は寝相が悪いし」

「悪かったわね。寝相が悪くて」

「いや、べつにバカにしたわけじゃ……」

　寝返りを打ってしがみつかれるのは嬉しいし。それに普段はしっかり者の柚花が、寝たとたんに子どもっぽい寝相になるのはギャップがあって可愛いしな。

「話を戻すが、頭を打ったわけじゃないよ。もしそうなら起きたとき床にいるはずだし、頭が痛そうにもしてなかったし」

「たしかにそうね。じゃあ原因って？」

「将来への不安だよ。赤羽根先輩が言うには、つらい体験から逃れるために、一種の防衛反応が働いて、それにまつわる記憶を失うケースがあるらしいんだ」

「つらい体験から逃れるために……」

　口のなかで繰り返し、柚花は納得顔をする。

「それ、たぶんあってると思うわ。あんたが寝たあと、ずっと不安が頭のなかをぐるぐる渦巻いてたもの」

　そう言って、柚花はなにが不安だったのかを語ってくれた。

　父親に会いたくないと言われ、俺がおじさんを嫌っていると不安になり──

　仲良くなることはないと言われ、俺とおじさんが険悪になると不安になり──

　結婚を祝われることはないと言われ、また家族と疎遠になると不安になり──

「一度目と同じことを繰り返したら、行きつく先も同じなんじゃないかって。また航平と離婚しちゃうんじゃないかって、不安になって……」

　二度とつらい体験をせずに済むように──大好きな俺を大嫌いにならずに済むように、俺に関するすべての記憶を封じこめてしまったのだ。

「ごめんな。あのとき安心させてあげられなくて」

「いいわよ。ちゃんと安心させてくれたじゃない。だから、こうして記憶が戻ったわけで……。でも、将来への不安がトリガーになるなら、また同じことが起きるかもしれないのよね……」

　ちょっとした不安で記憶が引っぺがされることはないだろうけど、不安に感じることがあるたびに記憶喪失になるんじゃないかと思うとそれが新たな不安になり……。悪循環の果てに、また記憶を失ってしまうかも。

　そんな不安を感じずに済むように、俺はいまのうちに誓いを立てる。

　柚花の手をぎゅっと握りしめ、力強く告げてやる。

「不安になんかさせない。これから先、なにが起きても俺が柚花を守るから。不安の芽はすべて摘むから。だから、安心して俺のとなりにいてくれ」

　心をこめて約束すると、柚花の顔に光が差した。瞳から不安が消え……嬉しそうに頰を緩め、俺の手をぎゅっと握り返してくる。

「あたしも航平のとなりにいたいわ」

「ありがとな。俺、おじさんに認められる男になるから。結婚を祝福させてみせるから」

「ええ、信じるわ。心からね」

　柚花はもう、過去と同じ過ちが起きるとは思っていない。なにが起きても俺を大嫌いになるとは思っていないからこそ、記憶は元通りになったのだ。

　柚花の望む未来へ向かうためにも、おじさんのメールについて聞かせてほしい。

「おじさんからどんなメールが送られてきたんだ？」

「夏休みに会いに行くから、恋人ができそうなら紹介しなさいって連絡が来たの」

「だったら俺を紹介してくれ」

「したくないわ」

「もう逃げないって約束しただろ」

「だからって急いで会う必要はないわ。航平はまだマッチョじゃないし、急いで鍛えたら身体からだを壊しちゃうじゃない。後遺症が残ったらどうするの？　そっちのほうが将来不安になっちゃうわ」

「でも……不安要素は早めに消したいだろ？」

　柚花は明るい顔で首を振り、

「不安なんてないわよ。航平を信じてるもの。お父さんのことだけじゃなくて……この先なにが起きても、航平がそばにいてくれればなにも怖くないわ」

「……もう記憶喪失にはならない？」

「ならないわ。だから、じっくり時間をかけて鍛えましょ。で、大学を卒業して、就職が決まったら挨拶するの」

　夢見るように未来を語るその顔に、将来への不安は感じられない。

　今度こそ幸せな結婚生活を送るため、おじさんに門出を祝われる男になってみせる！

　そう決意を固めつつ、俺たちはデートを続けるのだった。





◆






　七月下旬。

　夏休み初日の朝。

　たっぷり寝汗をかいたのでシャワーを浴び、上半身裸のまま鏡の前でボディービルダーみたいなポーズを決めていると、佐さ奈なが目を擦りながらやってきた。

「うわあ！　兄ちゃんがヒーローごっこしてる！」

「変身ポーズじゃねえよ」

　言いながら、さりげなくサイドチェストポーズを披露する。

　すると佐奈は俺の身体をまじまじと見つめ……

　あれ？　と小首を傾かしげた。

「兄ちゃん、大きくなってない？」

「そうなんだよ、大きくなったんだよ！　よく気づいたなっ！」

「やっぱり！　私の目は誤魔化せないよっ！　最近いっぱいご飯食べてるもんねぇ」

　俺以上に得意満面な佐奈。

　マッチョになろうと決意して約七週間。まず最初に取り組んだのは、筋トレ知識を学ぶことだった。

　わずか一年半でガリガリからマッチョに変貌したブロガーいわく、筋肉を肥大化させるためには筋トレと同じくらい食事が大事なのだとか。

　俺の最終目標はおじさんのようなレスラー体型ではなく、ビルダー体型。いまは増量期なので食べて食べて食べまくり、目標の一五キロ増量を達成したら脂肪を落とす減量期に入る予定だ。

　そして俺は、この七週間で五キロ増に成功した。

　なんとなく身体がデカくなってる気がするが、気のせいかもしれず……客観的な意見が欲しかったので、佐奈が起きてくるタイミングを見計らい、ポーズを決めていたわけだ。

「褒めてくれてありがとな！」

　努力が報われた気がするよ。

「どういたしまして！　私にも褒め言葉のお返しちょうだい！」

「ちょっと大人っぽくなってきたな」

「やったー！　大人の仲間入りだ～」

　佐奈はめっちゃ嬉しそうだ。上機嫌そうにぱしゃぱしゃと顔を洗い始める。その傍らで髪を乾かし、ふたり揃そろって食卓へ。

　食卓には母さんと父さんがいた。

「あら、ふたりともご機嫌ね」

「楽しい夢を見たのか？」

「兄ちゃんに褒められたの！　あといい夢も見たよ！　富ふ士じ山さんの前で鷹たかがなすびを咥くわえて飛んでた！」

「縁起のトップランカーが勢せい揃ぞろいだな。父さんはバイクで峠を攻める夢を見たぞ」

「お父さんかっこいー！」

「昔はぶいぶい言わせたもんさ」

「母さんは宝くじを買う夢を見たわ」

「夢で夢を買うなんてなんだかロマンチックだね！」

「サマージャンボが当たったら美味しいものを食べに行かないとな」

「やったー！」

　毎度のことながら、うちの食卓は賑やかだ。佐奈を筆頭によくしゃべり、ちょっとした話題で盛り上がるので、人見知りの柚花がすんなり馴な染じめたのも納得できる。

　おじさんがうちの家族みたいなひとだったら、すぐに打ち解けることもできただろうな……。そんなこと考えても意味ないし、マッチョになる決意は揺るがないけど。

「航平はどんな夢を見たんだ？」

「覚えてないよ」

「それにしては上機嫌だな」

「嬉しそうにしてるのは、きっと鯉こい川かわちゃんと過ごせるからよ」

「べ、べつにそんなんじゃないって」

　ちゃんと紹介は済ませたが、家族に恋人の話をされるのは照れくさい。

　とはいえ、とっさに否定したものの、母さんの言う通りではあった。

　これまでも毎日会っていたが、学校じゃまわりの目が気になってべたべたできないし。夏休みなら誰にも邪魔されることなく柚花と恋人らしいことができる。

「今日も鯉川ちゃんの家に行くのよね？」

「まあ、行くには行くけど……」

「やっぱり。夏休みに早起きして会いに行くなんて、ふたりは本当に仲良しね」

「将来が楽しみだねっ！」

「いつか鯉川さんのご家族を紹介してもらわないとな」

「そのときは私のことをいい感じに紹介してね！」

　なんて鯉川家と会うのを楽しみにしてるけど、一周目の世界では両家の顔合わせは実現しなかった。

　俺とおじさんが険悪になり、柚花が家族と疎遠になった──。そんな話ができるわけがなく、俺は『おじさんは仕事が忙しいから結婚式にも参加できない』と誤魔化した。

　我ながら苦しい言い訳だったが、父さんたちはそれ以上深掘りしてこなかった。

　ただ、態度には出さなかったけど、残念な思いをさせてしまったのはわかる。

　二度目の人生。柚花を幸せにするのはもちろんだが、おじさんのことも、うちの家族のことも幸せにしたい。

　両家の顔合わせを実現させれば、みんなが笑顔になれるのだ。

　そのためにもマッチョにならないと。

　あらためて決意を固め、大盛りのご飯を平らげると、部屋に戻る。

　現在時刻は八時三〇分を過ぎたところだ。

　ちょっと早いが、柚花にメールを送ってみるか。

【おはよ。もう起きてる？】

　送信を済ませ、普段着に着替えていると、電子音が響く。

【いつでも来ていいわよ。宿題も忘れずにね】

【夏休み初日から宿題を!?】

　カルチャーショックだ。俺はこれまでの人生で夏休み初日から宿題に手をつけたことはない。ああいうのって、八月に入ってから始めるものじゃないのか？

【早めに終わらせないと最終日に泣きを見るわよ？】

【スリリングで楽しいかもだぞ】

【ぜったい楽しくない。想像しただけで怖くて……不安になってきたわ[image: ]】

　顔文字は泣いてるけど、柚花は泣いてないだろう。俺を言いくるめるために不安がっているだけだ。そう頭ではわかっているが、万が一ということもあるし……

【わかったよ！　今日は宿題デートしようぜ！】

　夏休み初日から宿題は面倒だけど、わからない問題があれば賢い柚花に聞けばいいし、早めに終わらせれば夏休みをフルに使えるしな。

【宿題デート、楽しみにしてるわね[image: ]】

　顔文字は嬉しそうだし、柚花も嬉しそうな顔をしているだろう。顔は見えないが、そう確信できた。

　昨日笑顔を見たばかりなのに、早く柚花の笑った顔を見たくなり……。

　俺は急いで身支度を済ませると、柚花の待つマンションへ向かうのだった。




　寄り道せずにマンションを訪れたあと──。

　俺は柚花とともに空調が効いたリビングにいた。テーブルに宿題を広げ、カーペットに座り、向かいあって勉強している。

　……六時間も。

　現在時刻は一五時を過ぎたところ。

　昼食休憩を挟んだとはいえ、ほとんどぶっ通しだ。

　宿題デートと銘打ってはいるが、これじゃ授業と変わらない。学校と違ってふたりきりだけど、恋人らしいことはなにもできてないのだから。

　自分から宿題を提案した手前、俺に甘えるのが恥ずかしいのかも。

　そう思い、それっぽいムードを作るため、トイレ帰りに頭をぽんぽんと撫なでてみたが、ノーリアクションだった。

「……」

　定位置に戻り、ちらっと顔色をうかがってみる。

　柚花はメガネをかけ、真剣な顔で問題集とにらめっこしている。

　俺の視線を感じたのか顔を上げると、眉をひそめて、ペンで問題集を軽く叩いた。その瞳が『集中しなさい』と物語っている。

　わかったよ、と口のなかでつぶやき、問題集に向きなおったが……一度消えた集中力は戻ってこず。

　カリカリとペンを走らせる柚花に、俺はそっと声をかける。

「なあ、柚花……」

「なに？　またわからない問題？」

　しょうがないわね、とため息をつき、俺のとなりに移動する。

　柚花がとなりに来たとたん、ふわっといい香りが漂ってきた。ただでさえ薄着なのに、ふたりきりということもあって油断しているのか、問題集を覗きこむ際にブラがチラッと見えてしまう。

　このせいだ。

　俺はこの誘惑に負けたせいで、なんだかんだ六時間も宿題に付き合うことになった。

　だけど、誘惑に抗あらがわないと──そろそろ宿題を切り上げないと、筋トレ前にへとへとになってしまう。
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「で、どこがわからないの？」

「いや、わからない問題があるわけじゃなくて……宿題、そろそろやめにしないか？」

「もうやめるの？」

「もうって、すでに六時間だぞ？　柚花は疲れないのかよ」

「疲れないし、六時間経たった感じもしないわ。楽しいと時間はあっという間に過ぎるって本当ね」

「柚花って勉強そんなに好きだったっけ？」

「航平がいるから楽しいのよ。宿題デートを続けて、今日中に終わらせましょ」

「今日中!?」

「なに悲鳴みたいな声上げてるのよ」

「悲鳴だよ！　一日じゃ無理だって！」

「だとしても早めに終わらせるに越したことはないわ。あたし、今年の夏はあんたと海に行ったり遊園地に行ったりしたいんだから」

「宿題終わらせなくても行けるだろ……」

「終わらせたほうが気兼ねなく遊べるでしょ」

「そりゃそうだが……せめて、へとへとになる前に今日の分の筋トレをさせてくれ」

　黒くろ瀬せ航平マッチョ化計画はふたりの将来に欠かせないため、強くは言えないのだろう。柚花はため息をつき、折れてくれた。

「しょうがないわね……。今日の分は終わりってことでいいわ。そのかわり、明日も宿題するわよ」

「ああ、頑張るよ」

　約束だからね、と念押しすると、柚花が肩に頭を寄せてきた。

「……眠いのか？」

「ううん。撫でさせてあげようと思って。触りたかったんでしょ？」

　宿題は切り上げたのだ。いまさら感があるが、撫でたくないわけじゃない。

　それに……柚花も撫でてほしそうな目をしてるしな。さっきはノーリアクションだったけど、宿題を続行するために我慢していただけみたいだ。

　左手をうしろにまわして髪を撫でると、さらりとした感触が伝わってきた。さらさらの手触りを楽しんでいると、柚花がくすぐったそうに吐息混じりの声を漏らす。

　理想的な休日だ。このままふたり寄り添って、ぼんやりと幸せな時間を過ごしたいけど……筋トレを疎おろそかにはできない。

　将来のために誘惑を振り払い、さらさらの茶髪から手を離す。

「……もういいの？」

「ああ。満足したよ」

「じゃあ次はあたしの番ね」

「柚花も撫でるのか？」

「なによ、嫌なの？」

「嫌っていうか……昔、髪の毛を引き千切られたのがトラウマになってんだよ」

「そ、そんなことしてないわよっ！」

「しただろ。喧けん嘩かして、俺の髪を摑つかんで、ブチブチって」

「わざとじゃないわよ！　勝手に抜けたの！」

「勝手に抜けたとか言うな！」

「いっぱい抜いて悪かったわね！」

「いっぱい抜いたとか言うな！　あのときの柚花の『えっ、こんなに……』みたいな顔が目に焼きついて離れねえんだよ」

「だって、びっくりしたし……でも、今回はあんなことにはならないわよ。あんな喧嘩はもうしないし、抜け毛はストレスのせいだって言ってたし……。それに航平は気にしてるかもしれないけど、あたしは気にならないわよ？　あたしは航平の中身を好きになったんだから」

「でもさ、誰かに俺を紹介するとき、恥ずかしくならないか？」

「なるわけないでしょ。あたしの大好きな夫です、って胸を張って紹介してやるわよ」

　だから元気出しなさいよ、と優しく髪を撫でてくる。

　心地良い感触のとりこになり、しばらく髪を撫でてもらい……ほどなくして、俺は立ち上がった。

「さて、筋トレするか」

「ダンベルは持ってきたの？」

「家に置いてきた。今日は胸筋と上腕三頭筋を鍛える日だからな」

　筋トレには超回復理論なるものがある。

　負荷をかけることで筋肉が破壊され、回復すると以前より強い筋肉が生まれる。筋肉は破壊と再生を繰り返すことで太くなり、たくましい体つきになるのだが──

　回復を待たずに負荷をかけるより、回復後に負荷をかけたほうが効率よく肥大化させることができる。

　そして筋肉は部位ごとに回復時間が異なるため、小分けにしてトレーニングしているのだった。

　今日は腕立て伏せの日。胸筋と上腕三頭筋を鍛える日だ。

「よし、やるぞ！」

　トレーニングウェアに着替えると、正しいフォームを心がけ、腕立て伏せを開始する。床につくくらい胸を深く沈め、鍛えている部位を意識して、曲げて伸ばしてを繰り返す。

「──三〇！」

　休憩を挟み、三〇回を三セットする。最初はすぐに限界が来ていたが、最近はノルマを終えても余裕がある。

　そろそろ自重トレーニングを卒業してもいい頃かもしれない。

「ちょっと背中に乗ってくれないか？」

「えぇ～……」

　柚花はソファに腰かけたまま、露骨に嫌そうな顔をする。

　俺の匂いが好きって言ってくれたけど、汗の臭いは嫌なのかな？

「これじゃ負荷が足りないんだ。俺たちの未来のためにも頼むよ」

　未来のため、というワードに弱いのか、柚花は諦めたようにため息をつく。

「しょうがないわね……。そのかわり『重い』とか言ったら承知しないからね？」

　ああ、それで嫌がってたのか。

　どんな見た目だろうと柚花は柚花──俺の大好きな女の子だが、本人が気にしてるなら触れないようにしないとな。

「肝に銘じるよ」

「じゃあ……」

　と、柚花が俺の背中に乗ってきた。──柔らかな感触が背中に迸ほとばしる！

「なんでうつ伏せなんだよ!?　普通は跨またがるだろ！」

「跨がったら背中がくの字に折れそうじゃない」

「背骨の心配はしなくていいから。気にせず跨がってくれ」

「嫌よ。ふたりの未来のためにも、あんたには健康でいてほしいもの」

　未来のため、というワードに弱いのは俺も同じだ。好ましい感触のせいで落ち着けないけど、怪け我がを避けるためにも筋トレに集中しなければ。

「落ちないように気をつけてな」

「ええ。数は数えてあげるから、あんたは腕立て伏せに集中しなさい」

　了解、と告げ、全神経を腕に集中させ──

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　だめだ！　一ミリも上がらねえ！

「すまん。無理だ」

「せ、せめて一回くらい持ち上げてよっ！　あたしが重すぎるみたいじゃない！」

「しょうがないだろ。マジで重いんだから」

「はい言った！　言っちゃだめって言ったのに！」

「いきなり耳元で叫ぶなよ！　ふたりの未来のためにも、耳が悪くなったら困るだろ？」

「……あんた、それを言えばなんでも許されると思ってない？」

「思ってないと言えば噓うそになるが……とにかく悪かった。謝るよ」

「いいわよ、べつに。こっちこそ耳元で叫んでごめんね？」

「気にしてないよ」

　しこりが残らないようにしっかり仲直りを済ませると、柚花に退いてもらう。

　負荷がかけられない分、回数で補うことに決め、さらに三〇回を二セット行うことに。最初の三〇回はなんとかこなせたが、最後の三〇回は途中で腕が持ち上がらなくなり……何度か動きが止まりつつも二セット終えると、そのままカーペットに倒れこんでしまう。

「ふぅっ……ふぅっ……」

「お疲れ様。頑張ったわね」

「ゆず……プロテイ……」

「はいはい。いま作るわ」

　ブロガーいわく、筋トレの直後はタンパク質が吸収されやすく、プロテインを飲むのに適しているそうだ。

　五分ほどその場にぐったりしてから、バナナオレ風味のプロテインを一気に飲み干す。最初は『プロテインって粉っぽくて不ま味ずそう』と思ってたが、ジュースみたいに美味しく飲めた。

「どう？　強そうに見える？」

　柚花の前で上半身裸になり、むんっとポーズを取る。

「昨日の航平より強そうに見えるわ」

「そっか。強そうに見えるかっ」

　柚花に太鼓判を押されると、喜びと安心感がこみ上げてきた。この調子で鍛えて鍛えて鍛えまくって、おじさん好みのマッチョになってやる！

　あらためて決意しつつ、ボディシートで汗を拭き、普段着に着替える。

「筋トレはもういいの？」

「今日のノルマは達成したよ」

「てことは、夜までは暇ってことね？」

「……まさかまた宿題するとか言わないよな？」

「そのまさか──って言いたいところだけど、今日はもうやめとくわ。これから買い物に行かない？」

「夕飯の買い出し？」

「ううん。あんたの服を買いに行くの」

「俺の？　筋トレ道具で出費がかさんで、そんな金はないんだが……」

「買ってあげるわよ。頑張ってるご褒美にね。毎日筋トレしてるし、そのシャツもボタン締めたら胸元きついでしょ」

　たしかに以前に比べると密着感がある。だからって急いで買う必要はないけど、柚花と出かけたいのは俺も同じだ。

「じゃあ買い物デートするか」

　そうして嬉しげにうなずく柚花とともに、俺は炎天下の外に出たのだった。
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　一六時を過ぎた頃、俺たちは商店街の端のほうにある服屋にやってきた。

　アロハ系の服が目立つオシャレな店だ。明るめの店内には陽気なＢＧＭが流れていて、自然と気分が盛り上がる。

　一周目を含め、人生ではじめて訪れる店だけど……

「ここにはよく来るのか？」

「ううん。高一の夏に一度だけ。店員さんが積極的に話しかけてくるタイプで、それきり一度も来てないわ」

　人見知りの柚花にとって、セールストークは逆効果。俺と付き合い始める前は、基本的には店員が絡んでこないショッピングモールの服屋で買い物していたらしい。

　前回来訪したのと同じ時期に来たのでその店員も店内にいるかもだが、俺が一緒なので安心して買い物できると考えたわけだ。

「ちなみに、その店員って男？」

「ううん。若い女のひと。どうして？」

「べつに。なんとなく訊きいてみただけ」

　柚花が目をニヤつかせる。

「あー、わかった。それナンパだったんじゃないかって心配だったんでしょ」

「そ、そんなんじゃないっ」

「噓が下手ね。顔に『ナンパを心配してました』って書いてあるわよ」

「見間違いだろ」

「見間違いじゃないわ。その顔に見覚えあるし。ほら、あたしがバイトしたいって航平に相談したことあるじゃない？」

「大学二年のときな」

　バイトにも社会勉強という側面はあるけど、柚花の父親は『学生の本分は勉強』という考えの持ち主だ。

　本当はただ人見知りの娘を心配していたのかもしれないし、男に言い寄られるのを危惧していたのかもしれないが……

　おじさんはバイトを禁じるかわりに、毎月多額の仕送りをしていたらしい。

　最初はそんな父親の好意に甘えていた柚花だが、いつまでも人見知りをしていてはだめだと思ったのか、あるときバイトに挑戦してみたいと相談してきた。

　あがり症で、緊張するとカタコトになり、すぐに舌を嚙かんでしまう柚花がバイトなんて……。そう心配したのを昨日のことのように覚えている。

　だけど、柚花は勇気を出して苦手を克服しようとしているのだ。

　その気持ちを尊重したい気持ちが勝り、ティッシュ配りのバイトを提案した。

　ティッシュ配りなら、自分から話しかける練習になるし、複雑な会話をする必要もないからな。

　……ただ、過去にティッシュ配りのお姉さんをナンパしている学生を見たことがあり、柚花もナンパされるのではと気が気ではなかった。

　そこでいざというとき助けに駆けつけられるよう、こっそり監視することにしたのだ。当然、柚花にはバレてないけどな。

「あのとき航平、ナンパが心配でこっそりあたしを監視してたでしょ」

「な、なんで知って……変装してたのに……」

　うろたえてうっかり認めてしまう俺に、柚花が得意気に言う。

「マスクとサングラスで顔を隠しても、あんな服着てたんじゃ意味ないわよ」

「わ、悪かったなっ。変な格好で！」

　あの日はティッシュ配りが終わると急いでその場を離れ、素知らぬ顔で『よっ、バイトどうだった？』と柚花の家を訪れたが、全部お見通しだったとは……。なんか恥ずかしくなってきた。

「あの日ほど航平の服装に感謝したことはないわ。おかげですぐに気づけたし、安心してバイトできたから。ありがとね、あたしを見守ってくれて」

　だけどまあ……こうやって嬉しそうにしてくれてるし、よしとするか。

「守るのは当然だろ、恋人なんだから。だから、もしナンパされても守ってやるよ。この本格的にたくましくなってきた腕でな」

「はいはい。頼りにしてるわね」

　ほほ笑む柚花とともに陽気なＢＧＭを聴きながら、俺は服を見てまわる。

「にしても……アロハシャツばっかだな」

「夏っぽくていいじゃない。抵抗あるの？」

「アロハシャツって着たことないし。海とかならわかるんだが……こういうのって街中で着たら浮かないか？」

「変な服ばっかり着てたひとがそれ言う？」

「し、しつこいなっ。あのときはかっこいいと思ってたんだよっ」

「だったら、アロハシャツもかっこいいと思えるように協力してあげるわ」

　協力って……

「毎日『かっこいい』って言ってくれるってことか？」

「あんたが毎日『可愛い』って言ってくれるならね」

「……ここまでを計算してこの店に連れてきたなら策士だな」

「そんな策略練ってないわよっ。純粋に可愛いって言われたいだけ──ってなに言わせるのよ！」

「お前が自爆したんだろ！　いいよ、褒めてやるよ。かわ──」

「待って。今日の分は取っといて」

　柚花が慌てて制止する。

　べつに一日一回って制限つけたわけじゃないが……。

「いつ言えばいいんだ？」

　俺が『可愛い』と思ったタイミングでいいのなら、いまこれから言うのだが。

「あたしも服を買うから、そのときに言って」

「わかった。なら俺のときもそのタイミングで言ってくれ」

　いいわよ、とうなずく柚花。

　俺たちは引き続き服を見てまわり──

「あっ、これとかいいんじゃない？」

　柚花が手に取ったのは、パイナップル柄のアロハシャツだった。

　さらりとした質感で、着心地が良さそうだ。

　柚花のセンスに全幅の信頼を寄せているので、パイナップル柄にすることに。さっそく着ていたシャツを脱ぎ、アロハシャツを羽織ってみる。

「どうだ？」

「うん。かっこいい」

「そ、そっか……」

　じんわりと顔が熱を帯びてきた。そう言われるのはわかっていたのに、面と向かって『かっこいい』と言われると照れくさいな。

　俺だけ赤面するのは負けた気がするので、こいつにもとびきりの『可愛い』を聞かせてやろう。

　そう密ひそかに計画しつつ、アロハシャツを脱いで手に持つと、今度は柚花の買い物に付き合うことに。柚花の買い物はとにかく長いが、今日は買いたいものを決めているようで、一直線にそちらへ向かう。

　そこには常夏の海を感じさせる、アロハ柄のビキニが売られていた。

　さすがにただハンガーにかけられただけのビキニを見るだけじゃなにも感じないが……これを柚花が着るんだと思うとドキドキしてきた。

「これ、試着するのか？」

「ええ。約束通り、ちゃんと言ってね？」

「わ、わかってるよ。早く着替えて来いよな」

「そんなに見たいの？　えっち」

「そ、そんなんじゃねえよっ」

「じゃあ見たくないの？」

「そうでもないけど……」

「えっち」

　ニヤニヤと目を細められると、ますます恥ずかしくなってくる。もうそれでいいから、と諦めを口にしつつ、柚花とともに試着室へ。

「てきとーに服見てるから、着替えたら呼んでくれ」

「ちゃんとあたしの声が聞こえる場所にいてくれる？」

　たしかに音楽が流れているので近くにいないと呼び声が聞こえなさそうだが、カーテン前で待つのは緊張する。

「じゃあ五分くらいしたら戻ってくるよ」

「五分ね。わかったわ」

　シャッとカーテンが閉ざされる。

　期待感を膨らませつつ試着室を離れると、急に腹が痛くなってきた。ここへ来る途中に缶ジュースを一気飲みしたのがいまになって効いてきたようだ。

　五分以上かかりそうなので、トイレに行く前に、俺は柚花に報しらせに試着室へ。そして、陽気な音楽にかき消されないように声を張り上げる。

「柚花ー！　俺ちょっとトイレ行くから──」

「しっ！」

　カーテン越しに謎の声が聞こえてきた。くしゃみにしては妙な声だ。

「しっ、ってどういう意味だ？」




「い、いやっ、なんでもなくて！　う、うん！　そうなのよ、お父さん！」




「──ッ!?」

　心臓がぎゅうっと締まった。

　俺が立ち去ったあとにおじさんから電話がかかり、五分は戻ってこないからと安心して電話に出たのだろう。

　しかし俺はわずか一分で戻り、おまけに大声で名前を呼びかけてしまった。

　……おじさんに聞こえてないよな？

　不安感で心臓の鼓動が加速するなか、息を潜め、カーテン越しに耳を傾ける。

「う、ううん、違うから。柚花違いよ。となりにも柚花ってひとが──いや違うってば！　娘を信用できないの？」

　柚花が言い争っている。

　おじさんの声は聞こえないが、男連れだと怪しまれているようだ。

　違うから、そうじゃないから、と否定を続けるが……柚花の声には動揺が滲んでいる。父親を誤魔化すのは難しいのか疑いが続き、しだいに柚花はヒートアップしてきた。

「違うって言ってるじゃない！　……はあ？　なにそれ！　なんでそんなこと言うの!?　まだ会ってもないのに悪口言わないで！　そんなひとじゃない！　素敵なひとなのっ！　……うん。……うん。……そう！　ぜったい気に入るひと！　……えっ、声？　ほんとにそれだけ？　……うん。……うん。……だったらいいけど」

　カーテンが半開きになり、手招きされる。

　ふたつの意味で緊張しつつなかに入ると、柚花はまだ服を脱いでいなかった。

　しかしもうひとつの不安要素があまりに強く、まったくもって緊張感は薄れない。

「……どうした？」

　おじさんに聞こえないよう小声でたずねると、柚花が苛いら立だたしそうに、

「お父さんが挨拶したいって。直接会わなくていいから、声だけでも聞きたいって」

　声だけか。声だけなら……。

「……だいじょうぶ？」

「あ、ああ、だいじょうぶ。問題ない」

　ケータイを受け取り、深呼吸をしてから応答する。

「お電話替わりました、黒瀬航平と申します！」

『お前が娘とどういう関係かは聞かん！　──だが、もし娘と交際する気があるのなら、私と直接対面しろ！』

「直接対面ですか!?」

「はあ!?　なにそれ！　話が違うじゃない！　航平、こんなの無視していいから！」

　柚花はそう言ってくれているが、これを断れば結婚挨拶は失敗する──『交際する気があったのに私と対面しないのは失礼だろう！』と怒鳴られる未来が目に見える。

　俺はまだマッチョになれてない。おじさんの好みになれてない。しかし断れば一周目の二の舞だ。

　こんなの選択肢はひとつしかない。

「わかりました。お会いします！」

『では再来週の土曜に会いに行く！　娘にもそう伝えておけ！』

　ぶつっ、と通話が切れた。

「……聞こえた？」

「聞こえたわよ……。どうして会うとか言っちゃうの？」

「断ったら結婚挨拶で心証最悪になるだろ。だいじょうぶ、あと二週間あるから」

　佐奈に『大きくなった』と言われ、柚花に『昨日より強そうに見える』と褒められた。

　前回顔を合わせたときより、俺はたくましくなっている。

　二週間みっちり肉体を追いこめば、さらに強そうに見えるだろう。

　自分にそう言い聞かせ、俺は心を落ち着けるのだった。





◆






　柚花を不安にさせたままだと『記憶喪失』という悪夢が再来しかねない──。

　そんな危機感を抱いた俺は、とにかく柚花をハッピーな気分にさせるため、カラオケに誘った。

　熱唱でストレスを解消してもらい、デュエットソングを楽しむと、今度はファミレスを訪れた。

　夕食ついでにショートケーキを注文すると、柚花は美味しそうに食べてくれた。

　おかげで不安感は薄れてきた様子だが、俺とおじさんの早すぎる顔合わせにはまだ反対しているようで──

「考えたんだけど、航平とマッチョの合成写真を作るのはどうかしら？」

　街灯に照らされた夜道を歩き、柚花をマンションまで送っていると、そんな提案をしてきた。

「俺にそんな技術はねえよ」

「できるひとを探して頼むのよ。上う手まく合成できればお父さんも認めてくれるわっ」

　俺をその気にさせるため、柚花が明るく声を弾ませる。

「もう会うって約束したんだ。写真じゃ納得してくれないだろ」

「体調を崩したってことにすればいいじゃない」

「それだと『強い男』って印象が崩れるだろ」

「だったら家の用事にするとか……とにかく、無理に会わなくていいんだから。あたしも航平に付き合うし。あたしが会うのを拒否すれば、お父さんも来るのを諦めるわよ」

「それはだめだ！」

　強い口調できっぱり告げると、柚花が戸惑うように立ち止まり、

「どうして？　航平がマッチョになるまで、顔合わせを先延ばしにできるのよ？」

「それだと柚花とおじさんがまた疎遠になるだろ」

　二度目の人生。今度こそは柚花を心から幸せにすると誓ったのだ。

　なのに俺の都合でまたふたりを引き離すことになるなんて……そんな作戦、認められるわけがない。

「でも……航平さえいてくれれば、あたし幸せよ」

　柚花はなにより俺を大事に思ってくれている。その気持ちは嬉しい。本当に。

　それでも──

「だとしても、ふたりのあいだに溝ができるようなことはしたくない。柚花だって、親と疎遠になりたいわけじゃないだろ？」

「そりゃそうだけど……ずっと男手ひとつで育ててくれたし……さっきは怒鳴っちゃったけど、本当に感謝してるから……」

「だったら会うよ。会って、俺を認めさせてみせる」

　正直言うと、おじさんに会うのは不安しかない。

　柚花を失うのに比べたら、おじさんに会うのなんか怖くない──。以前柚花に聞かせたその気持ちに噓はない。噓はないけど……柚花を失うのに比べたら、という話であって、おじさんに会うのが平気というわけじゃない。

　もちろん、そんな不安感を悟られるわけにはいかないが。

「航平がそこまで言うなら……あと二週間、宿題のことは忘れて、みっちりトレーニングしましょ。全力でサポートするから」

「ありがとな」

　お互いに決意を固め、再び足を歩かせる。マンション前にたどりつき、

「じゃ、明日も朝から行くから」

「うん。待ってる。じゃあね、航平」

　柚花に手を振られ、ひとりになると、俺は重い足取りで家路についた。

「ただいま……」

「おかえり兄ちゃん！　ちょうどお風呂空いてるよ！」

　家に帰りつくと、五分丈パジャマ姿の佐奈が明るく出迎えてくれた。

　とりあえずシャワーを浴びて、気分を切り替えるとするか。

「わかった。入るよ」

　部屋にアロハシャツ入りの紙袋を置き、着替えを持って脱衣所へ。

　上半身裸になり、鏡を見ると、そこには不安げな顔をした男が映っていた。

「……そんな顔するなよ」

　お前、ちゃんと成長してるじゃねえか。体重だって五キロも増えたんだぞ。見た目にも変化は現れている。その証拠に、佐奈だって言ってくれただろ。大きくなってる、って。

　そう自分に言い聞かせていると、佐奈が脱衣所にやってきた。

「あれ？　兄ちゃんまだ入ってなかったんだ」

「いまから入るところだ。なにしに来たんだ？」

「歯磨きしようと思って」

「そっか。……あのさ、もう一回聞きたいんだが、俺ってどう見える？」

　今日もがっつり筋トレした。

　たった一日で大きな変化は現れないけど……今朝との違いに気づいてもらえるくらいの変化が出ていれば、二週間でさらに強くなれるという自信がつく。

　佐奈はにこっと笑い、

「大きくなったな～って思うよっ！　一cmくらい伸びたんじゃない？」

　明るい声で、そう言った。

　……一cm？

「なんの話だ？」

「身長だよ。兄ちゃん、最近いっぱい食べてるもんねっ」

　それはそれで嬉しい。一七〇cm台に憧れていたから。

　だけど、そうじゃない。

　俺が聞きたいのは身長の話ではなく──

「体型は？」

「体型？」

「ああ、体型。俺、マッチョに見える？」

「マッチョには見えないよ」

　即答され、不安感がこみ上げてくる。

「……全然？」

「うん。だって兄ちゃんがマッチョなら、私もマッチョになっちゃうじゃん」

　……なにを言っているんだ？

「その言い方だと、俺と佐奈が同レベルってことになるが」

「同じくらいだよ。ほらっ」

　佐奈は得意気に五分丈シャツの袖をめくった。

　あらわになった二の腕は……俺と同じくらいの太さだった。

「ど、どうしたんだその腕!?」

「運動部に入ってたら女子でもこれくらい珍しくないよ。腹筋だって、ほらっ」

　シャツをめくり上げ、うっすらと割れた腹筋を見せてくる。

　……俺よりすごい。

　じゃあ俺、女子中学生以下ってこと？　なにそれ。全然だめじゃん。こんなので強い男だと思われるわけないじゃん。

「あれ？　兄ちゃん風呂は？」

「あとで入る……」

　風呂に入ってる場合じゃない。とにかく身体を鍛えないと。

　不安に押し潰されそうになりつつ部屋に戻り、リュックにプレートを詰めこむ。これを背負って腕立てすれば、かなりの負荷がかけられる。

　今日のノルマは果たしたが、まだ足りない。全然足りてなかったんだ。もっと筋トレをしないと肥大化は望めない──理想の未来は望めない。

「うっ……ふっ……んっ……」

　歯を食いしばって腕立て伏せをする。いつもなら全神経を部位に集中させるが、意識はそちらに向いていない。脳裏に不安がよぎり、それどころじゃない。

　こんなんじゃだめだ。

　こんなの強い男じゃない。

　これじゃおじさんに認められない。

　頑張らないと。もっと頑張って変わらないと。じゃないと過ちを繰り返してしまう──また柚花から家族を引き離してしまう。

　だめだ。だめだ。だめだだめだ。それじゃだめだ！　幸せにするって決めたんだ。今度こそ幸せにするって！　なのにこれじゃまた柚花を不幸にしてしまう──

「──ッ」

　突然、激しい頭痛に見舞われる。無理をしすぎたかもしれない。きっと筋肉にかなりの負荷がかかってるんだ。もっと追いこめば強くなれる。なれるけど、身体を壊せば柚花を悲しませてしまう。それはだめだ。もう柚花の泣き顔は見たくない。リュックを下ろしてちょっとだけ、ちょっとだけ休憩しよう。そして目覚めたら──……





《　第四幕　ありのままのきみが好き　》







　その日は朝から信じられない暑さだった。

　おまけに背中がズキズキするし、腕がだるく感じるし……。全身が倦けん怠たい感に包まれて、ぐっしょりと湿ったシャツに不快感を抱いてしまう。

　最低最悪の目覚めだ。とりあえず水でも飲んでリフレッシュしよう。そうと決め、一歩足を踏み出した瞬間──

「いッてぇ!?」

　リュックにつまずき、つま先に激痛が走った。

　ジンジンと痛む足をさすりながら、ちらっと時計に目を向け……短針が一一時を指していることに気づき、顔から血の気が引いていく。

「やべえええええええええええ！」

　大遅刻だ！　休日でもないってのに、なんで誰も起こしてくれないんだよ！

　こうしちゃいられない！

　俺はつま先の痛みをそのままに、慌てて部屋を飛び出した。ダイニングに駆けこんで、キンキンに冷えた麦茶を飲み……

　ふと、違和感を抱く。




　冷蔵庫に貼られたマグネットカレンダーが、七月になっていた。




　……いや、なんで七月？　まだ四月だろ。

　春にしては暑すぎるから、佐さ奈なが七月のカレンダーに切り替えたのか？

　きっとそうだ。佐奈ならやりかねない。中二になったってのに、ほんと子どもみたいなことする奴やつだな。

　しかし、そんな佐奈でも時計をいじくるイタズラはしない。いまが一一時なのは間違いないし、早く準備しないとな。

　もう入学式は終わっているが、学校には行かないと。職員室で事情を話し、教室と出席番号を教えてもらわないと、自分の席がわからずに困ることになってしまう。

　リビングを出て、洗面所で顔を洗い、自室に戻ったところで、ケータイが点滅していることに気がついた。

　着信があったことを報しらせる点滅だ。母さんか佐奈が俺が起きたか心配して電話をかけてきたのだろう。

　そう思いつつケータイを開き──

「は!?　七月二七日!?」

　未来の日付が記されていた。

　どうなってんだ？　なんで四ヵ月近くもズレてんの？　こないだ買ってもらったばかりなのにもう故障したのか？

　……ていうかこの待ち受けの女子、誰だよ。笑顔でピースしてるんだけど……めっちゃ可か愛わいいし、アイドルか？　俺の待ち受け画像、アイドルはアイドルでもアイドルアニメのキャラだったはずなんだが……。

　目覚めて早々わけわからないことが立て続けに起き、軽くパニックに陥っていると──

「うおっ!?」

　突然、ケータイが鳴り始めた。

　画面には『鯉こい川かわ柚ゆず花か』と表示されている。

「だ、誰だよ……鯉川柚花って」

　登録した覚えのない名前に、今日はじめて寒気を覚えた。

　春休みにこういうホラー映画を見たのだ。知らない番号から着信がかかり、応答すると呪われるという映画を……。

「……」

　応答するのが怖くなり、スルーすることに。

　しばらくすると音が止やみ、安心したのも束つかの間ま。今度はメールが届いた。さっきと同じ鯉川柚花なる人物から。

　おそるおそる受信ボックスを開いてみる。

　……受信ボックスには、鯉川柚花のメールがずらりと並んでいた。

　新着メールは二件。それ以外は既読済みで、返信マークがついている。当然、返信した記憶などない。

　戸惑いながらも下へ下へとスクロールしていくと、四月九日が最古のメールだった。

　着信で呪われる映画は見たが、メールで呪われる映画は見たことがない。

　不安を感じながらも好奇心に負け、ひとつ深呼吸をして、心を落ち着けてから一番古いメールを開いてみる。




【わがままって言ったわね？】




　……どんな挨拶だ？

　最初のメールって『よろしくお願いします』とかじゃないの？　いや、知らないひとによろしくされても困るけど。

　戸惑いつつも次のメールを見てみる。

【わがままって言ったわよね？】

　……しつこい性格の女性なのかな？

　この女性のことが気になり、受信メールを古い順に開いていく。

【笑わせないで。まわりのひとに変なひとだと思われるじゃない】

　どうやら俺は、鯉川柚花という女性を笑わせようとしていたようだ。

【じゃああっち向いてて】

　そして俺は、鯉川柚花という女性の近くにいたようだ。

【　　】

　続いて開いたメールに文章は記されておらず、顔写真が添付されていた。

　このひと、待ち受け画像の女子じゃないか。そうか、このひとが鯉川柚花か。

「……」

　記憶を探るが、彼女に心当たりはない。

　なのに俺は、鯉川柚花とかなりメールをやり取りしている。

【タコ口よ！　あたしキスするときこんな顔してた!?】

【怒らないから素直に言いなさい！】

【怒らないって言ってるじゃない！】

【怒ってないわよ！[image: ]】

　鯉川柚花は終始怒っている。

　仲が良いいのか悪いのかはわからないけど……電話がかかり、メールが届くってことは、今日に至るまで彼女との関係は続いているようだ。

「マジでなにがどうなってるんだ？」

　床で寝てるわ。

　身体からだがだるいわ。

　七月になってるわ。

　知らない女子と仲良くしてるわ。

　本当に意味がわからないことだらけだ。

　かといって、これが夢とも思えない。

　頰をつねるまでもなく、さっきから背中と腕が痛むのだ。

「……あれ？　俺の腕……太くなってね？」

　腕だけじゃなく、胸もたくましくなっている。

　いったいなぜ？　寝る子は育つってやつ？　たしかに俺は四ヵ月近くも寝ていたが……記憶はともかく、記録は四ヵ月間起きていたと主張している。

　激しく戸惑っていると、インターホンが響いた。応対している場合じゃないが、来客をスルーするわけにもいかず、玄関へ向かう。

　ドアを開けると、むっと眉をつり上げた女子が佇たたずんでいた。

　鋭い瞳で俺を見つめ、さらさらとした茶髪を風になびかせている。

　彼女は──

「鯉川柚花……」

　ぼそりと独りごちると、鯉川柚花はきょとんとした。

「は？　なんでフルネーム？　ていうか起きてるなら返事くらいしなさいよ！」

「い、いや、返事は……その……」

　女子との会話ってどうすりゃいいの？　しかも写真で見るより可愛いし、めっちゃ緊張するんですけど。

「どうしておどおどしてるのよ。なんだか調子狂うわね……。ま、いいわ。とりあえず、上がらせてもらうわね」

「あっ、いや……」

「なに？　だめなの？」

「だめっていうか……」

　俺は彼女を知らないんだ。誤魔化したって、どうせすぐにボロが出る。すぐには信じてもらえないだろうけど、本当のことを言わないと。

「実は、その……なにもわからないというか……」

「宿題してたの？　ちゃんと教えてあげるから安心しなさい」

「じゃなくて、きみのことが……」

「……は？」

　鯉川柚花が、目を点にした。

　思っていた反応と違う。急にこんなことを言われたら、普通は冗談だと受け取りそうなものなのに……

「あんたも……記憶喪失なの？」

　なのに彼女は信じたようで、絶望的な顔をしていた。





◆






　航こう平へいが不安そうにあたしを見ている。その目はあたしの目に向けられず、髪や唇や胸のあたりを彷徨さまよっている。

　なんだか航平じゃないみたい。昔の航平は女子の目を直視することができなくて、変なところを見てしゃべってた。

　でも、あたしが目つきを気にしてるって知った日を最後に、目を彷徨わせることはなくなった。

　あたしがこれ以上コンプレックスに悩まずに済むように、勇気を出して目を見てくれるようになったのだ。

　なのに目の前にいる航平は、あたしと目を合わせてくれない。まるであたしと話すのがはじめてみたいに、顔にも声にも緊張感を滲にじませている。

　こんなの……こんなの、航平が航平じゃなくなったとしか思えない。

「ほ、ほんとに……あたしのこと、覚えてないの？」

「ご、ごめん。なにひとつ覚えてない」

「そう……」

「あ、あの……俺の話、信じてくれるのか？」

「信じたくないわよ！」

「な、なんで怒鳴る──」

「怒鳴るわよバカ！　どうしてあたしのこと忘れちゃうのよ！」

　これからもそばにいてくれって言ってくれたのに！　この先ずっと、死ぬまでずっと、あたしの笑顔を見ていたいって言ってくれたのに！

　なのにどうしてあたしを残して消えちゃうのよ！　航平がいないのに笑顔になれるわけないじゃない！

「そ、そんなこと俺に言われても困るよ……。俺だって忘れたくて忘れたわけじゃないし……目覚めたら七月二七日になってて、戸惑ってるんだから……」

　おどおどしている航平の手を、あたしはがしっと摑つかむ。

　航平は身体をびくっとさせて、顔をうっすらと赤らめた。

「な、なに？」

「ついてきなさい！」

「ど、どこに？」

「あたしの家よ！」

「ど、どうして？」

「記憶を取り戻す手助けをするのよ！」

「手助けって……鯉川さんの家、病院なのか？」

「そうよ！　さっさとついてきて！」

　汗ばんだ手がすっぽ抜けないように力強く握りしめ、航平をマンションに連れていく。ぐいぐい引っ張ってたどりつくと、航平はぽかんとした顔でマンションを見上げた。

「見たところ、普通のマンションだけど……」

「いいから来て！」

　ぐいっと引っ張り、エントランスを抜け、エレベーターに乗りこんだ。そのまま部屋に連れこみ、リビングに通すと、航平が不安そうに部屋を見まわす。

「な、なあ鯉川さん。とても病院には見えないんだが……」

「いいからそこ座って！　思い出させてあげるから！」

「鯉川さんが治療するのか……？」

「いいから早く！」

　航平を無理やりソファに座らせると、あたしはテーブルにアルバムを広げた。

「こ、これなに？」

「写真よ」

「な、なんで写真を？　治療するんじゃ……」

「これが最先端の治療なのよ！」

　あたしと同じパターンなら、航平が記憶喪失になったのは、将来に不安を感じたから。つらい体験をするのが嫌で、心を守るために防衛本能が働き、記憶を封じこめてしまったのだ。

　だけど、航平はあたしといるのが幸せだって言ってくれた。

　だったら、幸せだった頃の写真を見れば、またあたしと人生をともに歩みたいと思ってくれるはず──つらい体験以上に幸せな出来事が起こると心から信じてくれれば、記憶を取り戻してくれるはずだ。

「最先端の治療って……俺がバカだと思ってる？」

　航平は不愉快そうに眉をひそめる。

「いいから！　騙だまされたと思って写真見て！」

　早く航平の記憶を取り戻したくて、あたしは怒鳴り声を上げてしまった。

「わ、わかったよ……」

　萎縮しつつ、航平がアルバムに目を落とす。

「ほらこれ、一緒に動物園に行ったとき！　なにか思い出した？」

「その動物園には行ったことあるけど……」

「思い出したの!?」

「い、いや、鯉川さんとじゃなく、家族とだよ」

「そ、そう……。じゃあこっちの写真は覚えてない？」

「かなりブレてるように見えるけど……これも動物園？」

「ライオンのオブジェの前で撮ったのよ。お互いの顔を近づけてね。航平は現像しなくていいって言ったけど、これはこれで記念になるからって……」

「ごめん。覚えてない」

「じゃ、じゃあこれは？　ほら、リンリンちゃん！」

「マスコットキャラかなんか？」

　航平は、アニパラのことも忘れてしまっている。あたしのために電車でファンブックを読みこんでくれたのに……こないだなんて、展望タワーでコラボカフェを楽しんだのに。

　一緒に笑い合った航平が消えてしまった実感が湧き、胸の内に悲しみが広がっていく。じわり、と涙が滲にじみ、航平の顔がぼやけて見える。

「う、ううん。アニパラのキャラクターよ。ほ、ほら、長い首がコンプレックスの……」

「よくわからないけど、鯉川さんはキリンが好きなのか？」

「キリンじゃなくて、長い首がコンプレックスなところが……ほ、ほら、あたしも目つき悪くて、それがコンプレックスだから……」

　あたしは滲んだ瞳で航平の顔を見る。

　いつもの航平なら見つめ返し、『俺は好きだぞ』と言ってくれる。

　だけど……

「そ、そうなんだ」

　航平は、目を合わせてくれなかった。

　居心地悪そうに目を逸そらして、落ち着きなくそわそわしている──あたしと過ごすこの時間を、ストレスに感じている。

　最後までアルバムを見せたけど、ちっとも楽しそうにはしてくれなかった。いますぐに帰りたそうに、ドアのほうをチラチラ見ている。

「えっと……鯉川さん？　写真はこれで最後？」

「う、うん。いまので最後だけど……」

「そ、そっか！　じゃあ俺、そろそろ帰るから！」

　航平は慌ただしくそう言って、ソファから腰を浮かした。

「ちょ、ちょっと待って！　まだ話は終わってないわ！」

「で、でも話を続ける意味はないだろ。俺、鯉川さんのこと覚えてないんだから。写真を見せられても、思い出話をされても、なにひとつ共感できないし……」

「だ、だから思い出させるための治療を……」

「いいよ、治療は。俺のことを心配してくれるのは嬉うれしいけど、ちゃんとした病院に診てもらうから」

　無理やり連れてこられ、治療と称して写真を見せられ、あたしに不信感を募らせているみたいだ。航平は少し苛いら立だたしげにそう言うと、部屋を出ていこうとする。

　無理に引き止めると航平に嫌われてしまいそうで、怖くて引き止めることができず……玄関ドアが閉まる音が響き、部屋が静寂に包まれる。

　ひとりになるのは慣れていると思っていた。大喧げん嘩かをして航平に出ていかれたことは、一度や二度じゃ済まないから。

　だけど……今回は、いままでとはわけが違う。

　昔と違って、記憶がなくなってるんじゃ仲直りをすることすらできない。航平が自分の意思でここに戻ってくることはないし、記憶を取り戻そうとしても、鬱陶しがられるだけだろう。

　実際、記憶を失っていた頃のあたしは、いまの航平と同じような態度を取った。

　昇降口で絡まれたときは本当に不気味だったし、マンション前で待ち伏せされたときは恐怖を感じた。あたしが出てくるまで待つと言われたときは、そのしつこさに苛いら々いらした。

　それでも──。

　航平はへこたれることなく、あたしのために頑張ってくれた。

　あたしに冷たい態度を取られても、諦めずに絡み続けてくれた。

「あたしも頑張らないと……」

　このままお別れなんて、ぜったいに嫌だ。

　航平のことを諦めたくなんかない。

　写真を見ても思い出せないなら、航平がしたのと同じことをするしかない。記憶喪失の原因になった『不安』を克服させることで、あたしのことを思い出してくれるはず。

　そしてその『不安』に、あたしは心当たりがある。

　このタイミングで電話をかけたらしつこい女だと嫌われそうだけど……あたしから行動しない限り、状況は変わらないんだ。

「お願い、出て……」

　あたしは航平に電話をかけた。

　航平は電話に出てくれず、三〇分おきに電話をかけたけど繫つながらず、メールをしたけど返事がなく……

「完全に無視されてるわね……」

　だったら、家に押しかけてやろうかしら。あたしと違って航平は家族と暮らしてる──航平が無視しても、家族の誰かが出てくれれば家に入ることはできる。

「……ううん。それはだめ」

　航平に会うことはできても、あたしを追い出そうとするはずだ。そんな姿を家族に目撃されたら航平が怒られてしまう。

　黒くろ瀬せ家は仲良し家族なのに、ぎくしゃくさせるようなことをしちゃだめだ。

　ほかのやり方で、どうにかして航平と一対一で話せる状況を作らないと。

「……そうだ。佐奈ちゃん」

　名案が閃ひらめき、あたしは佐奈ちゃんにメールを送った。

【佐奈ちゃんにお願いしたいことがあるの。いま家？】

【学校の体育館！　いま部活終わって着替えてるところだよっ！　お願いって？】

　佐奈ちゃんからは、すぐに返事が来た。
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　鯉川さんの家を出たあと──。

　まっすぐに帰宅した俺はパソコンを起動して、記憶喪失について調べていた。

　サイトを巡って情報収集していると、ケータイが電子音を奏でる。開いてみると、また鯉川さんからの着信だった。

　さっきから三〇分刻みに電話がかかってくる。きっと記憶を思い出させるための治療を続けたいのだろう。

　治療というか、写真を見せられただけだし、記憶は戻らなかったけど、わかったことがひとつある。──俺と鯉川さんがラブラブカップルだったということが。

　どの写真を見ても、俺と鯉川さんは心から幸せそうに笑ってた。

　そんな相思相愛のふたりを引き裂いてしまって申し訳ないとは思うが、俺にはどうすることもできないし、積極的に記憶を取り戻そうとも思わない。

　もちろん、記憶を取り戻したい気持ちはあるが、そのためには医者に診てもらわないといけないから。

　病院に通えば、家族に記憶喪失がバレてしまう。いずれボロが出るかもしれないけど、家族を不安にさせてしまうんだと思うと、打ち明ける勇気はない。

　家にいると家族と過ごす時間が増え、バレるリスクも高まるので、できれば外出したいけど、この四ヵ月で新たにできた知り合いと出会ったときに困ったことになってしまう。

　顔見知り程度なら誤魔化しようがあるが、問題は『赤あか羽ば根ね千ち鶴づる』なる人物だ。アドレス帳に登録されてるってことは、それなりに仲良くしているのだろう。顔を合わせて会話になれば記憶喪失だと気づかれかねない。そこから噂うわさが広まり、家族の耳に届きかねない。

「ていうか、赤羽根千鶴って名前からして女子だよな？　俺、なんで女子とばっか仲良くなってるんだ？」

　記憶を失っていた頃の俺、積極的に女子に絡むタイプだったのか？　だとすると筋トレしてたのも、女子にモテるためってこと？

「だからって、頑張りすぎだろ……」

　今朝蹴飛ばしたリュックには、プレートが入っていた。これを背負って腕立てをして、そのまま床で寝てしまい、寝返りを打って頭をぶつけ、記憶が吹っ飛んだ──ってところだろう。頭に痛みはないが、それ以外に記憶喪失の理由が思いつかない。

　努力が実って鯉川さんと付き合うことができたんだ。鯉川さんは可愛いし、それに釣り合う男になろうと必死に努力したんだろうけど、あんな美人が俺の外見を好きになるとは思えない。内面を好きになってもらえたのなら、交際できた時点で筋トレをやめておけばよかったのに……。

　過ぎたことだし、どうしようもないけれど。

「ただいまー！」

　ふいに玄関のほうから明るい声が響いた。

　階段を駆け上がる音が響き、俺はドキドキする。

　記憶喪失だと悟られるのも怖いけど、なにより佐奈の顔を見るのが緊張するのだ。

　この四ヵ月間でギャルになってたらどうしよう。中二の頃、同じクラスの清せい楚そな女子が夏休み明けにギャルになってたし、ありえない話じゃないぞ……。

「兄ちゃーん！　ただいま！」

　ドアを開け放ち、佐奈が制服姿でやってきた。

　よ、よかった。俺のよく知る佐奈だ。満面の笑みで部屋に入ってきたところを見るに、兄きょう妹だい仲も良好っぽい。

「おう、おかえり」

「兄ちゃんさ、いま暇だよね！」

「なんだよ藪やぶから棒に。見ての通り、パソコンいじってたところだ」

「つまり暇ってこと？」

「まあ、暇と言えば暇だが……なんで？」

「近所のコンビニでアイス買ってきてほしいなーって」

「なんで俺が……。自分で買いに行けよ」

「部活で疲れちゃって」

「にしては元気そうに叫んでただろ……」

「カラ元気だよ！　だから、お願い！　一生のお願い！　アイス買ってきて！」

「一生のお願いをこんなことで使うなよ……。買ってきてやるから」

「ありがと兄ちゃん！　アイスはなんでもいいから近所のコンビニでお願いね！」

「へいへい」

　言われなくても近所で買うよ。この暑いなか遠出するとかごめんだし。

　財布をポケットに突っこみ、俺は家をあとにした。

　むわっとした熱気が纏まとわりつくなか、家から歩いて五分ほどのところにあるコンビニを訪れ──

「……あっ、航平」

　郵便ポストの横に佇んでいた鯉川さんが、俺を見るなり駆け寄ってきた。

　な、なんでここにいるんだ？　鯉川さんの家の近所にもコンビニがあるのに……。

　戸惑う俺に、鯉川さんが真剣な顔を向けてくる。

「お願い航平。あたしの話を聞いて」

「い、いま忙しくて……その、大事な用の最中なんだ」

「大事な用って、アイスでしょ？」

「ど、どうして知ってるんだ？」

「あたしが佐奈ちゃんにメールしたの。サプライズしたいから航平を近所のコンビニまで連れ出してって」

　メールを交わすほど仲良しってことは……俺、家族に鯉川さんを紹介済みなの？

　それともふたりは元々友達で、俺が佐奈に鯉川さんを紹介してって頼んだとか？

　どっちにしろマズいことになった。鯉川さんとの交流をやめれば、佐奈になぜ別れたのかと質問攻めにされ、記憶喪失のことがバレてしまうかもしれない。

　俺を心配する素振りは見せなかったし、まだ佐奈にはバレてなさそうだけど……

「……佐奈に記憶喪失のこと話した？」

「話してないわよ。心配させたくないし。それに上う手まく行けば、バレずに記憶を元通りにできるわ」

「記憶を元通りにって……また最先端の治療を続けるのか？」

　ううん、と首を振り、

「順を追って話すわね？　信じられないかもだけど……実を言うと、あたしたちは将来を約束した仲なの」

「え、ええと……将来って？」

「結婚するってことよ」

「結婚!?　まだ高一なのに!?　しかも出会って四ヵ月だろ……？」

「ううん。あたしと航平は、一二年後からタイムスリップしてきたのよ」

　い、いやいや、タイムスリップって……大まじめな顔でなにを言い出すんだ。

「俺が記憶喪失だからって、からかってるのか？」

「そ、そんなんじゃないわっ。ほんとなの！　あたしたち、結婚してたのよ！　だけど、離婚してしまって……離婚届を出した直後に、タイムスリップしたの」

「だったら普通、付き合わないだろ」

「そのつもりだったけど……また好きになってしまったの。だから、今度こそ離婚しないようにしようって約束して、そのために航平はあたしのお父さんに認められてみせるって張り切ってくれて……お父さんの好みは強い男だったから。一度目の結婚は反対されて、あたしとお父さんは疎遠になって……二度目はそうならないようにって、筋トレ頑張ってくれてたの」

　俺はハッとした。

「そっか。そういう理由で筋トレを……」

「思い出してくれたの!?」

「い、いや、そうじゃなくて。ただ、起きたとき床に重り入りのリュックが転がってて。それで頭を打って、記憶喪失になったんだと思う」

「そう……。あたしと別れたあとも、筋トレ頑張ってくれてたんだ……」

　鯉川さんは、複雑そうな表情をしている。

　筋トレを頑張ってくれるのは嬉しいけど、そのせいで記憶喪失になったわけだしな。

「でも、違うわ」

「違うって？」

「記憶喪失の原因よ。頭を打ったなら、頭痛がするはずでしょ」

「たしかに頭は痛くないけど……」

「でしょ？　航平が記憶喪失になったのは、将来に不安を感じたからなの。二度とつらい体験をせずに済むように、あたしに関する記憶を封じてしまったのよ」

　鯉川さんは医者じゃないが、俺だって医学の知識はない。

　鯉川さんの見解を否定するほどの判断材料は持ってないし、逆に肯定する材料はさっきパソコンで調べてたときに見つけた。ストレスが原因で記憶を失うケースもあるのだと。

「……信じてくれる？」

　鯉川さんが、懇願するような瞳で見つめてくる。

「タイムスリップの話は信じられないけど……記憶喪失になった原因は、鯉川さんの言う通りかもしれないな」

　とたんに顔を明るくする鯉川さん。

「ありがとっ！　そうっ、そうなのよ！　あたしの言う通りなの！　でね、実はあたしも二ヵ月くらい前、航平と同じ原因で記憶喪失になったのよ」

「鯉川さんも？」

「ええ。でも航平のおかげで元通りになったわ。そのときに、元通りにする方法を航平が教えてくれたの。将来への不安を解消すれば記憶は元通りになる──ってね」

　鯉川さんの言うことがどこまで正しいかはわからない。

　だけど、すべて真実だと仮定すると……

「将来への不安っていうのは、おじさんに結婚を反対されるかも、ってこと？」

「あたしはそう思ってるけど……航平は優しいから、あたしとお父さんが疎遠になるのが不安だったのかもしれないわ」

「どっちにしろ、結婚を祝福されれば不安は解消されるってわけか」

「ええ。厳密に言うと、二週間後の初顔合わせでお父さんに認められれば、だけどね」

　タイムリミットは二週間。その日までに強い男にならないといけないから、俺は必死になって筋トレをしていたってことか。

「つまり上手くいけば、航平の記憶は二週間で元通りになるの。だから、あたしにできることがあれば全力でサポートするから、航平には筋トレしてほしいの」

　たった二週間でおじさん好みのマッチョになれるとは思えないが、上手くすれば記憶を取り戻すことができるのだ。頑張るだけの価値はある。価値はあるが……




「……ごめん。筋トレはしたくない」




　鯉川さんの顔に戸惑いが浮かぶ。

「どうして？　筋トレすればお父さんの好みに近づけるのよ？　お父さんに認められたら不安が解消されて、記憶も元通りになるのよ？」

「だとしても、気乗りしないよ。記憶が元通りになったら、俺は一生不安を抱えて生きていかなきゃいけないんだから」

「ど、どうしてそうなるのよ！」

「だってさ、鯉川さんと結婚したら、この先一生おじさんに気に入られる努力をしないといけないんだろ？」

「そ、それは……そうだけど……。で、でも一緒に住むわけじゃないんだから……」

「だけど、いつかボロが出るかもって不安に悩まされ続けなきゃいけないんだろ？　で、強い男って印象が崩れたら、最悪離婚を迫られるかもしれないわけで……。そんな不安を抱えたまま結婚しても、幸せにはなれないと思う」

　遠回しに別れ話を口にすると、鯉川さんの瞳がじんわりと滲む。

「ご、ごめん、悲しませるつもりはなくて……でも、このままズルズル関係を続けたら、お互い不幸になりそうだし……。そ、それに鯉川さん可愛いから、おじさんの理想とする男だってすぐに見つかるよ。そしたらなにも心配せずに結婚生活を送れるし……」

「そんなこと……言わないでよ……」

　慰めのつもりでかけた言葉に、鯉川さんは悲しげに顔を歪ゆがめ、ぽろぽろ涙がこぼれ落ち──

「と、とにかくそういうことだからっ！」

　泣いてる女子の慰め方がわからず、俺は逃げるようにその場をあとにした。
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　八月に入って数日が過ぎた。

　この日、俺は朝から夏休みの宿題に励んでいたが……進捗は芳しくない。

　ただでさえ勉強は苦手なのに、習った覚えのない問題がずらりと並んでいるのだ。

　古典や世界史は教科書を読めばなんとかなるが、問題は数学だ。教科書に公式が載っているが、使いどころがわからない。

　なにより──

「……悪いことしちゃったな」

　鯉川さんが気になって、宿題に集中できなかった。

　別れ話を口にして、鯉川さんを泣かせてしまった。泣き顔が脳裏に焼きつき、罪悪感が胸を渦巻き……

　あれから一週間が過ぎたのに、心が晴れることはなかった。

　あのとき笑顔で別れることができていれば、こんな気持ちにならずに済んだ。

　だけど言い方を変えたところで、別れ話をする限り、鯉川さんは同じように泣いていただろう。

　タイムスリップの信しん憑ぴょう性はさておき、将来結婚したいくらい俺のことが好きなのは事実なのだから。

　そんな女子を泣かせてしまったのだ。申し訳ないと思っている。思っているが……

「やっぱり、別れたほうがお互いのためだよな……」

　タイムスリップに関しては、この際わきに置いておく。非現実的だけど、噓うそをついてるようには見えなかったし、記憶がない以上はなにが正しいかはわからないから。

　だから俺は、鯉川さんが真実だけを語っていると仮定した。そう仮定した上で、別れたほうがいいと判断した。

　恋愛なんて一生縁がないと諦めてたんだ。あんな可愛い女子と付き合えるのは嬉しい。嬉しいが……そのためには『おじさん』という壁を乗り越えないといけないらしい。

　鯉川さんの言う通り、おじさんと同居するわけじゃない。顔を合わせるのは年に数回で済むだろう。

　逆に言えば、年に数回は会わなきゃいけないわけで……。

　たとえるなら、確実に満点取らなきゃいけないテストを年に数回受けるようなものだ。テスト当日だけ頑張れば済む話じゃない。その日に備えて、常日頃から満点を取れるよう心がけないといけないのだ。

　そんな不安やプレッシャーに悩まされながら一生過ごすなんて耐えられない。

　鯉川さんだって同じ不安を抱えている。抱えているから──このままだと認められないのはわかっているから、俺に筋トレを勧めてきたのだ。

　だったら、はじめからマッチョと付き合えばいい。

　そうすれば俺も鯉川さんも不安を感じずに日々を過ごすことができる。

　だから俺のことはさっさと忘れてほしいのだが……この一週間で、何度も何度も電話がかかってきた。その電話に、俺は一度も出ていない。

　鯉川さんに俺の決意の固さを知ってほしいから。日に日に電話の回数は減っているし、今日に至ってはまだゼロ件だ。

　この調子なら、夏休みが終わる頃にはすっぱり諦めてくれるはずだ。

「たっだいまー！」

　と、玄関のほうから明るい声が聞こえてきた。ドタバタと階段を駆け上がる音が響き、

「兄ちゃん兄ちゃん！　ビッグニュースビッグニュース！」

　バーンとドアが開け放たれ、佐奈がとびきりの笑顔でやってきた。

「ノックしろって言ってるだろ」

「したよ！」

「心のなかでだろ」

「聞こえてるならいいじゃん！」

　佐奈は昔とちっとも変わらない。いつもニコニコと楽しそうに笑ってる。そんな笑顔を消してしまうのが嫌で、佐奈には記憶喪失のことを打ち明けられずにいる。父さんにも、母さんにも。

　そのうちボロが出てしまうかもだけど……鯉川さんにあんな顔をされたんだ。そのうえ家族にまで同じ顔をされたくない。

「で、ビッグニュースって？」

「気になる!?」

「気になるから教えろよ」

　催促すると、佐奈は得意気に胸を張り、

「なんと！　私！　バスケ部の部長になりました～！」

「おー、マジか。毎日部活頑張ってたもんな。おめでと」

「ありがと！　でね、お父さんにメールしたら、帰りにケーキ買ってきてくれるって！」

「そりゃ楽しみだ」

「でしょっ！　いっぱい買ってきてくれるって言ってた！　しかも有名店のケーキを！　だからさ、鯉川さんも呼ぼうよ！」

「な、なんで？」

「だって兄ちゃん、鯉川さんと喧けん嘩かしたんでしょ？」

「ま、まあな……」

　俺は家族に鯉川さんとの関係を打ち明け、さらに紹介まで済ませていたようで、食事の席でよく話題に上がっていた──『今日はデートしないのか』だの『デート代がないなら出してあげる』だの。

　そのたびに『今日は用事があるっぽい』だの『宿題に集中したいっぽい』だのと誤魔化していたが……一週間会わないのが不自然に思えるくらい、俺と鯉川さんは仲が良かったようで、喧嘩していると解釈されてしまったようだ。

「そんなわけだから鯉川さんを招待しといて！」

「い、いや、招待しても来ないだろ。喧嘩してるんだから」

「来てくれるよ！　鯉川さんだって仲直りしたがってるに決まってるし、しかも有名店のケーキだよ!?　ぜったい甘くて美お味いしいよ！」

「そりゃケーキはたいがい甘くて美味しいだろ」

「うん！　甘くて美味しいものを食べたら幸せ心地に包まれて、お互いに笑顔になって、自然と仲直りもできちゃうよ！　だから誘おうよ！」

「いいってば。ていうか、なんでそんなに仲直りさせたがるんだよ」

「だって、最近の兄ちゃん元気ないんだもん。また前みたいに幸せそうにしてほしいよ」

　佐奈にしては珍しく、真剣な顔をしている。

　喜怒哀楽の真ん中ふたつが抜けたような性格をしている佐奈がこんな顔をするなんて。ノックという気遣いすらできない佐奈がこんな気を遣うなんて。

　たしかに記憶を失ってしまった上に、女の子を泣かせてしまったのだ。不安はあるし、負い目もある。

　だけど元気がないわけじゃない。というより、そもそも俺は佐奈のような明るいキャラじゃない。元気満々な笑顔など、滅多に見せたことはない。

　なのにこうして心配してくれるってことは、この四ヵ月の俺は頻繁に元気満々な笑顔を見せていたのだろう。それはつまり、鯉川さんと過ごす日々を心から楽しんでいたということだ。

　だからこそ、鯉川さんとは関われない。

　幸せが膨らめば膨らむほど、それが破裂したときの代償は高くつくから。

　計り知れないほどの悲しみに襲わせるくらいなら、いまのうちに関係を絶ったほうが、お互いのためになる。

「考えとくよ」

「前向きに考えといてねっ！」

　俺の言葉を素直に信じ、佐奈が部屋を出ていった。

　もちろん、鯉川さんを家に招くつもりはない。誘ったけど断られたってことにする。

　佐奈はがっかりするだろうが……有名店のケーキらしいからな。食べたら笑顔になってくれるはずだ。

「……さて、宿題するか」

　気持ちを切り替えるべく頰を叩たたき、ペンを握った、そのときだ。

　ケータイが振動した。鯉川さんからのメールだ。いまの鯉川さんの心境が知りたくて、メールを開いてみると……

【航平の家の前の公園で待ってる】

　まだ諦めていないようだった。

　無視するのは心苦しいが……

　俺が姿を見せなければ、諦めもつくだろう。

「……ごめん」

　罪悪感に襲われながらもケータイを閉じ、俺は宿題を再開したのだった。
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　航平に別れ話を切り出されて一週間が過ぎた。

　その日、あたしはソファに深々と身を沈め、ぼんやりと壁を眺めていた。

　いつ着信が来てもいいようにケータイを握りしめてはいるけれど……この一週間、航平からの返事はない。

「……悪いことしちゃったわよね」

　航平にしてみれば、あたしは見ず知らずの女だ。

　なのに……ただでさえ女子が苦手で、おまけに記憶をなくして不安がっている航平に、まくし立てるように自分の都合を押しつけてしまった。

　航平の記憶を取り戻す──。そんな大義名分を掲げ、いまの航平の気持ちを蔑ないがしろにしてしまっていた。

　そんな身勝手な女と一緒に過ごすなんて、嫌がって当然だ。

「航平がお手本を見せてくれてたのに、なにやってんのよあたしは……」

　本来なら、航平があたしにしてくれたようにきちんと手順を踏むべきだった。

　あたしのことを信用してもらい──

　楽しい時間を過ごしてもらい──

　居心地の良さを感じてもらい──

　将来をともに歩みたいと思ってもらい──

　航平が自分の意思で『お父さんに会わせてくれ』と言ったとき、はじめて協力をお願いするべきだった。お父さんに認められるように頑張ろう、と。

「だけど……お父さんに認められるだけじゃ、航平は安心してくれないのよね……」

　航平は不安がっていた。結婚すればいつかボロが出るかもという不安に悩まされ続けることになる、と。

　だったらいっそ、初顔合わせ以外はふたりを引き合わせなければいい。

　お父さんが会いたそうにしていたら、あたしひとりが里帰りすればいい。航平は仕事で忙しいってことにすればいい。

　そう航平に提案すれば、きっと不安から解放されるはず。記憶も元通りになるはずだ。

　そのためにも、まずはあたしのことを信用してもらうところから始めないと。

　そうと決めたあたしは、いてもたってもいられずに蒸し蒸しとした外に出た。

　生温かい風を切って走り、黒瀬家の真向かいにある公園にたどりつき、握りしめていたケータイを開く。

　航平に電話をかけようとしたけれど……出てくれそうにないので、メールを送ることにした。メールだったら、まだ見てくれるチャンスはある。

【航平の家の前の公園で待ってる】

　送信して、休憩所のベンチに座る。四ヵ月前に雷が落ちた休憩所。半壊した屋根は取り壊され、雨風に晒さらされ続けたベンチは以前にも増して黒ずんで見える。

「あれからもう四ヵ月も経たつのね……」

　タイムスリップした日の昼下がり。ここで雨宿りしていた子どもに傘を譲り、ベンチに座って雨が上がるのを待っていたあたしに、航平が傘を差し出してくれた。

　離婚したばかりで、あたしのことが大嫌いだったのに、相合い傘をしてくれて……雨が止むまで部屋にいさせてくれた。

　けっきょくその日に航平もタイムスリップしているとわかり、喧嘩別れしちゃったけど……どこに出かけても航平と鉢合わせになって、一緒に過ごす時間が増えて……しだいに心地良さを感じるようになった。

　航平と友達になり、復縁して──。

　それからの毎日は、本当に楽しかった。

　これからも幸せがずっと続くんだと思ってた。

　夏休みは一緒に海に行ったり遊園地に行ったりできるんだと思ってた。水着姿に照れる航平をからかったり、お化け屋や敷しきで航平にしがみついたりできるんだと思ってた。

　夏休み明けの文化祭では一緒に出店をまわろうと思ってた。

　体育祭では大きな声で航平を応援しようと思ってた。

　来年の修学旅行では航平と古都を巡り、再来年は一緒に受験勉強を頑張り、同じ大学に進んでからは楽しいキャンパスライフを送ろうと思ってた。

　卒業して、就職して、結婚して、子どもができて、家族旅行で思い出の地を巡ったり、子どもの運動会を応援したりできるんだと思ってた。

　一度目は夢で終わった。

　二度目は夢で終わらせない。

　航平との関係を、こんなところで終わらせたくない。

　公園を訪れて一時間が過ぎ、二時間が過ぎ、三時間が過ぎても、航平は姿を見せない。

　日ひ射ざしは分厚い雲に遮られてるけど、真夏の暑さは誤魔化せない。熱気に包まれ、全身汗だくになってしまった。

　なのにあたしとしたことが、水筒どころか財布すら持ってきていなかった。

　一度家に帰れば済む話だけど、もしかすると航平と入れ違いになるかもという期待感が拭いきれず──

　四時間が過ぎ、五時間が過ぎ、六時間が過ぎても、あたしはベンチに座り続けた。

　熱中症になりかけているのか、頭がくらくらするけれど……航平はこれを乗り越えて、あたしをデートに誘ってくれた。今度はあたしが頑張る番だ。

　一八時を過ぎた頃、空が黒ずんだ雲に覆われ、あたりが暗くなってきた。

　この一週間テレビは見てなかったけど、きっと降水確率は一〇〇％だ。曇り空を見て、あたしはそう確信した。

　そしてあたしとしたことが、慌てて出てきてしまったので今日に限って折りたたみ傘を持ってきていなかった。

　どうか降り出しませんように──。そんな祈りは通じず、ぽたぽたと雨が降ってきた。雨脚は瞬く間に強まっていき──




「普通、雨降ったら帰るだろ……」




　雨音に混じり、うしろから懐かしい声がかけられた。

　振り返ると、航平が傘を手に立っていた。
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「来るまで待つって決めてたから」

「だからって待ちすぎだろ……」

　あきれたように言いながら、航平があたしを傘のなかに入れ、水入りのペットボトルを向けてきた。

「わざわざ持ってきてくれたの？」

「このへんに自販機ないし、ずっといたなら持ってきた分は飲み干してると思って」

「ありがと。ずっと飲んでなかったから助かるわ」

「ずっと？　まさかなにも持ってこなかったのか？　倒れたらどうするんだよ……」

「そのときは泥水をすすってでも待つつもりだったわ」

「泥水って……なんでそこまで頑張るんだよ」

「だって、あたしが記憶喪失になったとき、航平も同じように頑張ってくれたから……。まあ、あたしのほうが待ち時間長かったけど」

「長いこと待たせて悪かったよ……。でも、途中で帰ると思ってたんだよ」

「帰らないわよ。待ってるって約束したんだから」

　そう言って、ごくごくと水を飲む。

「生き返ったわ……。本当にありがと」

「どういたしまして。傘はあげるから、暗くなる前に帰ったほうがいいよ」

「その前に、航平と話したいの」

　航平は困ったように髪をかき、

「話したいって言われても……俺、女子となにを話せばいいか知らないし……」

「アニメの話でも、漫画の話でもいいのよ」

　航平が意外そうな顔をする。

「鯉川さん、オタクなのか？」

「ええ。生粋のね」

「生粋の……」

　航平は悩ましげな顔をする。

　なにかを言おうか言うまいか悩んでいる様子だ。それがいい話じゃないことは、気まずそうな顔を見ればわかる。

　やがて航平は決意したのか、おずおずと切り出した。

「俺もオタク友達は欲しいし、アニメや漫画の話ならできるけど……中途半端に関わりを持つくらいなら、すぱっと関係を絶ったほうがいいと思うんだ」

「……ごめんなさい」

「な、なんで謝るんだ？」

「こないだは、あたしの都合を押しつけちゃったから……そのせいで、航平に嫌な思いをさせちゃったから……」

「い、嫌な思いはしてないぞ！　ていうか、俺のほうこそ一方的に別れ話を押しつけたし……！　も、もっと言葉を選ぶべきだったと思ってるから！」

　航平は申し訳なさそうにそう言いながらも、発言を撤回はしなかった。

　一方的に別れ話を押しつけたことや、言葉を選ばなかったことを悔いてはいるけれど、あたしとの関わりを絶とうとしている気持ちに変化はない。

　結婚どころか、交際どころか、友達付き合いすら避けようとしている。

　あたしのことが嫌いなんじゃなく、お互いが不幸な思いをせずに済むように。

　……記憶がなくなっても、航平は航平だ。優しいところは変わらない。

　恐怖や警戒から来る拒絶なら希望はあるけれど、その決意が優しさから来るものなら、あたしがなにを言おうと二度と付き合う日は訪れないのだろう。

　こういう人生を歩みたいと思い描いていた夢は、けっきょく一度目も二度目も夢のまま終わってしまった。

　だったら……本当に、もう二度と関わりを持つことができないのなら……

「……最後でいい。最後でいいから、一回だけデートしてほしいわ」

　悲しい顔でお別れしたら、航平が罪悪感を抱えたまま生きていくことになる。

　あたしが好きになったひとに、そんな人生は歩んでほしくない。

　だから、あたしは笑いたい。

　デートして、最後に笑ってお別れすれば、航平は安心してくれる。

「……それって、いつ？」

「いまからがいいわ」

「い、いまから？　雨降ってるし、もう夜なんだが……」

「いまからがいいの。航平の家でデートしたいの」

「……いまから、俺の家で……」

　航平は迷うように家のほうを振り返り……

「じゃあ……うちの家族に、記憶喪失の話をしないって約束してくれるなら……」

　約束するわ、とうなずくと、航平はもうひとつの傘を開き、あたしを家に連れていってくれた。
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　航平の家を訪れたあと──

「部長就任おめでとうパーティスタート～！」

「佐奈ちゃんおめでと～」

「あんなに小さかった佐奈が部長か……感慨深いな……」

　ケーキをご馳ち走そうになることになった。

　クツを脱いでいると佐奈ちゃんが満面の笑みで駆け寄り、有名店のケーキがあるからとあたしの手を摑み、その場に航平を残してダイニングに連れていったのだ。

　もちろん、航平も来てくれた。あたしのとなりに座り、落ち着きなさそうに足を揺すりながら、佐奈ちゃんに「部長おめでと」とお祝いの言葉をかけている。

「おめでとう、佐奈ちゃん」

「鯉川さんも来てくれてありがと！　好きなだけ食べていいからね！」

「ありがとう。どれも美味しそうね」

「有名店のケーキだからね！　ぜったい甘くて美味しいよ！　まずはどれにする？」

「えっ、あたしから選んでいいの？　佐奈ちゃんのお祝いなのに……」

「いいっていいって！　だって私、全部好きだもん！」

「お父さんは佐奈の好みを熟知しているからな」

「さすがお父さん！」

「お母さんだって佐奈ちゃんが甘いものならなんでも好きなのはお見通しよ」

「さすがお母さん！　ほらほら、早く選んじゃいなよ！」

「えっと、じゃあ……ショートケーキでいい？」

「さすが鯉川さんっ！　目の付け所がいいね～！　ちなみにイチゴは最初に食べる派？　途中で食べる派？　最後に食べる派？」

「んっと……最初かな」

「仲間だー！」

「鯉川ちゃんはショートケーキの食べ方を熟知しているなぁ」

「やっぱりショートケーキのイチゴは最初に食べてこそよね」

「だよねだよね～。四対一で最初派の勝利～！」

「う、うるさいな。世間的には途中で食べる派が一番多いに決まってるだろ」

「アンケート取ったの？」

「取ってはないけど……」

「じゃあ最初派の勝利～！」

　嬉しそうにバンザイする佐奈ちゃんと、ちょっぴり悔しそうな航平。そんなふたりを、おじさんとおばさんはニコニコして見守っている。

　そんな一家団だん欒らんを見ていると、やっぱり黒瀬家はいいなと思えてくる。

　三人は初顔合わせのとき人見知りを発揮していたあたしを受け入れ、明るく話しかけてくれた。結婚式では、あたしが寂しくならないように積極的に声をかけてくれた。

　あたしは航平のことも好きだし、佐奈ちゃんのことも、おじさんのことも、おばさんのことも大好きだ。

「いただきまーす！」

　全員にケーキが行き渡り、一斉にぱくっと食べる。

「う～ん、おいし～！」

　ほっぺを押さえて頰をとろけさせている佐奈ちゃんや、モンブランケーキの栗くりは最後に食べるのが美味しいんだよなと独りごちるおじさんや、ひよこケーキを迷わず真っ二つにするおばさんを眺めていると、自然と笑みがこぼれてしまう。

　黒瀬家はいまも未来も変わらない、本当に素敵なひとたちだ。

　だけど……

　あたしのお父さんだって、おじさんやおばさんに負けないくらい素敵だ。

　男手ひとつで育ててくれたし、

　行きたい場所に連れてってくれたし、

　運動会には欠かさず応援に駆けつけてくれたし、

　あたしが風邪で寝込んだときは、元気になるまでそばにいてくれた。

　物心ついた頃から、ずっとあたしのことを第一に考えてくれていた──心からあたしの幸せを願ってくれていた。

　……そんなお父さんと、あたしは疎遠になってしまった。

　あたしが自ら選んだことだ。お父さんと航平を天てん秤びんにかけ、迷わず航平を選んだ。また同じ選択を迫られることがあっても、あたしの答えは変わらない。

　それくらい、あたしにとって航平はかけがえのないひとだから。お父さんにも、航平がどんなに素敵なひとか知ってほしかった。

　……そう。航平は素敵なひと。本当に素敵なひとだ。

　なのにあたしは航平に……

「あー、美味しかった！」

「ひとり三個も食べちゃったわね。これは太りそうだわ」

「幸せ太りってやつさ」

「うんうん！　幸せなら太ってもオッケーだよ！」

　ケーキを食べ終わり、ごちそうさま、と手を合わせる。

　すると航平がおずおずと、

「じゃ、じゃあ俺の部屋に行こうか」

　ええ、とうなずき、ニヤニヤ顔の佐奈ちゃんたちに見送られ、航平の部屋に入る。

　航平はそわそわしながら、

「と、ところで……デートって、具体的にはなにをするんだ？」

「ゲームしたいわ」

　航平がぽかんとする。

「そんなのでいいのか？」

「うん。ゲームがいい。レースゲームがしたい」

「わかった。ちょっと待ってて」

　航平がゲーム機をセットして、あたしにコントローラーと座布団を渡してきた。航平のとなりに座布団を敷き、そこに座ると、航平は落ち着きなくお尻をもぞもぞさせた。

　レースゲームが幕を上げる。

　航平と仲直りしてから、何度も何度も遊んだゲームだ。この春に発売されたばかりで、航平は慣れてないのか、あたしの連勝が続いていく。

　だからかどうかはわからないけれど──

「な、なあ、鯉川さん……。最後のデートなのに、本当にこんなのでいいのか？」

　航平は、レースゲームを切り上げて、べつのことをしたそうにしていた。

「キスとかしたいの？」

「そ、そうじゃなくてっ。あんまりデートっぽくないというか、なんというか……これが最後のデートなら、もっと特別なことのほうがいいんじゃないかなって……」

「ううん。ゲームがいい」

「そんなにゲームが好きなのか？」

「それもあるけど……これが最後のデートなら、特別なことをするんじゃなくて、いつもしていたことをしたいの」

　こうやっていつも通りのことをしていると、自分が毎日どれだけ幸せだったのかを実感できる。

　こんな幸せ、手放せるわけがない。

　だから──

「ごめんね、航平。約束破るわ」

「そ、それって、佐奈たちに記憶喪失を打ち明けるってことか？」

「そうじゃないわ。これからも毎日航平に絡み続けるって意味よ」

「えっ？　でも、これが最後だったんじゃ……」

「そのつもりだったけど、やめにするわ」

「やめにするって……」

「ごめんね、わがまま女で。……それに、バカな女で」

「い、いや、バカな女だなんて思ってないぞっ！」

「ううん。あたしはバカよ。世界一のね。だって、とんでもない間違いを犯してしまったもの」

「間違い……？」

　そう、間違い、とうなずき、

「航平をお父さん好みにしようとするなんて間違ってたわ」

　えっ、と航平は戸惑いの声を漏らす。

「で、でもさ、話を聞いた限りだと、好みのタイプにならないと結婚を認めてくれないんだろ？」

「認めてくれないでしょうね」

「なのに……好みにするのが間違ってた？」

「ええ。間違ってた。お父さんの好みじゃなくたって、航平はとっても素敵なんだから。お父さんには、ありのままの航平を好きになってもらいたいの。だって、そっちのほうが幸せな食卓を囲めるじゃない？」

　航平にも、あたしの家族を好きになってほしい。

　あたしが黒瀬家で過ごすときと同じように、お父さんとの食事に居心地の良さを感じてほしい。

「そりゃまあそうなるのが理想だけど……大前提として、ありのままの俺を受け入れてはくれないんだろ？」

「受け入れさせるわ」

「どうやって？」

「好き好きアピールよ」

　航平がきょとんとした。

「えっと……なにそれ？」

「あたしが航平をどれだけ好きか、お父さんに見せつけてやるのよ」

「めちゃくちゃ怒られそうなんだけど……」

「最初は怒るでしょうね。……だけど、最後は必ず認めてくれるわ」

「どうしてそう言いきれるんだ？」

「だって、お父さんはあたしの幸せを第一に考えてくれてるんだから」

　お父さんは、あたしの幸せを願ってくれていた。

　結婚を認めなかったのは、なにも航平のことが嫌いだったからじゃない。航平と一緒になってあたしが幸せになれるのか、確信が持てなかっただけだ。

　たとえ航平がマッチョになろうと、あたしが幸せそうな顔をしていなければ結婚に反対していたはず。

　だから好き好きアピールして、心から幸せだって主張するのだ。

　こんなに愛しあっているふたりが結婚して不幸になるわけない──。心からそう思ってもらえるくらい、航平のことが大好きだって主張するのだ。

「……ごめんね、鯉川さん」

　航平が、ふいに謝ってきた。

「どうして航平が謝るの？」

「だって俺、鯉川さんにひどいこと言ったから……」

「ひどいこと？」

「結婚しても、幸せにはなれないって……」

「それって……いまは、そうは思わないってこと？」

「うん。むしろ、幸せになれると思ってる」

「……お父さんに、会うことになっても？」

「おじさんに会うことになってもだ。好き好きアピールが成功するかどうかはわからないけど、失敗したからって不幸になるとは思わないよ。だって、俺のことをこんなに愛してくれるひとがいるんだから。そんなひとがいてくれるなら、それだけで将来の幸せは約束されたようなものだよ」

　航平に明るい声でそう言ってもらい……

　瞳から、涙がこぼれ落ちてしまった。

「な、なんで泣くんだ？」

「嬉し泣きよ……。航平がいてくれるのに、悲しくなんてなるわけないじゃない。この先なにが起きようと、航平がいてくれる限り、あたしの幸せはずっと続くわ」

　あたしが晴れやかな顔で言うと、航平は顔に笑みを浮かべ──

「だったら、結婚したらお互い幸せに──ッぐ!?」

　突然、頭を押さえてうずくまった。

　苦しげにうめき声を上げ、その場に倒れてしまい──……





◆






　目覚めて最初に目にしたものは、大きな胸の膨らみだった。

　頭部は柔らかなものに包まれていて、汗と石けんが混ざりあったような、俺の大好きな香りが漂ってくる。

「……」

　柚花に膝枕されていた。

　これが太ももの感触なんだと思うと、とたんに恥ずかしさがこみ上げてくる。顔が赤くなる前に身を起こそうとすると、柚花は俺が目覚めたことに気づき、

「だめよ、休んでなくちゃ」

　ひたいをぐっと押してきた。爪が当たってチクリとする。

「爪立てるなよ……」

「ご、ごめんね？　最近忙しくて、爪切りできなくて……」

「い、いや、怒ってるわけじゃなくて……とにかく、もう平気だから」

　そう言って、俺は身を起こした。

　窓の外は真っ暗で、ドアの向こうから家族の声は聞こえてこない。

「俺、何時間くらい寝てた？」

「一時間くらいね」

「まだ二一時か。にしては静かだな」

「きっと自宅デートだからって気を遣ってくれてるのよ。ほんと、いい家族ね」

「ま、否定はしないよ」

　面と向かって言うのは気恥ずかしいので心に留とどめておくけれど、俺は父さんのことも、母さんのことも、佐奈のことも大好きだ。

　それと同じような気持ちを、柚花はおじさんに抱いている。

　ふたりを俺の都合で離れ離れにさせるのは嫌だ。

　柚花を不幸にさせるなんて耐えられない。

　このまま初顔合わせを迎えれば、また同じ過ちを繰り返してしまう──！

　そんな不安が胸を渦巻き、つらい未来を避けるために記憶を封じこめてしまったが──それこそが過ちだ。

　この先なにが起きようと、俺がいる限り幸せはずっと続く──。柚花が口にした温かい一言が、俺の不安を解きほぐしてくれた。

「ありがとな」

「なにが？」

「そして、ごめんな」

「だから、なにがよ？」

「俺の記憶を取り戻すために、頑張ってくれたことだ」

　つり目がちの瞳を見つめてお礼を告げると──

　柚花が、目を丸くした。じわじわと瞳に涙を滲ませ、

「き、記憶が……戻ったの？」

「ああ。ばっちりだ」

　柚花の目から、ぽろぽろと涙がこぼれ落ちる。

　そして俺にぎゅっと抱きついてくる──と思いきや、

「バカ！」

　めっちゃ大声で怒鳴られた。

「ちょっ、なんだよ急に」

「記憶が戻ったなら目覚めてすぐに言いなさいよ！」

「い、言っただろ」

「言ってないわよ！　あんた真っ先に爪立てるなとか言ったじゃない！」

「だって痛かったし……てか、お前だって記憶が戻ったときすぐに言わなかっただろ」

「すぐに打ち明けたわよ！」

「打ち明けてねえよ！　サンドイッチの話とかオムライスの話を先にしてただろ！」

「なんで二ヵ月も前の細かい話を覚えてるのよ！」

「忘れられるわけないだろ！　柚花の記憶が戻ってマジで嬉しかったんだから！」

「あたしだってあんたの記憶が戻って嬉しいわよ！」

「なら怒鳴るなよ！」

「怒鳴るわよ！　なんで記憶喪失になっちゃうの!?　あたしがどんな気持ちになるか考えなかったわけ!?」

「好きで記憶なくしたわけじゃねえよ！　また柚花とおじさんを引き離してしまうんじゃないかって不安でたまらなかったんだよ！」

「あんたがいなくなる以上に悲しいこととかこの世にないわよ！」

「だからさっき謝っただろ！　ごめんなって！　ていうか、お前だって記憶喪失になったじゃねえか！」

「仕方ないじゃない！　また航平と離婚するかもって不安だったんだから！」

「俺がお前と離婚するわけねえだろ！　もう不安にはさせねえよ！　ぜったい幸せにしてやるよ！」

「あたしだって幸せにしてやるわよ！　ぜったい！　ぜったい！」

「だったらもう二度と俺の前からいなくなるな！」

「あんたこそずっとそばにいなさいよ！」

「いてやるよ！　柚花がしわだらけになってもな！」

「こっちこそいてやるわ！　航平がつるっぱげになってもね！」

　ドア越しに誰かが聞き耳を立てていれば、喧嘩していると勘違いするだろう。

　だけど、これは喧嘩じゃない。一種の愛情表現だ。口論しつつも俺の心は幸せに満ちているし、柚花だって泣きながら笑っている。

「ほんと、よかったわね。あたしが航平のこと大好きで」

「なんだよ急に」

「だってそうじゃない。あたしが大好きだったおかげで、あんたの記憶はたった一週間で元通りになったのよ？　あたしの愛の力に感謝しなさい」

「それを言うなら俺の愛の力のほうがすごいだろ。お前の記憶を六日で元通りにしたんだから」

「張り合わないでよ」

「張り合ってねえよ。ただ、俺がどんだけ柚花を愛しているか知ってほしかっただけだ。この気持ち、早くおじさんに聞かせてやりたいぜ」

「あたしだって聞かせてやるわ」

　あんなに苦手だったおじさんの話をしてるのに、ちっとも不安を感じなかった。むしろ顔合わせが楽しみですらある。

「さて、ゲーム再開するか」

「いまから？」

「最近は筋トレばっかであんまりできてなかったからな。ひさびさに徹夜しようぜ」

「うん。あたしも徹夜でゲームしたい」

「決まりだな。柚花の悔しがる顔がいまから楽しみだ」

「素直にゲーム楽しもうって言えないの？　ほんと一言よけいね！」

「そんな俺が好きなんだろ？」

「ニヤニヤ顔で見るのやめて！」

「やめない」

「だったらその顔、悔しさに染めてやるわ！　ぼこぼこにしてやるから覚悟しなさい！」

「望むところだ！　かかってこい！」

　ぎゅっとコントローラーを握り、肩と肩とを寄り添わせ、俺たちは明け方までゲームを楽しむのであった。
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《　第五幕　リベンジ　》







　おじさんとの顔合わせ前日──。

　その日、俺は朝から柚ゆず花かのマンションを訪れ、宿題に精を出していた。

　今日は泊まることになっているため、帰り時間を気にせずに宿題をすることができるのだが……

　朝からほとんどぶっ通しで、現在時刻は二二時過ぎ。集中力はとっくに切れ、脳がへろへろになっている。

「なー……もう今日の分は終わりにしようぜ」

　俺の力ない呼びかけに、柚花はソファに深々と沈めていた身を起こす。携帯ゲーム機を手にしたまま、視線だけをこっちへ向け、

「ん～？　あとなにが残ってるの？」

「数学が七ページ」

「あとちょっとじゃない。そこまで来たら頑張って終わらせなさいよ。そしたら明日からパーッと遊べるわよ」

　やる気を促すように明るい声でそう言われるが、しかし力は湧いてこない。

「そりゃ俺だって早く遊びたいけど、夏休みはまだ三週間もあるんだぞ。あと一日宿題に費やしたって、そんだけありゃ好きなことできるだろ」

「その一日を無駄にしたくないのよ。ほら、『あなたが寝る前にベッドで無駄にした一〇分は、翌朝あなたが死ぬほど寝たかった一〇分』みたいな格言があるじゃない？」

「格言かどうかは知らんが、聞いたことはあるな」

「ここで宿題を終わらせないと、社会人になってから後悔するわよ？　就職したら自由に遊べなくなるんだから」

「今回はそんなことにはならないって。社会人になってもいっぱい遊びに連れていくよ」

「たとえばどこに？」

「たとえば……温泉旅館とか、ビーチリゾートとか」

「楽しそうだけど、出費がかさみそうね」

「旅費の心配なんかするなよ。休めて稼げる仕事を探すからさ」

「就職活動が大変そうね」

「前回の俺とはやる気が違うからな。柚花を幸せにするためなら頑張れるよ」

　柚花が、にんまりとほくそ笑む。

「だったら、あたしを幸せにするために宿題しないとね」

「けっきょく振り出しに戻るのか……」

「だって、早く航こう平へいと遊びたいもの。急いで終わらせないと、あたしだけどんどんレベルアップしちゃうわよ？」

　柚花が見せつけるようにプレイしているのは、捕獲したモンスターを戦わせるゲーム『カプセルモンスター』──通称『カプモン』だ。

　三日前にシリーズ最新作が発売され、ふたり揃そろってその日のうちに手に入れた。宿題を終わらせたら始めようと決めていたが……

　柚花が先に終わらせてしまったため、一足先にカプモンを楽しんでいるわけだ。

「いまのうちにレベルアップしとけ。じゃないと勝負にならないからな。だって、どうせニャンダース使うんだろ？」

「ええ。すでにゲットして育ててるわ。あんたをボコボコにするためにね」

「ボコボコにはされねえよ。いつも通りワンパンで沈めてやるから覚悟しとけ」

「泣きっ面を見るのが楽しみだわ」

「悔しがる顔を見るのが待ち遠しいぜ」

「だったら早く宿題を終わらせることね」

　また話が振り出しに戻った。

「そんなに早く終わらせたいなら宿題写させてくれよ」

「ズルしちゃだめよ。自力で解かないとためにならないわよ」

「けどさ、俺たち結婚するんだろ？」

「するわよ。それがなに？」

「宿題も共有財産ってことに──」

「ならないわよ。バカ言ってないで集中しなさい。わからない問題があれば教えてあげるから」

「はいはい」

　なにを言っても無駄な足あ搔がきになりそうなので、おとなしく宿題を終わらせることに。途中、計算に詰まりながらも問題を解いていき、残すはあと一問となる。

　しかしこの一問がラスボス級の難題で、どうすれば攻略できるかわからない。

「これってどうすりゃいいんだ？」

「ん？　どれ？」

　柚花は嫌そうな顔ひとつせず、俺のとなりに移動する。メガネ越しに問題を見て……胸元が緩いせいでブラが見え、思わず目が吸い寄せられてしまう。

「ああ、その問題ね。それはこの公式……ねえ、どこ見てるの？」

　やべっ！

「ど、どこって、問題だが？」

「噓うそね。明らかに胸元を見てたわ。ほんと、えっちなんだから」

　柚花はからかうように目を細めた。

　ニヤニヤとした顔で見つめられると、恥ずかしさがこみ上げてくる。これじゃ怒られたほうがまだマシだ。

「え、えっちはお前だろ」

　はあ？　と柚花はニヤニヤ顔を引っこめた。むっと眉をつり上げて、

「なんでそうなるのよ！」

「だっていつもいつもブラジャー見せつけてきてるだろ！」

「いつもいつも!?　あんた毎回見てたわけ!?」

「しょうがないだろ！　見ちゃうんだから！」

「あんたもう二七でしょ!?　なにブラジャーごときに惑わされてんのよ！」

「年齢は関係ねえよ！　男だったら見ちゃうんだよ！」

「宿題してるときくらい見るの我慢しなさいよ！　海に行ったら好きなだけ見せてあげるから！」

「それビキニだろ！」

「なによ！　ビキニじゃ嫌なわけ!?」

「嫌じゃねえよ！」

　けっきょく、服屋ではビキニ姿を拝めなかった。

　おじさんとの早すぎる顔合わせが決まってそれどころじゃなくなり、柚花は試着せずに購入したのだ。

　だから……

「柚花にひとつ言っとくことがある」

「なによ」

「可か愛わいいぞ」

　あのとき言えなかった言葉を告げると、かあっと柚花の顔が赤らんだ。

　顔から怒りが消え、恥ずかしそうに髪を触りながら、

「な、なに言うのよ急に……」

「ほら、こないだ言えなかっただろ？」

「だ、だからって変なタイミングで言わないでよ……」

　さっきまで怒り顔だったのに、すっかり上機嫌そうにはにかんでいる。

　そんな柚花を見ていると、こっちまで明るい気持ちにさせられる。

「俺にも言うことあるんじゃないか？」

「宿題を終わらせてからね」

　けっきょくそこに行きつくわけだ。

　ま、やるけどさ。しゃべってたら元気出てきたし。

　あらためて解き方を教えてもらい、最後の一問を攻略すると──

「終わったー！」

　ペンを握りしめたまま、ばたっとうしろに倒れこんだ。

　解放感がヤバい。

　これで残りの三週間は自由だ。夏休みを謳おう歌かできる。

　ずっと宿題をして疲れていたはずなのに、解放されたとたんに力が漲みなぎってきた。

「お疲れ様。頑張ったわね」

　ゲームをやめ、柚花が労いたわってくる。

「ありがとなっ。残りの夏休みはパーッと遊ぼうぜ！」

「ええっ。一生の思い出になる夏休みにしましょっ！」

「だなっ！」

「で、どうする？　あんたもカプモン始める？」

「いや、それは明日からにする。今日のところは腹筋して寝るとするよ」

「まだ筋トレしてたの？　ありのままの航平でいいって言ったのに……」

　気遣うような声で言われ、俺は明るく首を振る。

「違う違う。おじさんに認められたくて鍛えてるんじゃない。ただ柚花のために筋トレは続けたいんだ。いざってときに守れるようにな」

　そう、と柚花は嬉うれしげに頰を緩めた。

「そういうことなら応援するけど、無茶だけはしないでね？　マッチョじゃなくたって、航平のこと頼りないとは思わないんだから」

「毛虫から守ったこともあるしな」

「その話はもうしないでっ！」

　からかってみせると、柚花は顔を赤くして怒る。その反応を可愛らしく思いつつ、俺はカーペットに仰向けになる。

「ちなみにノルマは？」

「三〇回を三セット。なんで？」

「ノルマを達成できたら、ご褒美にハグしてあげようと思って」

「……なにか裏があるんじゃ」

「ないわよっ。純粋にやる気を出させようとしてるの！　それともなに？　あたしのハグじゃやる気にならないわけ？」

「いや、やる気が出たよ」

「だったら早く済ませちゃって」

　ご褒美という名目だが、本当は俺にハグされたいだけかもしれない。俺としても柚花を抱きしめてやりたいので、さっそく腹筋を開始する。

　一セット目は難なく終わらせることができたけど、三〇秒の休憩を挟んで二セット目に入ると、途中から身体からだを持ち上げるのが苦しくなってきた。三セット目になると、身体を一回起こすたびに腹が痛み、じわじわと汗が滲にじんでくる。

　無事に三セットを終え、ハァハァと呼吸を荒らげながら柚花に迫る。

「なんか変質者みたいね」

「が、がんばっ、たのに……そんなこと、言う……？」

「冗談よ、冗談。はい、どうぞ」

　柚花が両手を広げ、俺を見つめる。

　薄手のパジャマに包まれた身体をそっと抱きしめると、柔らかな感触が胸元に訪れた。

　頰にさらさらとした髪が触れ、くすぐったく思っていると……

「……すごい汗の匂いがする」

　柚花がムードをぶち壊した。

「わ、悪かったな汗臭くてっ。シャワー借りるぞ！」

「いいわよ、そのままで」

「ベッドが臭くなっても文句言うなよ？」

「言わないわよ。好きな匂いなんだから」

「さすが匂いフェチだな」

「あんたの匂いが好きなだけだってば！」

「匂いだけか？」

「……航平のことも好き。航平は？」

「俺も好きだよ。柚花のことが」

　お互いに想おもいを語り、間近で見つめ合っていると……

　柚花が、そっと目を閉ざした。

　口づけをして、唇を遠ざけると、視線が交わり……なんだかお互いに照れくさくなり、はにかんでしまう。

「さて……そろそろ寝るか」

「その前に録とり溜ためてたアニパラ見ない？」

「もう二三時だぞ。途中で寝ないか？」

「アニパラ見てる途中で寝たりしないわよ」

「とか言って寝てしまうのが柚花あるあるだからな。寝てるお前をベッドに運ぶのマジで大変なんだぞ。だって──」

「そこから先は慎重に言葉を選ぶのをオススメするわ」

　重いから、と言いかけた言葉を慌てて飲みこみ、

「と、とにかく運ぶの大変なんだよ。運んでる最中に寝返り打たれたら落とすかもだし」

「起きてるのに寝返りとかしないわよ」

「あれいつも起きてたのかよ！　だったら自力で歩けよな」

「だって、お姫様だっこされるの嬉しいし。あのときの航平、王子様みたいでかっこいいわよ」

「な、ならいいんだが……じゃあ、アニパラ見てから寝るか」

　うん、とうなずく柚花とソファに腰かけて、録り溜めていたアニパラを見る。

　柚花は少しだけ眠そうにあくびをしていたが、アニパラが終わるまで寝ることはなく、自分の足で寝室へ移動する。

　エアコンをつけ、ふたりでベッドに横たわり──

「おやすみ」

「うん。おやすみ」

　空調の音が静かに響くなか、俺は目を閉ざした。

　目の前は真っ暗に染まったが、心は明るさに満ちている。

　宿題は終わらせたので、明日からの三週間は自由時間だ。

　海水浴をしたがってたし、まずは海に行こう。昼食は海の家で食べてもいいが、柚花のことだから手料理を作ってくれそうだな。

　あとは遊園地にも行きたい。まずジェットコースターで気分を盛り上げ、ゴーカートで一足早いドライブデートを楽しむのだ。お化け屋や敷しきに入ったら、柚花との距離が物理的に縮まりそうだ。

　せっかくの夏なんだ。ウォーターパークにも行きたいし、川遊びも楽しみたい。公園に行ったり、カラオケに行ったり、ボウリングに行ったり、映画を見たりもしたいし……

　柚花の言う通り、早めに宿題を終わらせて正解だった。おかげで夏休みを満喫できる。

「……もう寝た？」

　明るい未来を思い描いていると、柚花がぼそっと話しかけてきた。

　空調の音にかき消されそうなくらい小さな声。

　明日はいよいよおじさんとの顔合わせ──不安は綺き麗れいさっぱり消えたが、緊張はするのだろう。

「起きてるよ。だいじょうぶ、明日は上う手まくいくから」

「……うん、ありがと。だけど、あたしは心配してなくて……航平はどうなのかなって」

「心配なんかしてないよ」

「ほんと？　……もう記憶なくならない？」

　ああ、そっちの心配をしてたのか。

　起きたとき、大好きな俺がまた記憶を失ってるんじゃないかって……。

　そう思うと無性に愛おしくなり、柚花の手を握りしめた。

「いなくなったりしないから。だから、安心して寝てくれよ」

「……ぎゅってしてくれたら、もっと安心できるかも」

　小さな声で、甘えるようにおねだりされ、俺は柚花に身体を寄せた。

　そのまま髪を撫なでてやると、薄暗いなか、柚花は目を細めて笑う。

「そこまでしてとは言ってないんだけど？」

「嫌だったか？」

「さあ、どっちだと思う？」

「うーん。わからないから、もうちょっと撫でて判断しようかな」

　さらさらとした髪を撫でていると、柚花は頰を緩ませて……ほどなくして、寝息を立て始めた。起きないように髪からそっと手を離したが、抱きしめたままのほうが幸せそうな夢を見ることができそうで……

「おやすみ、柚花」

　大好きな女性のぬくもりを感じつつ、俺は眠りについたのだった。
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　そして迎えた顔合わせ当日──。

　俺と柚花はソファに腰かけ、アルバムを見返していた。

　好き好きアピールの道具としてアルバムを見せつけることにしたのだが……

　おじさんはなかなか姿を見せず、なんとなくアルバムを開いてみると懐かしさが甦よみがえり、ついつい夢中になってしまったのだ。

「けっきょく最後まで見ちゃったわね」

「二週間前に見たばっかなのに懐かしく思えるってすごいよな」

「それだけ新しい思い出がどんどんできてるってことだもんね」

「おじさんとの顔合わせのことも、夏休みが終わる頃には懐かしく思えるんだろうな」

「お父さんが夏休みが終わるまでに来てくれたらね」

　柚花は少し苛いら立だたしげだ。

　一三時に来ることになっていたが、三〇分が過ぎる頃になってもおじさんは姿を見せていなかった。

　柚花が電話をかけてもメールをしても一向に返事がなく、いまどこでどうしているかもわからない。

「前回もそうだったよな。おじさんって遅刻癖あるのか？」

「ううん。きっちりしてるひとよ」

「てことは道にでも迷ってるのかね？」

「うーん。それはないと思う。内見と引っ越し当日の二回来たことあるし、治安がいいかどうか確かめるために周辺をうろうろしてたもの」

「でも柚花の親だからな」

「ちょっと。その言い方だとあたしが方向音痴みたいに聞こえるんですけど？」

「実際方向音痴だろ。ほら、就職活動のとき、面接会場にたどりつけないって泣きながら電話してきたことあっただろ？　あのとき電話でナビしてやらなかったら、たどりつけてなかったぞ」

「だ、だって仕方ないじゃない。ガラケーの地図じゃ、どうやって歩けばたどりつけるかわからなかったんだから」

「だからスマホにしろって言っただろ。俺の忠告を聞かないからそうなるんだ」

「しょうがないでしょ、あのケータイには思い出がいっぱいあったんだから！　はじめて航平と電話したのもあのケータイだし、デートの約束をしたのもあのケータイだし……。便利だからって、そう簡単に買い替えられるわけないじゃない」

「そ、その言い方だとさっさとスマホに乗り換えた俺が薄情者みたいだろ」

「そうは言ってないわよ。ほら、あたしがラブレターもらってみたいって言ったことあるじゃない？」

「あー、あったな。はじめて書いたにしては上手かっただろ？」

「本当にはじめてならね」

「な、なにが言いたい？」

「あたし、知ってるんだから。あれ以外にもいっぱい書いてくれてて、一番よかったのを送ってくれたってこと」

「なんで知ってんの!?　タンスの奥に隠してたのに！」

「防虫剤を入れ替えるときに見つけたの。全部読ませてもらったわ。情熱的なものから、淡々と気持ちを綴つづったものまでね」

「読むなよっ！」

「好奇心には勝てないわよ。とにかく、読まれたくないものを取っておいちゃうくらい、あんたも思い出を大事にするひとってことなの。そんな航平のことを、あたしは薄情者だなんて思わないわ」

「いい話風にまとめんなよっ！」

　まさかすべてのラブレターを読まれていたとは。特に情熱的なラブレターは読まれたくなかった。めっちゃ恥ずかしいことを書いた記憶がある。

　顔が赤らむのを感じていると、ピーンポーンとインターホンが響いた。一瞬で冷静さを取り戻し、顔から熱が引いていく。

「やっと来た」

「俺も一緒に出迎えたほうがいいかな？」

「ううん。そこにいて。……緊張するなら、少し時間を稼ぐけど？」

「いや、すぐに会いたい」

「そう。わかったわ」

　柚花は受話器を取り、おじさんに「開けるわ」と一言告げ、解錠ボタンを押してから、リビングをあとにした。

　ソファに腰かけたままなのは失礼なので立ち上がって待っていると……玄関ドアが開く音が聞こえ、柚花とおじさんがやってきた。

　かつて結婚挨拶で見たのと同じ、レスラー体型で強そうなひとだ。相変わらず目つきは鋭く、その瞳には怒りが滲んでいる。

　ちょっとだけ若く見えること以外は、あのときとなんら変わらない。

　あのときと決定的に違うのは、俺の心の状態だ。

　当時は不安に押し潰されそうになり、記憶が確かなら裏返った声で挨拶してしまったが……

　いまは、自分でも驚くくらい落ち着いている。

　見た目にあまり変化はないが、この二ヵ月で起きた人生を揺るがすほどの試練が、俺の心を強くしてくれたのだろう。

「はじめまして。柚花さんとお付き合いさせていただいてます、黒くろ瀬せ航平と申します」

　深々と頭を下げると、ふん、と鼻を鳴らす音が聞こえ、

「挨拶はいい。ここへ来たのは、きみを娘から遠ざけるためだ」

　冷たい一言に、顔を上げる。

　こう言われるのはわかってた。俺はおじさんの好みじゃないから。

　だから俺は慌てることなく平然と振る舞うことができたけど、柚花は苛立っているようだった。

「遅刻しといて失礼でしょ！」

　柚花とおじさんを引き離したくはないけれど、俺のために怒ってくれる気持ちはとても嬉しい。

　かつて柚花は俺とおじさんを天てん秤びんにかけ、俺を選んでくれた。

　柚花は俺を心から愛してくれている。そんな柚花のためにも、顔合わせを成功させたいという思いが一層強まった。

「いいんだ。きっと電車が遅れてたんだよ」

「そうなの？」

「そんなところだ」

「それならそうと言ってよ！　何度も電話かけたのに、どうして出なかったのよ」

「充電が切れたんだ」

　だったらもういいわ、と柚花はため息をつき、

「とりあえず座って」

「座るのはこの男を追い払ってからだ」

　おじさんが憮ぶ然ぜんとした態度で言った。

　すると柚花は俺に目配せをして、

「それは無理よ。あたしと航平、磁石みたいにくっついてるもの」

　見せつけるように俺の腕に自分の腕を絡ませてきた。

　好き好きアピールである。突然イチャつき始めた俺たちに、おじさんが眉をつり上げ、ぎろりと睨にらみつけてくる。

「きみ、さっき柚花と付き合っていると言ったな！」

「はい。お付き合いさせていただいてます」

「どういう付き合いをしている！」

「結婚を前提として健全なお付き合いをさせていただいてます」

　おじさんが目をくわっと見開く。

「結婚だと!?　柚花、本当か！」

「ええ。航平と結婚するって心に決めてるわ」

「まだ高校生だろう！　この先どうなるかもわからないうちから結婚を決めれば後悔するかもしれんのだぞ！」

「後悔なんてしないわよ。それに、この先どうなるかはわかってるわ。ねえ？」

　柚花にほほ笑みかけられ、俺はおじさんに告げる。

「俺たち、必ず幸せになります」

「なぜそう言いきれる！」

「柚花さんのそばにいると心から幸せだからです」

「あたしも航平がいるだけで幸せなのよ。こんなに素敵な気持ちになれるのに、後悔するなんてありえないわ。なのに……娘のあたしが幸せなのに、お父さんは反対するの？」

「大反対だ！　こんな男など認めん！　即刻出ていけ！」

　祝われるどころか大反対され、前回はこんなはずじゃなかったとパニックに陥った。

　ストレスとショックで涙が滲にじみ、おじさんに情けない男だと罵られた。

　いまは違う。

　二ヵ月前、俺は柚花を失った。

　あのとき以上につらいことなど起こりえない。

　あれを乗り越えたいまの俺にとって、おじさんという壁に挑むことは、もはや怖いことではない。

「出ていくことはできません」

　おじさんが詰め寄ってきた。

「本当に出ていかないつもりか？」

「はい。まだ交際を認めていただいてませんから」

　がっと胸ぐらを摑つかまれる。

「ちょ、ちょっと！　思い通りにならないからって暴力振るうつもり!?」

「娘の幸せのためなら警察沙汰も辞さん！　痛い目に遭いたくなければ帰れ！」

　おじさんがツバを飛ばしながら脅してくる。

　前回は言われ放題で俺も切れ、このあと喧けん嘩かになった。

　いまは落ち着いている。

　なぜなら、おじさんがこうしているのは、すべて柚花のためなのだから。俺と同じで、おじさんだって柚花の幸せを願っている。

　柚花のためを想っての行動だとわかっていれば、怒りなど湧いてこない。

「俺が娘さんと結婚するのに相応ふさわしいかどうか、もう少し時間をかけて判断していただくことはできませんか？」

「きみにかける時間などない！　これが最後だ！　無事な姿で帰るか、救急車で帰るか、好きなほうを選ばせてやる！」

「なにがあろうと帰りません。柚花さんに、交際を認めてもらうって約束しましたから。俺がここで逃げたら、柚花さんを悲しませてしまいますから」

「……それがきみの答えか？」

「はい。なにがあろうと、この決意は揺らぎません。この先なにが起きようと、必ず柚花さんを幸せにすると誓います。だから、まずは話を聞いてください。そしてそのうえで、俺が娘さんに相応しい男かどうかを判断してください」

　鋭い目をじっと見据え、心からのお願いをすると──

　おじさんが、胸ぐらから手を離した。

　そして……




「いいだろう。交際を認める」




「……えっ？」

「……はぃ？」

　突然のてのひら返しに、俺と柚花の口から素っ頓狂な声が漏れた。

「お父さん……いま、なんて言った？」

「交際を認めると言った」

「い、いいんですか？　まだ俺のことを知ってもらえてませんけど……」

　戸惑う俺に、おじさんはゆっくりと首を振る。

「いいや、きみのことはもう知っている」

　俺を見つめるその瞳に怒りの感情はうかがえない。いったいなぜ？　ますますほうけてしまう俺に、おじさんが頭を下げてくる。

「本当に、きみには申し訳ないことをした」

「い、いえっ、気にしてませんから！」

「ていうかお父さん、申し訳ないことしたって自覚あったの？」

「当然だ。あんなひどいこと、誰が好き好んで言うものか。きみ、胸ぐらを摑んだとき、どこか痛めなかったか？」

「どこも痛くありませんけど……」

「そうか……。重ね重ね、本当にすまなかった」

　おじさんは、心から申し訳なく思っているようだった。

「そう思ってるなら、なんで暴言吐くのよ。しかも胸ぐらまで摑んで……」

　柚花の疑問はもっともだ。俺だって同じ疑問を抱いてる。

　事情を隠すつもりはないようで、おじさんはすぐに答えてくれた。

「柚花から聞いているかもしれんが、私は妻を病気で亡くしていてな。その際、妻に娘の幸せを託されたのだ。だからきみを試させてもらった。きみが本当に娘を幸せにできるかどうかを見極めたくて」

　試させてもらった……って、

「もしかして、遅刻したのもその一環ですか？」

　たとえば俺を動揺させたかったとか。動揺したときこそ人間の本性が出るって聞くし。

　あるいは、遅刻したことに怒るかどうかを知りたかったのかも。心配よりも怒りが先に来るようなら、優しさに欠けていると判断され、最後まで交際に反対するつもりだったのかも。

「いや、普通に道に迷っただけだ」

　違ったみたい。

　さすがは父親だけあって娘にそっくりだ。

「私が確かめたかったのは、きみが強い男かどうかだ」

「俺、マッチョじゃないんですけど……」

「外見の話ではない。内面の話だ」

　強い男って、見た目じゃなくて心の強さだったのか。なのに柚花はマッチョのことだと勘違いして、俺は必死に身体を鍛えていたわけだ。

　だけど全然マッチョになれず、そのせいで俺は記憶を失ってしまったが……

　その経験も、交際を認めてもらうには欠かせないことだった。

　おかげで俺は、おじさんになにを言われても動じない、強い男になれたのだから。

「思い通りに行かず、すぐ取り乱すような男に、大事な娘を託すわけにはいかん。すぐに怒るような気の短い男に、大事な娘を託すわけにはいかん」

　なのに俺は、かつてそれと同じ振る舞いをしてしまった。

　そしておじさんの危惧した通り、俺は柚花と喧嘩の末に離婚した──幸せにすることができなかった。

「たしかにきみは強そうな見た目ではない。──だが、きみは私に脅されても怯ひるまない、強い心を持っている。この先にどんな困難が待ち構えていようと、きみなら娘を見捨てることなく、幸せにすることができると確信した」

　真剣そのものの顔でそう語ると、おじさんは顔に笑みを浮かべる。

「だから、航平くん。これからも娘を頼む」

　ほほ笑まれ、信頼され、認められ、胸中に喜びが広がっていく。

「はい！　必ず幸せにします！」

　力強く約束すると、おじさんはますますにこやかになり、

「柚花も、ちゃんと航平くんを幸せにするんだぞ」

「わかってるわよ。幸せな家庭を築いてやるわ。……交際だけじゃなくて、結婚も認めてくれるのよね？」

「高校生で決めるのは早いとは思うが、私に反対の意思はない。航平くんのご家族に挨拶するのがいまから楽しみだ」

「あっ、でしたら挨拶していきますか？　うちの家、近所ですから」

「む？　しかし、いきなり訪問しては迷惑だろう」

「いえ、うちの家族も早く挨拶したいと言ってましたから。確認してみましょうか？」

「では頼む」

　柚花とおじさんに見守られつつ、父さんと母さんにメールを送る。

【いま家にいる？　柚花の父親を連れていきたいんだけど】

　送信すると、すぐにメールが返ってきた。

【大歓迎！　お化粧するから一時間待って！】

【お父さんはいつでも準備できてるぞ】

【私のことはいい感じに紹介してね！】

　全員家にいるようで、佐さ奈なからのメールもあった。

「一時間だけ待ってほしいそうです」

「では一時間、くつろがせてもらうとしよう」

　そう言って、おじさんはカーペットに用意された座布団に座った。

「じゃ、飲み物用意するわね」

「手伝うよ」

「航平はゆっくりしてて。あと、そのアルバム片づけといて」

「おじさんに見せるんじゃなかったのか？」

　柚花はちょっと慌てた様子で、

「あ、あの作戦は中止よ」

「あの作戦とはなんだ？」

「なんでもないからっ」

「なんでもないようには見えないが」

「柚花さんと俺の幸せそうな写真を見れば、交際を認めてもらえると考えていたんです」

「どうして言っちゃうのよっ」

　好き好きアピールする必要がなくなり、急に恥ずかしくなってしまったらしい。まあ、常識的に考えれば親にラブラブ写真を見せるのは抵抗あるわな。

「見てほしいからだよ。楽しそうな写真を見れば、もっと安心できるだろうから」

　柚花としても、おじさんを安心させたい気持ちはあるようで……

「……お父さん、アルバム見たい？」

「ああ。見せてほしい」

　しょうがないわね、とため息をつき、

「あたしも一緒に見たいから、ちょっと待ってて」

　冷たいお茶を用意すると、三人でアルバムを囲み……柚花はなんだかんだ楽しそうに、俺たちがともに歩んだ幸せな日々を語り聞かせるのであった。





《　終幕　かつて夢見た光景　》







　晴れ渡る空の下──。さっきまで柚ゆず花かと学校生活のことや食生活の話を楽しそうにしていたが、黒くろ瀬せ家の前にたどりついたところで、おじさんが急に不安そうな顔をした。

「なあ柚花。お父さん、変なふうに見えないか？」

「見えないけど……」

「そうか……」

「……なに？　もしかしてお父さん、緊張してるの？」

「お父さんだってひとの子なんだ。緊張くらいする」

「意外ね。いつも堂々としてるお父さんが緊張するなんて」

「それは柚花に心配をかけないためだ。お父さんが緊張していたら、柚花は安心できないだろう？」

「そりゃ旅行のときも、内見のときも、お父さんがそばにいてくれたから不安にならずに済んだけど……急に緊張するって、もしかして体調悪い？」

　これから娘の交際相手の家族に挨拶をするのだ。むしろ緊張しないほうがおかしいが、柚花にとっては異常事態なのだろう。

　思わず心配してしまうくらい、おじさんは柚花の前ではいつも毅き然ぜんとした態度を取っていたわけだ。

「体調は万全だ。ただ、気が抜けてしまってな。航こう平へいくんに柚花を託したことで、きっと気が楽になったのだろう」

「だって。航平、責任重大ね」

「うん。おじさんにかわって、俺が柚花を守るよ。……あと、うちの家族はフレンドリーですから、緊張する必要はないですよ」

「そうよ。あたしがすんなり馴な染じめたくらいなんだから。だからほら、早く入りましょ」

　柚花がおじさんの背中をぐいぐいと押す。そうして家に入ると、ドタバタと足音が響き──

「いらっしゃーい！」

　佐さ奈なが明るく出迎えてくれた。

　……なぜかバスケのユニフォーム姿だ。その服装に面食らっていると、おじさんが軽く会釈する。

「こんにちは。ええと……」

「航平の妹の佐奈です！　いつも兄がお世話になってます！」

　いや、いつもではないよ。一応、今日が初対面だから。

「佐奈ちゃんはあたしの友達でもあるのよ」

「そうか。佐奈さん、柚花と仲良くしてくれてありがとう」

「どういたしまして！」

　にっこりと笑い、それからなにかを期待するように、チラチラと俺に目配せしてきた。ああ、それでその服装なのね。メールで『いい感じに紹介してね』って言ってたもんな。

「それと、佐奈はバスケ部の部長なんですよ」

「そうか。きっと部員たちは、いつも佐奈さんから元気をもらっているのだろうな」

「聞いた兄ちゃん!?　私、みんなに元気あげてるって！」

「聞いたよ。それより母さんたちは？」

「和室で待ってるっ！　こっちだよ！」

　うきうきとした足取りの佐奈に先導されて、俺たちはダイニングへ。そのまま隣接する和室に入ると、母さんたちが待ってましたとばかりに頭を下げる。

「今日は来てくださってありがとうございます。航平の母です」

「お目にかかれて嬉うれしいです。航平の父です」

「いえ、こちらこそお招きいただきありがとうございます」

「堅苦しい挨拶は抜きにして、とりあえず座ろうよ！」

　佐奈のコミュ力やべえな。両家の親の初顔合わせ、俺だったら固唾を飲んで見守ってるシチュエーションだよ。

　おかげで堅苦しい空気が一気に和らいだ。

　おじさんの緊張も多少はほぐれたようで、顔には明るさが宿っている。

「どうぞお座りになって」

「では失礼して」

　母さんに促され、おじさんが座布団に座る。

　テーブルを挟んだ向こう側に父さんと母さんが座り、柚花を挟んで俺とおじさんがその対面に腰かける。佐奈はお誕生日席だ。さっきから会話の中心にいるし、なんかこいつが主役みたい。

「突然来てすみません」

「いえいえ。ずっとお会いしたいと思ってましたから」

「航平がご迷惑をかけませんでしたか？」

「いえ、とんでもない。本当によくできた息子さんですね」

　めっちゃ嬉しい！

　認めてもらえたのはわかってたけど、こうやって父さんと母さんの前で褒められるのは誇らしい気分だ。

「堅苦しい話は抜きにして、あれ出そうよあれ！」

　ちょっと佐奈！　せっかく褒められてるのに話題を変えるなよ！　てかいまのはべつに堅苦しくないだろ！

「そうね。もう出しちゃいましょっか」

　母さんが席を立ち、和室を出ていく。俺の話題を遮ってまで出したがっている『あれ』とはいったい……。

　なにが出てくるのかとそわそわしていると、母さんがイチゴたっぷりのホールケーキを運んできた。

　三人で食べるつもりだったとは思えないサイズだ。佐奈の発案で、母さんが化粧してるあいだに買ってきたのだろう。

「私が提案したんだよ！　おじさんもぜったいケーキ好きだって！」

「うむ。大好きだよ。仕事にするほどにな」

「えっ、仕事!?」

「うちのお父さん、洋菓子職人なのよ」

「すご！」

　佐奈が目をキラキラさせる。お誕生日席から身を乗り出して、

「今度作ってほしいです！」

「こ、こら佐奈、迷惑だろ」

「いやいや、構わんよ。次に会いに来るときに作ってあげよう」

「やったー！　ありがとうございます！」

「そんなに喜んでもらえると、早く作ってあげたくなるな」

　おじさんはとても穏やかな表情だ。さっきまでの緊張はどこへやら、すっかり馴染んだようだった。

「ちなみに、ショートケーキのイチゴはいつ食べる派ですかっ？」

「途中だね」

「わっ！　兄ちゃんに仲間ができた！　よかったね兄ちゃん！」

「ああ、よかったよ」

　ちょっとしたことだけど、おじさんと嗜し好こうが一致したのは嬉しい。なにより、こうしてうちの家族とおじさんが朗らかに笑い合う光景を見ることができたのが嬉しい。

　一周目の世界では実現しなかった黒瀬家と鯉こい川かわ家の顔合わせは、大成功と言っていい。ケーキ作りを理由に二度目の顔合わせも決まったし、これからも黒瀬家と鯉川家の交流は続いていくのだろう。

「ねえねえ、早く食べようよ！」

「そうね。じゃあ、カットは航平と鯉川ちゃんに任せようかしら」

「一足早いケーキ入刀だな」

「おお、上う手まいこと言いますね」

「ほらほら兄ちゃん、早く結婚式の予行練習しちゃいなよっ！」

　一足早く門出を祝われ、柚花は少し照れくさそうにしながらも、幸せそうに目を細めている。そんな柚花を見ていると、俺も幸せ心地に包まれる。

「じゃあ、一緒に切ろっか？」

「だな。一緒に切ろう」

　ナイフを摑つかんだ俺の手に、柚花がそっと手を重ね──

　俺と柚花にとってとても大切なひとたちに見守られるなか、またひとつ幸せな思い出を作るのだった。
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《　あとがき　》







　おひさしぶりです、猫ねこ又またぬこです。

　このたびは『俺のクラスに若返った元嫁がいる』第二巻をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　一巻では冷え切っていた元夫婦が復縁し、二巻では疎遠になっていた元嫁とその父親が復縁し、無事にハッピーエンドを迎えることができました。

　最後の最後まで楽しく書くことができたケンカップルラブコメ、読者の皆様にお楽しみいただけましたら幸いです。




　早いものでデビューから丸八年、猫又ぬこ名義で出すライトノベルは本作で四〇冊目になりました。

　九年目も読んでいて明るい気分になれるお話を書いていければと思いますので、今後もお付き合いいただけますと幸いです。

　ちなみに三〇冊目は『あの鬼教師が僕の姉になるんですか？』の第二巻でした。今年の九月にコミックス第三巻が発売されましたので、よろしければぜひぜひ。




　それでは謝辞を。

　本作の出版にあたっては、多くの方々に力を貸していただきました。

　担当様をはじめとする講談社ラノベ文庫編集部の皆様。

　ご多忙のなか素晴らしいイラストを描いてくださった緑みどり川かわ葉よう先生。

　校正様、デザイナー様、本作に関わってくださった多くの関係者の皆様。

　そしてなにより本作をご購入くださった読者の皆様に最上級の感謝を。皆様に少しでもお楽しみいただけたなら、これ以上の幸せはありません。




　それでは、またどこかでお会いできることを祈りつつ。





二〇二二年そこそこ涼しい日　猫又ぬこ　







『俺のクラスに若返った元嫁がいる２』

電子版特典書き下ろしショートストーリー

「夫婦円満の秘訣」











　夏休みのある日。

「なあ、そろそろ好き好きアピールの練習しといたほうがいいんじゃないか？」

「なに？　宿題やめたい口実？」

「いや、そうじゃなくてまじめな話」

　もちろん、宿題はやめたい。朝から柚ゆず花かの家でずっと夏休みの宿題に励んでいるのだ。せめて気晴らしに散歩したいとは思っている。

　ただ、おじさんとの顔見せが迫っているのだ。ぶっつけ本番より練習しておいたほうが何事も上手くいく。そんなわけで、交際を認めてもらうために好き好きアピールの練習をしておきたいのだが……

「そもそもの疑問なんだが。好き好きアピールって、具体的になにするんだ？」

「決まってるじゃない。イチャイチャするのよ。最初はめちゃくちゃ怒るでしょうけど、最終的には交際を認めてくれるわ」

　かつて結婚を認めてくれなかったのは、なにも俺が嫌いだったからじゃない。俺と結婚して娘が幸せになれるのか、確信が持てなかっただけである。

　柚花はそう考え、好き好きアピールを提案した。そうすることでおじさんに『こんなに愛しあっているふたりが結婚して不幸になるわけない』と信じさせようとしているのだ。

　好き好きアピールという名称からして、なんとなく察しはついていたが、やはりイチャイチャするわけか。

　たしかに目の前でイチャつかれれば嫌でもラブラブっぷりは伝わるだろうが……

「おじさんの前でイチャイチャか……」

「恥ずかしいの？」

「おじさんの前だとさすがにな。もちろん交際を認めてもらうためなら全力でイチャつくけど、やりすぎると演技臭くならないか？」

「言われてみれば……あたしたちって、元々過剰にイチャつくタイプじゃないものね」

「だろ？　好き好きアピール自体は賛成だが、もう少し振る舞い方を考えたほうがいいと思うんだよ」

「たとえば？」

「たとえばか……。そう訊きかれると返事に困るが……とにかく、おじさんに『ふたりなら円満な家庭を築ける』って思ってもらえるような振る舞いをしたい」

「円満な家庭ね……」

　柚花は黙りこみ、ややあって疑問を口にした。

「そもそも円満な家庭って、どうして円満なのかしら？」

「仲がいいから円満なんだろ」

「そりゃ結婚するんだから仲はいいでしょ。でも、あたしたちみたいに離婚するケースもあるじゃない？　その違いってどこにあるの？」

「わからないけど……でも、いい疑問だと思う」

　円満な夫婦と離婚する夫婦の違いを知るのは名案だ。違いを学び、好き好きアピールに自然な形で取りこめば、『ふたりなら円満な家庭を築ける』と信じてもらうことができる。

　そんなわけで、さっそくケータイで夫婦円満の秘訣について調べてみる。

「おっ、出た出た。──『夫婦円満の秘訣ベスト５』だとさ」

「なんて書いてあるの？」

「んっと……第五位は『相手を尊敬する』だって。ちょっとやってみてくれ」

　いいわよ、とうなずき、柚花がじっと見つめてきた。

「航こう平へいってすごいわよね。知らないひとが相手でも普通に話せちゃうんだから。ほんと、一緒にいて頼もしいわ。……どうだった？」

「すっごい嬉しかった」

　柚花の褒め言葉には演技っぽさがなかった。本当に一緒にいて頼もしいと思ってくれているのだろう。頭のなかで言われたことを反はん芻すうすると、思わず頰が緩んでしまう。

　すると柚花が羨ましそうに、

「あたしにも言ってみて」

　いいぞ、とうなずき、柚花に告げる。

「柚花って偉いよな。遊びの誘惑に負けずに宿題してるんだから。しっかりしてる柚花と一緒にいると俺も安心できるよ。……どうだ？」

「いい気分になったわ。たしかに日頃からこういうことを言われていたら、ちょっとムカついても許しちゃうわね」

「おじさんの前でも自然な感じでお互いを褒め合うことにしようぜ」

「そうね。で、第四位は？」

　促され、俺はケータイに目を落とす。

「んっと……『スキンシップを大切にする』だって。髪を撫なでたり、ボディタッチしたりだな」

「新婚だった頃はしてたけど、いつの間にかしなくなったわね。どうしてかしら？」

「どうしてって言われても、特に理由はないとしか……」

　たぶん、こういうのが『マンネリ』というやつなのだろう。柚花がいるのが当たり前になり、いつしか触れることの喜びを忘れてしまったわけだ。

「とりあえず、おじさんの前ではさりげなくボディタッチしてみるよ」

「……お父さんの前でだけ？」

　なにかを期待するような眼差しに、俺はにこやかに首を振る。

「結婚してからもだ。今度は行ってらっしゃいのキスを習慣にしようぜ」

「おかえりのハグもね」

　もちろんだ、と約束すると、再びケータイに目を落とす。

「第三位は『感謝する』だって」

「あー、それわかるわ。あんたって、『してもらえて当たり前』って態度だったものね。ご飯を作ったときもお礼すらなかったし」

「柚花だって車でどこかに連れてったときとか、労ねぎらいの言葉をくれなかっただろ」

「反省してるわよ。これからは感謝の気持ちを忘れないわ。いろんな場所に連れていってくれてありがとね、航平。どこも本当に楽しかったわよ」

「こちらこそ美味しいご飯を作ってくれてありがとな。全部本当に美お味いしかったよ」

　お互いに感謝の言葉を伝えると、続いて第二位を確かめる。

　そして、俺は言葉を失ってしまった。柚花はきょとんとした顔で、

「ねえ、どうしたの？　第三位で終わりってことないでしょ？」

「いや、まあ、書いてはあるが……」

「だったら早く教えなさいよ。第五位も、第四位も、第三位も、すっごい参考になったんだから。ぜったい第二位も実践したいわ。できればお父さんの前で」

「そ、それは無理だろっ！」

「どうして？　ねえ、なにが書いてあるの？」

　催促され、俺はぼそっと告げる。

「……『性行為』」

　一瞬で柚花の顔が真っ赤になった。

「は、はあ!?　そんなことお父さんの前でできるわけないじゃない！」

「当たり前だろ！」

　ぶっ飛ばされるわ！

「ならいいけど……。で、第一位は？」

「第一位は『手を繫いでデートする』だって」

「手を繫つなぐことはできるけど、顔合わせでデートはできないわね」

「だな」

　デートはふたりきりでするものだ。おじさんを外に連れ出すことはできるだろうけど、それはデートとは言いがたい。

　第二位に続き、第一位も好き好きアピールには取りこめそうにない。

「でもさ、せっかくだから第一位も試してみようぜ」

「それって、いまからデートするってこと？」

「そういうこと」

「宿題はどうするのよ」

「帰ったらちゃんとするから」

「ならいいけど」

　柚花もデートしたかったのか、あっさり折れてくれた。

「ちなみに、どこに行くの？」

「映画はどうだ？　ちょうど今週から面白そうな映画が始まったんだよ」

「どんな映画？」

「ホラーだ」

「ホラー……」

　柚花は顔を曇らせる。

「怖いならべつのでもいいぞ。俺はデートできれば満足なんだから」

「ううん。航平が見たいならホラーでもいいけど……」

　柚花はなにか言いたげだ。

　そういや結婚してた頃、一緒にホラー映画を見に行ったっけ。ポップコーンが余って、『だから小さめのサイズにしなさいって言ったじゃない』だの『前回行ったときはお前が食い過ぎるから足りなかっただろ！』だのと言い合って、その日は寝室をべつにして……だけどひとりで寝るのが怖いからって、柚花が俺の布団にもぐりこんできた。

「……もしひとりで寝るのが怖いなら、今日は泊まろうか？」

　俺の言葉に、柚花が顔を明るくする。

「それならいいけど、航平のほうから泊まるって言うとか珍しいわね。……もしかして、第二位に期待してるんじゃないでしょうね？」

「そ、そんなわけないだろっ！　まだおじさんに認められてないんだから！」

「お父さんに認められたら、すぐに第二位するってこと？」

　俺の反応がおかしかったのか、柚花がからかうように目を細めて言った。

「そ、そういう意味じゃねえよ！　てか第二位とかいまはどうでもいいだろ！　これから第一位をするんだから！　だから──ほらっ、手！」

　恥ずかしい気持ちを誤魔化すように手を出すと、柚花は嬉しそうにぎゅっと握る。

「そうだ。デートの帰りに買い物してっていい？　長くなっちゃうかもだけど……」

「気にしないって。柚花と一緒にいるの好きなんだから」

「これからも、あたしのそばにいてくれる？」

「もちろんだ。これから先も、ずっと柚花のそばにいるよ」

　俺が心を込めて告げると、柚花は幸せそうにほほ笑むのだった。

「ありがと。大好き」
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本作品は、二〇二二年一〇月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。
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